
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　─Prelude─







　眩まぶしさに目を覚ますと木の天井があった。

　わたしは寝ぼけた頭のままあくびをしながら身体を起こして、それから温ぬくもりを包んでいた掛かけ布ぶ団とんと毛布を押しのけた。

　分厚い木枠の窓から外を見ると、まず澄み切った蒼そう空くうが目に入った。それは見渡す限りどこまでも広がっていて、同じようにどこまでも広がる雲海と水平線を成している。雲海は大きく隆起し、穏やかに流動していたが、それが途切れて下界が見えるということはなかった。

　そんな空を背景に、十に満たないほどの豆粒大の点が浮かんでいた。点と点の距離は数十キロメートルはあるだろうか。

　浮遊島と呼ばれる島々だ。そのうちのいくつかには、村や、ひょっとしたら町と呼べるくらいの規模で人々が暮らしているのかもしれない。

「今日もいい天気だなあ」

　この世界に大地はない。

　何千年も前に世界はばらばらに壊れて、空に浮かぶ数え切れないほどの島々だけになってしまったらしい。

　ごうごうと風切り音が響く中、わたしは暖かい木材の匂いに満ちた室内からそんな景色をぼうっと眺めていた。ふと眼下に視線を向けると、陽の光に煌きらめく雲海の表面を楕だ円えん形けいの影が滑っていく──わたしの乗る飛空船のものだ。

　ここは島から島へと旅をする、クロート号という飛空船の中だ。

　わたしは、数ヶ月ほど前からこの船に乗っている。

　ベッドに腰掛け、櫛くしで髪をといて手早く身なりを整えて立ち上がると、間ま仕じ切きりのカーテンをさっと開けた。大きなリビングくらいの居室に陽の光が満ちる。

　部屋の中には二人の人間が暮らしていけるだけの最低限の調度品が置かれている。ベッド、テーブル、簞たん笥すといった大物の家具は壁や床に固定されていた。

　向かいにはもう一つ間ま仕じ切きりのカーテンがあって、そこは開かれたままになっており、ベッドも無人だった。たぶん、そのベッドの主は前方の操そう舵だ室しつで操そう舵だ席せきに座ったまま眠っているのだろう。速度と高度を維持する自オー動トパ操イロ縦ツトは付いているのだけれど、何か異変があったときにすぐ対応できるようにそうしているらしい。

「相変わらず汚いなあ……」

　この飛空船に初めて乗ったとき、船内は卒倒しそうになるくらい汚れて散らかっていた。ゴミや埃ほこりは当たり前。食べ物のカスは落ちてるし、タバコのヤニはこびりついてるし、カビが生えているところまであった。面倒そうな顔をしていたあの人を尻目に、わたしは全力で掃除をした。いらないものを捨てて、船内をぴかぴかに磨き上げて、それから自分の寝る場所を確保して。

　だから今、船室はおおむね綺き麗れいで、汚いのは目の前の一角だけだ。

　あの人の寝床にだけは手を出せなかったのだ。結果、あの人のベッドとその周辺には服や紙ゴミが散らかっている。何度も片付けるように注意したが、聞く耳を持ってくれない。いっそ自分で片付けようかとも思ったが、人には侵されたくない領域があることくらい、わたしも分かっている。

「見なかったことにしよ……」

　わたしは居室後ろにある簡易キッチンへと移動した。食事係なのだ。

「何にしようかな」

　足下の木箱からトマトを取り出す。真っ赤に熟れた、甘そうなトマト。前の島で手に入れたものだ。そのまま齧かじってしまいたいくらいだったけど、ぐっと堪える。

「決めた」

　トマトを包丁で櫛くし型がたに切っておいて、それからちぎったレタスと一緒にして皿に並べていって──よし、サラダの完成。それからタマネギとジャガイモの皮を剝むいて、細かく刻んでフライパンでバターと一緒に軽く炒いためる。そこに溶いた卵を入れて蓋をして、蒸し焼きにする。

　このコンロは後ろにある機関室で出た熱を反射板でキッチンまで飛ばして使っているとのことで、薪や炭の火ほど熱くはならない。だから、火加減が少し難しい。

　バターの香ばしさが居室に充満してくる。あと五分くらいだろうか。

　そのとき、不意に先ほど見たあの人のベッドが脳裏をよぎった。

　そう言えばあのベッドの布ふ団とん、最後に干したのいつなんだろう。

　一度気にし始めるともう駄目だった。

　布ふ団とんを干すくらいいいよね、勝手に片付けるわけじゃないし、と自分に言い聞かせながら、わたしはあの人のベッドへと向かった。布ふ団とんをがばっとめくって──

「ひっ」

　瞬間、全身に鳥肌が立った。

　布ふ団とんに隠れて見えなかった枕とシーツの隙間から、それらは無数に生えていた。

　茶色い笠かさと、白っぽい柄え。

「ぎゃ──────────っ!!」

　わたしは叫んだ。直後、操そう舵だ室しつのドアが勢いよく開いて、あの人が出てきた。

「アリア、どうした！」

「はははは、泊はく人とさん！　きききききき、きの、きのっ、きのこが生えてるっ！」

「ん？」

　怪け訝げんそうに自分のベッドを検分する泊はく人とさんは、無ぶ精しよう髭ひげを生やし、よれよれのシャツを着ていた。寝起きらしく、頭もぼさぼさだ。操そう舵だ席せきで寝てどうしたらこんな頭になるんだろう。二五歳らしいけど、そんな姿のせいで何歳か老ふけて見える。もったいない。いやいや、今はそんなことはどうだっていい。

「ああ、前の島で胞子が付いたんだ。何事かと思った。全く、このくらいで騒ぐな。少し考えれば分かるだろう」

　何でもないことのように泊はく人とさんは鼻を鳴らした。

「な……っ！」

　カチンと来た。カチンと。

　確かについ数日前まで滞在していた島は一面がキノコになっていた。と言うより島自体がキノコでできていた。泊はく人とさんのベッドに生えているのがそこから持ってきてしまったものだということも、冷静に考えれば分かる。エンジンの熱で暖かい室内の、しかも滅多に干されることのない布ふ団とんの中ですくすく育ったのだろうということも簡単に想像できる。

　けれどどう考えても、問題はキノコがどこから来たかという話じゃない。キノコがベッドに生えていること。そして、そうなってしまった理由が問題なんだ。

「だから言ったのに！　島を出るときにちゃんと着替えてお風ふ呂ろ入ってねって！　めんどくさくて入らなかったんでしょ！」

「……時間がなかったんだ。仕方ないだろ」

「今すぐ頭洗って、身体拭いてきてっ。頭からキノコ生えてきたらどうするの!?」

「生えるわけないだろ……ったく、面倒だな」

　泊はく人とさんはそう言いながら、キッチンへと歩いていく。この船では、樽たるに蛇口を付けたものを水みず溜だめとして使っていて、それはキッチンにしか置いていないのだ。

　見ていると蛇口の下に置いた桶おけに少量の──空の旅では貴重な──水を溜ためて、頭を突っ込んで器用に髪を洗っている。しばらくすると泊はく人とさんは無造作に服を脱ぎ捨てて身体を拭き始めた。

「わっ、急に脱がないでよ」

　わたしは慌てて視線を逸そらした。

　そして、改めてベッドに生えたキノコを見た。

　どうしよう、これ。全部取って捨てれば大丈夫だろうか。

「おい、朝飯作ってたのか」

「うん。今日はサラダとオムレツだけど？」

「そうか」

　泊はく人とさんはキノコの生えたベッドの前にかがむ。

「わわっ、裸のままうろうろしないでよ」

　わたしは慌てて窓の方を向いた。

　背後で泊はく人とさんが何かごそごそやっている音がする。

「ねえ、泊はく人とさん……？」

「何だ」

「何してるの……？」

「キノコ、入れるぞ」

　入れる？　何に？

　疑問が浮かんですぐ消えた。ここまでの会話から考えて答えは一つしかない。

　わたしは慌ててキッチンの方を見て、

「ああああああああ────────────っ!?」

　絶叫した。卵を溶いておいたボウルに泊はく人とさんがキノコを放り込んでいる光景を見てしまったのだ。

「な、な、何てことをっ！」

「そんなに騒ぐな。このキノコは食用だ。前の島で見ただろ」

　泊はく人とさんがキノコを放り投げて寄越す。

「ううう……」

　わたしは嫌々ながらそのキノコを受け取って、なるべく顔から遠ざけて観察した。よく見てみれば、それは確かに前の島で食用にされていたものだ。よくそんなこと覚えてるな、と感心してしまう。いやいや、そもそもこれは泊はく人とさんの身から出た錆さび──じゃなくてキノコだ。感心してどうする。

　ボウルの中を覗のぞき込こむと、大量のキノコが卵の中に浮いている。

　どうしよう、これ。取り除いた方がいいかなあ。

　けれど、飛空船の旅において食料は貴重だ。島から島への移動は風向きや天候に大きく左右されるから、予想よりずっと長く時間がかかることがある。その間、何とか食いつながなければいけない。この船の食事係であるわたしは、食料の残量にも責任を負う必要がある。キノコを入れれば食材が節約できる。そもそも、今から取り出したところで色々手遅れのような気もするし。

　ごくりと唾を飲み込む。

　枕の隙間から生えていたキノコ。栄養は何なんだろう。いや、考えてはいけない。

「わ、分かった……。なんか抵抗はあるけど、このまま焼いてみる……」




　オムレツとスープから湯気が昇り、サラダ、それからカリカリに焼いたバゲットが卓に並んでいる。

「うまいな」

　泊はく人とさんはキノコ入りオムレツを一口食べてそう言った。こういうとき下手なごまかしをしたりすることのない人なので本当においしいのだろう。しばらく様子を見守っていると、泊はく人とさんはオムレツとバゲットをがつがつ食べていく。それからときどきトマトとレタスのサラダに手を付ける。

「あっ、そんな一気に。わたしの分もあるんだからね、そのオムレツ」

　わたしは慌てて自分の分を確保すると、そこから恐る恐る口に運ぶ。

「あ、おいしい」

　思わずうっとりした声が出てしまう。

　意外にもキノコがいい味を出している。生えていた場所は努めて忘れる。

「でも、言っとくけど、もうぜーったいに、勝手に料理に触らないでよ」

「ああ、分かってる。何度言えば気が済むんだ」

　本当に分かっているのだろうか。

　わたしはため息をこぼしつつ、二口目のオムレツを味わった。

　ああ、ほっぺたがとろけそう。

「前の島で貰もらった野菜もおいしい」

「ああ、そう言えば分けてもらったな」

　泊はく人とさんは飛空船で人や物を運んだり、行商したりを仕事にしている。そのついでと言っては何だけど、面倒事の手助けをすることがあるのだ。この間は、島民同士の争いを仲裁した。そのお礼にと貰もらったのが、実はこの朝食の野菜たちだ。

　そうやって面倒事に首を突っ込むとき、本人は心底面倒そうにして、疲れただの、金のためだのと言っているが、それは関わるための言い訳なんじゃないかと、わたしは思っている。言うと怒るので言わないけれど。

　それに、泊はく人とさんは人を助けるとき、それを恩に着せることは決してしない。

　たぶん、誰かを助けるということが泊はく人とさんにとって自然なことなのだろう。きっと無意識なんだろうけど。

　わたしが今、こうしてこの船に乗っているのも、きっと。

「泊はく人とさん」

「どうした？」

　泊はく人とさんがもぐもぐオムレツとバゲットを咀そ嚼しやくしながら、わたしを見る。

　わたしはすぐには答えず、泊はく人とさんをしばらく見つめた。

「次の島も、いい島だといいね」

「ああ。食い物がうまいところだといいな」

　その答えに、わたしは思わず吹き出してしまった。

　と、そのとき──

　ふと外を見て、わたしは呆ほうけてしまった。

　飛空船の遥はるか下方の雲海を、巨大な魚のような影が泳いでいるのだ。

　あまりのことに言葉を失っていると、泊はく人とさんもそれを見て「ああ」と呟つぶやいた。

「雲うん海かい鯨くじらだな。運がいい」それから泊はく人とさんは思い出したように付け加える。「飛び出すかもしれん。よく見てろ」

「雲うん海かい鯨くじら……？」

　わたしは目を凝らして雲海を泳ぐ影を見た。

　けれど、その影はふっと消えてしまって。

「あ、行っちゃった」とわたしが呟つぶやいた瞬間、雲海の一部が膨らみ、噴き上がるように下から上へと何かが飛び出した。

　まるで水のように透きとおった、巨大な体軀からだが宙を舞う。

　小さいときに絵本で読んだことがある。古い時代の海という場所に棲すんでいた、鯨と呼ばれた生き物──それによく似た形をしている。

　すごい迫力だ。

「あ」

　目が合ったような気がした次の瞬間に、その巨きよ軀くはまた雲海へと戻っていた。

　少しずつ収まっていく雲のうねりを、わたしはじっと見つめていた。

　そのときわたしは、世界の広さに圧倒されていた。

　大地は壊れ、残されたのは空に浮かぶ島々。この世界には氷に閉ざされた島も、人ならざる者が棲すむ島も、時の流れが歪いびつな島さえもある。

　だからこうしてその広さを目まの当あたりにするたびに不安になる。

　わたしは本当に探しているものに辿たどり着つけるのだろうか、と。

　でも、とも思う。

　わたしを不安にさせるのは世界の広さだけど、前へ進む力をくれるのも、いつだってそこで経験する様々な出来事とそこで出会う人たちだ。

　だからわたしはこれからも進んでいける。

　喜びも悲しみも、希望も不安も、全部を受け止めて。

　どこまでも果てしない、この空の旅路を。







第一話　精霊の島







　青く澄み切った空と眼下の雲海が、緩やかな弧を描いて水平線を成している。

　操舵席に座った泊はく人とはそんな光景を、ずっと古い時代の遺物である透明樹脂製の窓から眺めていた。片手には操そう舵だ輪りん、もう一方の手にはタバコがあった。

　泊はく人とは飛空船の操そう舵だ室しつにいた。天候の安定している現在は自オー動トパ操イロ縦ツトにしているから本当は操そう舵だ室しつにいる必要も、まして操そう舵だ輪りんを握る必要もないのだが、長年の習慣でそうしていた方が安心できる。

　飛空船は全長五〇メートル程度の紡ぼう錘すい形けいの球皮エンヴエロープと左右に生えた固定翼、そしてその下の回転翼テイルトロータで空を進む。操そう舵だ室しつは、球皮エンヴエロープの下に設けられたゴンドラの最前部にある。

　飛空船と同じくらいの高度には、風を受けて穏やかに漂う影が点々とあった。大昔にあるべき大地から切り離され、その内ない奥おうに孕はらむ《浮遊結晶》によって重力の束縛からも解き放たれ、空を漂流する島々《浮遊島》だ。

　ちなみに浮遊結晶は飛空船の燃料であり、さらに浮ふ揚ようガス源でもあるのだが、その純度は島の深部にあるものとは比べものにならないほど低い。

「どうだ」

　泊はく人とはタバコを押し消して後ろを振り返った。

　そこでは十六、七歳くらいの亜麻色の長い髪の女の子が、机の前でうんうんと唸うなっていた。その机は空図を広げるためのものだが、今そこに載っているのはごく小さな紙片だった。

「駄目、動かない……」

　唸うなっていた少女だが、やがて諦めたように答えた。

　彼女の名はアリア。

　十年近く商いや島々での依頼をこなしつつ独りで旅をしてきた泊はく人とだったが、何ヶ月か前にアリアをこの飛空船クロート号に乗せることになった。以来、彼女を連れていろいろな島を巡っている。

　はあ、とアリアは肩を落とし、

「あ、今動いた!?　風吹いた!?」

　と僅かに動いた紙片を見て喜んで言ったが、泊はく人とが「今のはおまえのため息だろ」と告げると、へなへなと机に突っ伏した。

「全然安定しない……。昨日は風が出たのに。何かコツとかないの？」

「ない。干渉力は慣れだ。自分の心が世界と繫つながる感覚を身体で覚えるしかない」

「泊はく人とさんも昔、干渉者だったんだよね？　その『感覚』って、どんな感じなの？」

「それは干渉者それぞれだ」

「そんなあ……」

　机に突っ伏して呻うめくアリアを、泊はく人とはやれやれと息を吐つきながら眺めた。

　アリアを飛空船に乗せることになった理由の一端が、今まさに彼女が訓練に取り組んでいる《干渉力》だった。それは心の働きが現実に影響を与える力のことで、世界が壊れて無数の浮遊島になった頃から、干渉力を持つ《干渉者》は数千人に一人くらいの割合で現れるようになったという。

　出会った頃のアリアは精神的に不安定で、暴風を引き起こしてしまうほどだった。そんなアリアの力の暴走を止めたのが泊はく人とだった。

　今はもう力を失ってしまったが、泊はく人と自身、かつては干渉者だったのだ。

「一つとして同じ干渉力はない。おまえの大気を操る力も、おまえだけの特性だ」

　アリアは干渉力を制御できるようになりたいと願い、泊はく人とはしぶしぶそれを引き受けた。面倒事はできるだけ避ける性分だったが、見捨てるのも寝覚めが悪かったのだ。

「だが一つだけ共通する大切なことがある。それはもう何度も教えたな」

「……自分の心に向き合うこと？」

　そうだ、と泊はく人とは頷うなずく。

「干渉力は心で世界を変える力だ。もし自分の感情や考えを曖昧にしたり、ごまかしたりすれば、能力は不安定になって、場合によっては暴走に繫つながる」

　干渉者はその異質さゆえに人から避けられたり、ひどい扱いを受けることも珍しくない。アリアも決して例外ではなく、それが原因で他人の顔色を窺うかがい、自分の気持ちをごまかし、押し殺す癖があった。この数ヶ月で泊はく人とに対してはかなり遠慮がなくなってきていたが。

「もう一度やってみろ」

「わ、分かった」

　アリアは目を閉じて、再び集中を始めた。

　が、一呼吸置いた次の瞬間、彼女を中心に突風が吹いた。

「くっ……！」

　目を開けていられないほどの衝撃と、鼓膜が破れんばかりの急激な圧力の変化が襲ってきて、さしもの泊はく人とも思わず声を漏らす。だがそれは一秒にも満たないごく短時間のことで、すぐに収まった。

「えっと……泊はく人とさん……」

「風は、出たな」

　顔に張り付いた紙を剝はがしながら泊はく人とは言った。途端に、アリアは視線を逸そらして肩を震わせ始める。

「何がおかしい」

「ご、ごめん、泊はく人とさん。でも、だって……」

　ぶふっと噴き出して、アリアが笑い始める。

「顔に、イ、インクが……！」

　ひぃひぃと苦しそうに笑うアリアを尻目に、泊はく人とが手近な鏡で顔を確認すると鼻の頭と頰にインクがべったり付いて、かなり珍妙なことになっていた。

「おまえな……」

「やめてぇ！　こっち見ないでぇ！」

　泊はく人とは深くため息を吐ついて、端は布ぎれでインクを拭う。

「オレの想定が甘かったな……。ちょっとした練習でここまで干渉力が発現するとは思ってなかった」

「ご、ごめんなさい……」

　アリアは萎しおれて俯うつむいた。

「謝る必要はない。単におまえが持ってる力が大きいだけだ。背が高いとか、目がいいとか、そういうのと同じ次元の話だ。それよりもうすぐ目的の島に着く。席に座ってろ」

「う、うん……」

　窓の向こうに一つの浮遊島が姿を見せていた。

　直径は一〇キロメートルほど。椀わんの形をした島は青い空を背景に浮かんでおり、その上面の大半を占める湖こ沼しようが、太陽の光をきらきらと美しく反射していた。ごく僅かな陸地に生えた草木が申し訳程度に鮮やかな緑を添えている。

　ティエルという名の島だった。




　　　　◇




「か、かわいいっ！　何っ、この町!?」

　発着場に着陸して飛空船から一歩外に出た瞬間、アリアはそれまでしょんぼりしていたのも忘れて、一気に町の様子に魅了された。

　ティエル島には、中央付近に人口数千程度の中規模の町がある。

　その町は水深のごく浅い地域に杭くいを打ち、木材で土台を組んで造られた数多くのデッキで構成されていた。直径数メートルから数十メートルの大小様々な数百基のデッキが橋で結ばれており、その上には木造の建物がある。デッキも橋も建物もカラフルに着色されており、見た目だけでも賑にぎやかな印象だった。

「行くぞ」と言って大きな布ぬの袋ぶくろを持った泊はく人とが歩き出す。

　その袋の中に行商の品が入っていることをアリアは知っていた。泊はく人とはそうやって島から島への交易をしたり、訪れた島で雑多な依頼を受けたりして金を稼いでいる。

「おもちゃ箱の中にいるみたい……」

　アリアは泊はく人との隣を歩きながら、きょろきょろ町並みを観察した。

　建物は色彩豊かで形もバラバラで、こぢんまりとしたものが多い。雑多な印象はあるが、一方でとても綺き麗れいな町だった。ゴミは道にも水路にも一つとして落ちていないし、放置された汚れもなく、道も建物もよく整備されていた。島民たちが楽しげに道を行き交い、正午が近いこともあってあちこちから昼食の匂いが漂ってくる。

　アリアは楽しくなってきて、鼻歌を歌い始めた。それはいつしか歌詞の付いたリズミカルな歌へと変わっていく。通行人たちが少し足を止め、楽しむような視線をアリアに向ける。

　幼い頃から歌うことが好きだった。今にして思えば、歌っているときだけは自分の心を解き放つことができたからなのかもしれない。

　隣を歩く泊はく人とはと言えば、数ヶ月も旅を共にして慣れたのだろう、気にする素振りもなかった。

「泊はく人とさん、あれ何かな？」

　アリアは歌を中断して立ち止まった。道端にやたらと小さなベンチがあることに気付いたのだ。さらに周囲をよく見れば、通りの服屋には赤ん坊が着るよりも小さな服が置いてあり、雑貨屋には一体誰が使うのかというほどに小さな家具や食器が置かれている。それはまるで──

「わっ、かわいーっ！　泊はく人と、その子、誘拐したの!?」

　子供のような甲高い声が響きわたる。

「えっ……？」

　アリアは声の出所を探したがどこにも見つからない。

　だが次の瞬間、小さな人影がアリアの足下から目の前へと跳躍してきた。

　アリアは短い悲鳴を上げて思わず後ずさったが、

「君っ、手を出して、手っ！」

　そう言われて咄とつ嗟さに両の手のひらを前に差し出した。小さな人影はアリアの手のひらに着地して、片手を挙げて「やあ」と挨拶をする。

「ぼくはチコって言うんだ。泊はく人とに誘拐された君の名前は？」

　アリアはその質問には答えずに、驚きに目を大きく見開いて、自分の手のひらに乗る身長一五センチメートルほどの小さな少年を見つめる。

「近い、近いよ、君」

　あまりの顔の近さに、自分から飛び乗ってきたチコもややたじろいでいた。

「う、うそ……かわいい……」

　アリアが頰ずりを始めそうになったところで、泊はく人とはチコの襟首を摘つまみ上あげた。

「ああっ！　返して泊はく人とさん！」

　アリアは抗議の声を上げたが、泊はく人とは「後にしろ」とあしらう。

「い、いやあ、助かったよ、泊はく人と」とチコが引きつった笑みを浮かべた。

「誰が、誘拐したって？」

「じょ、冗談だよ、泊はく人と。悪かったって」

　ふん、と泊はく人とが鼻を鳴らす。二人の会話を聞いていてアリアはようやく気付く。

「は、泊はく人とさん、その子と知り合いなの？　その子、何なの？　て言うか、この島来たことあるの？」

「ん？　ああ、言ってなかったか」

「聞いてないよっ！」

　アリアが抗議の声を上げたとき、息を切らした中年男が現れた。

「ああ、チコ、ここにいたのか。まったく、一人で先に行くなんて……ん？　お、おお！　おまえ、泊はく人とか!?」

「よう、久しぶりだな。前に来たのは何年前だったか」

「五年か、もう少し前ってとこだろ。今回は何の用事で……っと、ちょっと待て」男は驚いてアリアを見る。「そっちの子は何だ？　おまえ、まさか誘拐──」

「おまえら、揃そろいも揃そろって、いい加減にしろ。もうその話はチコとした」

　泊はく人とは疲れたように言いながら男の肩にチコを乗せた。

「アリア、このおっさんはこの町の商人だ。ここじゃいちばん顔が広い。いちおう聞いとけ」

「あ、うん」

　アリアは商人に改めて自己紹介をした。それからこれまで訪れた島々でしてきたのと同じ説明を始めた。

「実はわたし、何ヶ月か前に気付いたら無人島にいたんです。記憶がなくなってて、どうしてそこにいたのかも分からなくて、両親もいなくなってて……」

「無人島に？　それも記憶がないだって？」

「はい。と言っても、全部じゃないんですけど……」

　失った記憶はかなり限定された期間のものだった。両親とともに旅に出たところまでは覚えているのだが、それ以降がぽっかりと抜け落ちてしまっているのだ。

「それで、たまたま無人島に来た泊はく人とさんに助けてもらって」

　詳しく言えば、不安定な精神状態になって干渉力が暴走していたところを泊はく人とに助けてもらったのだが、そのことは伏せておいた。会って間もない相手に干渉者であることを告げるのは怖かった。島によって、あるいは人によって違いはあるが、一般的に干渉者は恐怖と嫌けん悪おの対象なのだ。

「それで一緒に両親を探してもらってるんです。あの、心当たり、ありませんか？　四十歳くらいの夫婦なんですけど」

　商人は少し考えてから申し訳なさそうに首を振った。

「いや、見てないなあ」

「そう…ですか……。分かりました」

「役に立てなくてすまんな」

「いえ……大丈夫です。ありがとうございます」

　すでにいくつも島を巡ったが、まだ手がかりは得られていない。空振りに終わればやはり気落ちもするが、焦あせっても仕方ないことは分かっていた。

「あ……あのっ！　ところで、その子は？」

　アリアは目を輝かせてチコを見る。チコはぎくりとしたように身体を強こわばらせた。

「何だ。泊はく人と、この子に話してないのか。島のこと」

「ちょうど話そうとしたところでチコが出てきたんだ」

　忘れてたくせに、とアリアは呆あきれる。

「この島ではな、物に精霊が宿るんだよ」と商人が言う。

「精霊……？　この子が？」

「うん、そうだよ！」

　チコが商人の肩から飛び下りる。アリアはしゃがみ込んで視線を合わせ──それでも見下ろすかたちになってしまうが──チコの頰を指先でちょんちょんと触った。一回触れるたびにアリアの頰は緩んでいく。チコはくすぐったそうに笑った。

「ぼくはこのおじさんのかぶってる帽子の精霊さ。この島では物に精霊が宿るんだ。ほら、見てごらんよ。あの家のバルコニーにある花瓶」

　チコが指差したのは、隣のデッキの家屋だった。その二階バルコニーに置かれた花瓶の口の端はしに、花冠をした女の子の精霊が腰掛けている。彼女がこちらに気付いて笑顔で手を振ったとき、花の淡く甘い香りが漂ってきたような気がした。

　注意して見ると町中の至る所に精霊がいる。デッキを繫つなぐ橋の欄干には頑固そうな年寄りの精霊がいて道行く人に「足下に気を付けろ」だのと注意をしていたし、隣のデッキの服屋の看板には綺き麗れいなドレスを着た精霊がいて客を呼び込んでいた。町の人たちもそれを当然のように受け入れている。

「どんな物にも精霊が宿るの？」

「特に大切にした物にだけ、宿るんだよ」

　町を見れば商人の言葉の意味が実感できる。

　おもちゃ箱のように色彩豊かで雑多な町は、しかしゴミも、こびりついた汚れも嫌な臭いもない。建物もデッキも全てが小こ綺ぎ麗れいだった。何度もワニスを塗り直されたのであろう、古い木材の匂いが、水分を含んだ涼やかな風で流されていく。

「古い物にしか宿らないんですか？」

「そんなことはないよ。大切にするのに古いも新しいもないからね。ただ、古い物に宿りやすいのは確かだ。この帽子もじいさんの時代から一〇〇年使ってるんだよ」

「一〇〇年!?　うそっ、そんなに綺き麗れいなのに？　そもそも帽子って一〇〇年も使えるんだ……。チコはじゃあこう見えて、結構、歳としなんですね」

「まあね。僕たちの外見は、みんながその物に対して持つイメージで決まるんだ。新しくても古ぼけて見える物にはお爺じいさんの姿の精霊が宿るよ」

　そうなんだ、とアリアは感心しながらふと気になって尋ねる。

「さっきチコは帽子から離れてたけど大丈夫なの？　帽子に宿ってるんだよね？」

「ああ、少しの間なら大丈夫だよ。あんまり長い時間はまずいけど。まるっと一晩とか離れてたら消えちゃうかもね」

　話が落ち着いたのを見計らって、泊はく人とが商人に向き直る。

「こいつの中身をあんたのとこで買い取ってもらいたい。食料と別の島で売る商品の仕入れも少ししたい。いいか？」

「そりゃもちろん。外からの品なんて滅多に入ってこないから大歓迎だ。あとで店で話そう。それが終わったらまたすぐに出発か？」

「いや、他にもやることがある」

「他にやることって？」

　アリアは思わず口を挟んだ。両親に関する聞き込みと商売以外の目的があるとは思っていなかったので意外だったのだ。

「おまえの記憶を覗のぞいてもらう」

　泊はく人との答えに商人はなるほどと頷うなずいた。だがアリアは驚きと困惑に目を瞬かせた。

「えっ……？　き、記憶を、覗のぞく？」

「話してなかったか？」

「話してないよ！　聞き込みと行商のために来たんじゃないの？」

「違う。この島の精霊に、おまえが失った記憶を見てもらうために来たんだ」

「み、見てもらうって……そんなことが……？」

「できるはずだ」商人が頷うなずく。「古い鏡の精霊がそういう力を持ってたはずだ。ロイっていう泊はく人とのダチのところにいる。骨こつ董とう品ひん屋やだな」

「ダチ……って、泊はく人とさん、友達いたの!?」

「おまえな……」泊はく人とは呆あきれる。「友達じゃない。ただの知り合いだ」

「おいおい、そんなこと言ったらロイが泣くぜ？」

「知るか。どうせ女にしか興味ないんだろ」

「ははは、違いない。最近じゃ町の娘たちが、交替で店の手伝いに通ってるって話だ」

　泊はく人とは想像以上の状況を聞いて、ふっと失笑した。

　そんな泊はく人との様子をアリアは珍しく思って凝視してしまう。

「なんだ」

「泊はく人とさんがそんなふうに笑うなんて、本当に友達がいたんだと思って」

　泊はく人とは深くため息を吐ついた。

「だから」一言一句を強調するように言う。「友達じゃない」




　泊はく人ととアリアはいったん商人の店で商談を済ませてから、ロイの骨こつ董とう品ひん店てんへと向かった。

　ロイは若いながらも、骨こつ董とう商しようとしての膨大な知識と高度な目め利ききの技能で知られていた。町中で会った商人は島で最大手らしいが、そんな彼でも持ち込まれた品が古物で判断に困った際にはロイに意見を求めることがあると言っていた。

　だが大変残念なことに、ティエル島において彼は有能な骨こつ董とう商しようであること以上に、その伊だ達て男おとこぶりで知られていた。

　笑顔の映える端正な顔立ち、膨大な知識に裏打ちされ機知に富んだトーク、快活な性格、鑑定のときに見せるひたむきな眼まな差ざし──それらが若い娘のみならずマダムたちまでも魅了して、町には後フア援ンク会ラブ的なものまであるとかないとか。

「ねえ、泊はく人とさん」

「なんだ」

「聞いていたのと違う気がするんだけど……」

「そうだな」

　骨こつ董とう品ひん店てんは小さな路地に構えられていた。こぢんまりとした家屋で、一階が店舗、二階が住居になっているらしかった。派手すぎない薄黄色に塗られた漆しつ喰くい壁かべと浅黒い樫かしの骨組みが、鮮やかな色彩に溢あふれる町並みに溶け込みつつも瀟しよう洒しやな印象を与える。

　店の中は何列もの棚が並んでいて、無数の骨こつ董とう品ひんが整然と陳列されている。壺つぼや絵画といった品はもちろん、旧時代の遺物──例えば時刻合わせが必要ないほど精密な時計や燃料の尽きることのないライターなど──まで幅広く置かれている。

　しかし、アリアと泊はく人とは店に到着してドアを開いたところで立ち尽くしていた。

　店は昼だというのにカーテンを締め切っていて暗く、カウンターの奥に見える床や作業机には修理や手入れの最中と思おぼしき骨こつ董とう品ひん類やそのための道具が散らかっている。近くにはそれらを依より代しろとする精霊たちが、すうすうと寝息を立てて眠っている。とても有能な骨こつ董とう商しようとは思えない状況だ。

　かわいいけど、とアリアは精霊たちの様子を見ながら心の中で付け加える。

　だがそんなことより、この店の主人──ロイの様子が見るからにおかしい。

　彼は店の端で、魂が抜けたような顔で椅子に座っていた。髪はぼさぼさ、髭ひげは生えるに任せ、頰は心なしか瘦こけており、目は死んだ魚のようだった。とても町中の乙女を夢中にさせている男とは思えない。

「面倒なことになりそうだな。やっぱりやめとくか」

「うん……って、え？　え？　ちょ、ちょっと待って！」

　アリアは踵きびすを返そうとする泊はく人との上着の裾を咄とつ嗟さに摑つかんだ。泊はく人とは急に服を引かれて驚いたように立ち止まる。

「なんだ。オレは犬じゃないぞ」

「そんなこと知ってるよ……。それより、いいの？　友達じゃないの？　どう見ても何かあった感じだけど……あのロイって人」

「何度も言うが友達なんかじゃない。ほっとけ」

「わたしのときは面倒がっても助けてくれたのに？」

「おまえのときとは事情が違う」

「で、でも、ロイさんの事情は聞いてないじゃん。どうして違うなんて分かるの？　せめて事情を聞くだけでも──」

「どうしてそんなにこだわる」

「それは……」

　どうして、と言われても困る。なぜなら──

「困ってる人がいたら、助けるもんだよ」

「……とんだお人ひと好よしだな、おまえ」

　泊はく人とが呆あきれたように言った、そのときだった。

「あの……何か御用でしょうか？」

　店の入口で向かい合うアリアと泊はく人とに対し、町の路地から女性の声がした。

　二人が揃そろって顔を向けると、そこには一人の女性が立っていた。アリアより少し年上だろうか、落ち着いた印象を受ける反面、気弱そうな雰囲気をまとっている。

「そうだが……あんたは？」

「えっと、私は……」

　彼女が言いよどむのを見て、アリアは先ほどの商人の言葉を思い出した。

「ひょっとして、ロイさんのところに順番に通ってるっていう後フア援ンク会ラブの……？」

　女性は少し恥ずかしそうに頷うなずき、リタと名乗った。

「あの」アリアは店の中を見ながら訊きく。「何かあったんですか？」

「はい。実は……」とリタは応じる。「あ、すみません、ここじゃなんですから、中へどうぞ。お茶くらい出せますよ」

　リタの勧めに従って、アリアと泊はく人とは店の中に入って席に着いた。

　泊はく人とは面倒そうな表情をしていたが、文句は言わなかった。とりあえずアリアの好きにしていいということだろう。

「ロイ、お客さんですよ」

「ん……？」

　リタが肩を揺すりながら呼びかけると、放心状態だったロイがようやく周囲に意識を向けた。泊はく人との姿を見ると少し驚いたように眉を上げたが、その表情はすぐに力ない笑顔に変わった。

「ああ、泊はく人とか……。久しぶり。よく来たね」

「ああ。邪魔してるぞ」

　泊はく人とはそれだけ言って口を閉じた。ロイは無愛想な泊はく人とにも慣れた様子だった。弱々しく苦笑すると、アリアに顔を向ける。

「やあ、初めまして、綺き麗れいなお嬢さん。泊はく人との恋人かい？」

「ち、違います！」

　呼吸をするように出てきたロイの軟派な言葉に焦あせりつつ、これは放っておこうとした泊はく人との判断が正しかったかもしれないとアリアは思った。横目で見ると、泊はく人との口元が少し歪ゆがんでいた。それ見たことかということか──なんか悔しい。

　とは言えここまで来て帰るわけにもいかず、アリアは自分と泊はく人との関係について、商人に説明したのと同じようなことをもう一度話した。

　顔に疲労の色は出ていたが、ロイはアリアの話を真剣に聞いてくれた。そして話が終わると深く頷うなずいて労ねぎらうように言った。

「大変だったね。でも泊はく人とがいてよかった」

「え、あ……」

　少しだけ想像と違う言葉がロイから出てきて、アリアはまた泊はく人とを見た。だが、今度はいつもどおりの無愛想な顔で、彼が何を考えているのか読み取ることはできなかった。結局、アリアは「はい」と素直に頷うなずいた。

　実際、泊はく人とが来てくれなければ自分はまだあの島に囚とらわれていただろうから。

　そうこうしているうちに、リタが人数分のカップとお茶の入ったポットを運んできた。自身は少し離れたところに控えていようとしたが、ロイが「ありがとう」と言いながら、自分の椅子をずらすとともに隣の椅子を軽く引いた。それはごく自然な動作で、彼が女性にモテる理由がアリアにも何となく分かった。

「それで」アリアはリタが座るのを待ってから切り出す。「何があったんですか？」

　ロイの疲れの滲にじんだ顔に、一層の苦しみが塗り重ねられる。彼は沈痛な面持ちで紅茶の入ったカップに視線を落とした。

　アリアはそんなロイの様子を見て、ちくりと心が痛んだ。

「早く話せ。どうせ女に振られたとかだろ」と紅茶をすすりながら泊はく人とが言った。

「ちょっと、泊はく人とさん！」

　この人のデリカシーはどこへ行ってしまったんだ。

「いや、いいんだ、アリアちゃん。泊はく人とはだいたいこんな感じだから、僕も気にしないよ」ロイは力なく笑う。「でも泊はく人と、今回はそうじゃないんだ」

　今回？　とアリアは思ったが口にはしなかった。

「じゃあ、何だ」

「紫し苑おんが……いなくなったんだ」

　ロイは絞り出すような声で言った。
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「紫し苑おんが？」

　泊はく人とが眉を顰ひそめ、店の中を見回した。

「無駄だよ。どこにもいない。かなり探したんだ。だけど、見つからなかった」

　ロイがそう言って首を振ると、泊はく人とは何かを考え込むように手元に視線を落とした。リタは心配そうにロイを見つめている。アリアだけが、話についていけずにいた。

「あの……」躊躇ためらいがちに訊きく。「紫し苑おんって？」

「骨こつ董とう品ひんの銘だ」

「骨こつ董とう品ひん……？　骨こつ董とう品ひんがいなくなったって……あ、」

　ロイが先ほど口にした「いなくなった」という動詞に対する違和感。だが、アリアはすぐにそのことに気付いた。そうだった、この島では──

「精霊？」

「そうだ。紫し苑おんは骨こつ董とう品ひんの銘で、その精霊の名前でもある。そして、その骨こつ董とう品ひんは」

　泊はく人とはため息を吐ついた。

「鏡だ」

「鏡……って」

　口ぶりからして記憶を見る力があるという鏡とその精霊のことだろう。

「でも、精霊がいなくなるって……どうして？」

「それはロイかリタに聞け。オレも知らん」

　それもそうか、とアリアはロイとリタの方に顔を向けた。

「精霊は大切にされた物に宿るものです」リタが答える。「逆に言えば、大切にされなければ宿らない。依より代しろが汚れたり壊れたり、場合によっては、ないがしろにされただけで精霊は消えてしまいます。でも今回はちょっと事情が違っていて……」

　リタは横目でロイを見た。

「鏡自体がなくなったんだ」

　ロイが力なく言った。

「鏡が？　盗まれたってことですか？」

「いや」ロイは首を振る。「そうじゃないんだ」

「どうしてそう言い切れる」

「店の精霊たちが、紫し苑おんが出て行くのを見たって言うんだ」

　店の奥にいる精霊たちに視線を向けると、いつの間にか起きていた彼らは口々に答えた。

「見たよ」「夜中に自分の鏡を持って出て行ったんだ」「そうそう」

「つまり、家出したってことですか？」アリアは驚いて訊きいた。「そんなことあるんですか？　自分で自分を持って出て行くなんて……」

「あり得ます」リタが頷うなずく。「精霊だって物に触れますし、むしろ自分の依より代しろならかなり自由に動かせますから」

「そんなことが……。でも、どうして……」

　アリアの疑問にロイが僅かに目を伏せ、泊はく人とがそれに気付く。

「いなくなった理由に心当たりがあるんだな？」

「ああ……。手入れを怠ったんだ……」

　額に手を当て、ロイはため息を吐ついた。

「月に一度、手入れをしていたんだ。だけど、この前は当日に洗剤がないことに気付いて……。紫し苑おんが消えたのは、次の日の朝だ。きっとあいつは怒ったんだ……」

「そんな……。ないがしろにされた精霊は消えるって言ってましたけど……」

「はい。だから、ひょっとしたら、もう──」

　そこまで言ってから、リタはロイを気にするように口を閉じた。

　端はたから見ていて痛々しいほどに、後悔と悲しみがロイの表情を歪ゆがめていく。

　アリアはたまらず隣の泊はく人とを見て言った。

「泊はく人とさん、探そう」

「……おまえな。どうしてそうなる。事情を聞くだけだって言ってただろ」

「だって、このまま放っておいたらあんまりだよ。精霊が宿るくらい大切にしてた鏡なのに、たった一回、手入れできなかっただけでいなくなっちゃうなんて、わたしだったら悔やんでも悔やみきれないし」

「アリアちゃん……」ロイが感動したようにアリアを見つめる。「なんていい子なんだ。泊はく人となんかと一緒にいるのはもったいないよ。うちで働かないかい」

「ロイ、おまえは話がややこしくなるから黙ってろ」

「ロイさん、ブレない……すごい」

「おまえは変なところに感心するんじゃない。とにかく、オレはただ働きはごめんだ」

「ただ働きって……友達じゃないの？」

「だから、友達じゃない」

　アリアと泊はく人との言い合いが平行線を辿たどりそうになったとき、ロイが口を挟んだ。

「報酬なら出すよ、泊はく人と。探してくれないか」

「え、でも、ロイさん……」

「当たり前だよ。泊はく人とはいろいろな島で、いくつもの問題に対処してきた。だから、これは払うべき報酬だよ」ロイは泊はく人とを見る。「いくらだい。泊はく人との言い値でいいよ」

　泊はく人とは諦めたように息を吐いた。

「このコンパスを調整してくれ。旧時代のものだ」

　泊はく人とがテーブルの上にコンパスを置いた。ロイはそれを手に取って状態を検分すると「分かった」と頷うなずく。

「これは着手料としてやらせてもらうよ。成功報酬はそれとは別に、ウチの商品を何でも一つ、好きなのをあげるよ」

「引き受けよう。だが、成功ってのは……」

「ああ、分かってる」ロイは苦しげに頷うなずく。「成功の条件は、鏡の発見。そこまででいい。紫し苑おんを見つけてくれ。あいつは大切な相棒なんだ。精霊として存在する力をなくしてしまったとしても、探し出して、ちゃんとしてやりたい」

　絞り出すような声で言うロイと、沈痛な表情のリタ。泊はく人とはしばし無言のまま二人を見つめてから、「もう少し詳しい話を聞かせてもらう」と言った。




「やっぱり、前に手伝いに来てた女の人を疑ってるの？」

　アリアと泊はく人とはロイの店を後にして町のデッキを歩いていた。サーモンなどの魚介と卵焼きを具にした海の苔り巻まきを店で買い、歩きながら昼食を取っている。新鮮な魚介と少し酸味の効いた米の組み合わせがおいしい。浮遊島ではそもそも水が貴重であり、こうして魚介類を食べられるのは湖こ沼しようが多いティエル島ならではだ。島の場所によって淡水と塩水が分かれていてそれが生態系を豊かにしているのだ、とは泊はく人との説明だった。

　あのあと、ロイたちから詳しく聞いたところ、リタが店に来たのは紫し苑おんの失踪の翌々日からであり、失踪の翌日まではエイダという別の娘が手伝いをしていたのだという。それで二人はその女性のところへと向かっていた。

「確かにエイダさんって人は、紫し苑おんがいなくなってすぐに出て行ったっていうのが怪しいよね。でも、紫し苑おんは盗まれたわけじゃなさそうだったけど……」

「紫し苑おんを盗む以外にもいろいろな手はある」

　泊はく人とは小さくなった海の苔り巻まきを口の中に放り込んだ。泊はく人とは常日頃から食べるのが早く、アリアの方はまだ三分の一ほど残っていた。

「盗む以外……？　それってどんなの？」

「少しは自分で考えろ。おまえがやるって言い出した仕事だ」

　アリアが「うっ」と言葉に詰まると、泊はく人とはさっさと歩いて行って古びた建物の前で立ち止まる。そして重厚な木製のドアを開けた。アリアも慌てて食べていたものを吞のみ込こんで後を追った。

「おお、泊はく人とじゃないか、どうした、何か忘れ物か」

　部屋の奥から声が響いた。

　現れたのは先ほど町で会った商人だった。ロイの店を訪問する前にこの商館で取引をしたのだが、ロイから話を聞くまでは、またこうして戻って来ることになるとはアリアも泊はく人とも思っていなかった。

　どう切り出すのだろうかとアリアが思っていると、泊はく人とは

「あんた、どうして自分の娘のこと隠してた」

　と何の前置きもなく訊きいた。少しくらい説明をすればいいのに、無駄を嫌う──言ってしまえばずぼらな──泊はく人とらしいとアリアは呆あきれた。

「あー……やっぱりバレたか。参ったな。ロイに聞いたんだな？」

　商人はばつの悪そうな顔でぽりぽりと頰を搔かく。

「自分の娘が後フア援ンク会ラブの会長をやってて、挙げ句に店に交替で押しかける女たちの一員なんて、わざわざ他人に聞かせる話じゃないからなあ……」

　商人の言葉を聞いたアリアは「会長なんだね」と泊はく人とにだけ聞こえるように囁ささやいた。エイダに関しては、店を手伝いに来てくれていたとしか聞いていなかったのだ。

「要するに、恥ずかしかったってことか？」

「まあ、そういうことだな。だが、そんな目くじら立てることでもないだろ。わざわざそんなことを聞きに来るなんて、何かあったのか？」

「ちょっとな。エイダと話をさせてもらえないか」

「事情は教えてもらえないのか」

「悪いが」

　商人は考え込んだ。泊はく人ととの信頼関係と、娘に対する心配を天てん秤びんにかけているのだろう。が、その秤はかりはすぐに傾いた。

「分かった」

　泊はく人ととアリアは、商人が自宅を兼ねている商館二階の一室に案内された。

　部屋では一人の女性──ロイの店にいたリタと同じくらいの年齢だろう──がやや不機嫌そうな表情で座っており、彼女の肩には困った表情のチコが座っていた。その女性こそがエイダだろう。

　父親である商人は、互いの紹介を簡単にして部屋を出て行った。

　エイダは怪け訝げんそうに泊はく人ととアリアを見る。

「飛空船乗りが私に何の用？」

「ロイの依頼を受けて紫し苑おんを探してる」

　泊はく人とは先ほどと同じように何の前置きもなく答えた。対するエイダも、不愉快な気持ちを隠そうともせずに眉根を寄せる。

「知らないわ」

「でもエイダさんは紫し苑おんがいなくなった次の日までいたって聞きました」

　アリアの指摘にエイダは鼻を鳴らした。

「いなくなったことは知ってるわ。でも、どこに行ったかは知らないって言ってるの」

　そのくらい分かりなさいよと言わんばかりの口調にアリアはたじろいだ。

「じゃ、じゃあ紫し苑おんがいなくなってすぐに店を出て行ったのはどうしてですか？」

　エイダの眉間のしわが深くなる。どうやらアリアの質問は火に油を注いだらしい。

「いつ出て行ったって、そんなの私の自由でしょ。私を疑ってるの？」

「それは……」

　そうだ、とは言えずにアリアは言葉に詰まる。

「あんたを疑ってるわけじゃない」泊はく人とが代わりに答える。「紫し苑おんがいなくなった前後の状況を聞きたいだけだ」

　エイダは真意を確かめるように泊はく人とを睨にらんでいたが、ぴくりとも動じない表情に根負けしたように息を吐いた。疑っているわけではない、という泊はく人との言葉をひとまず信じることにしたのだろう。

「朝になったらいなくなってたのよ。手入れをサボったからだって、ロイも言ってたでしょ」

「手入れができなかった理由は？」

「ロイだって忘れることくらいあるでしょ？　違うの？」

「ロイは理由を教えてくれなかったのか」

「知らないわよ。私が探すのを手伝おうかって言っても生返事で」

　憤ふん懣まんやるかたないといった様子でエイダは唇を嚙かむ。アリアが僅かに息を吞のんだのは、エイダの目の端にうっすらと涙が浮かんでいたからだ。

　紫し苑おんがいなくなってすぐにエイダが店を出て行った理由は、それで察せられた。

「泊はく人と、アリア、そのくらいにしといてくれよ」

　そう言ったのは、それまでエイダの肩の上で黙って話を聞いていたチコだった。

「エイダはこう見えて繊細なんだよ」

「こう見えてって、どういう意味よ」

　エイダはチコの襟首のあたりを摘つまみ上あげ、顔の前に吊つり下さげてじとりと睨にらむ。

「褒めてるんだよ」

「褒めてないでしょ」

　チコと言い合ううちに、エイダはいくらか気が紛れたようだった。チコたち精霊はこうやって島の人々の心に寄り添っているのだろう。

「それで」エイダはチコを肩に乗せ直してから泊はく人とを見る。「理由って？」

「エイダ。無理することないよ。辛つらいなら──」

「洗剤だ」

　いたわるように言うチコの言葉を遮って、泊はく人とは端的に答えた。チコが「あちゃ～」という顔をしていたが、泊はく人との知ったことではない。

「洗剤？」

「ああ、鏡の手入れに使う洗剤。それがなかった」

　一瞬、間が空いた。エイダの目が見開かれていく。

「そんなはずないわ！」

　それまでと比べてかなり大きな声が室内に響いた。

　エイダが腰を浮かせ、肩に乗っていたチコは悲鳴を上げながらソファに転がり落ちた。そのまま大の字になって目を回している。

「どうして断言できる」

「その洗剤はうちの商品だからよ。ロイのところにはいつもお父さんが直接売ってるの。今回はたまたま私が店を手伝いに行ってたから、ついでに補充しておいたわ」

「間違いないか」

「ええ、間違いないわ。紫し苑おんがいなくなる前日の昼頃よ」

　アリアが「あっ」と声を出す。

「泊はく人とさんが言ってた紫し苑おんを盗む以外の方法って、そういうこと？」

　泊はく人とは「可能性の一つだ」と頷うなずいたが、エイダは怪け訝げんそうに眉を顰ひそめた。

「ちょっと、どういうことよ？」

「洗剤は盗まれたんです。そうすることで手入れをできなくして、紫し苑おんを店から出て行かせた。それでロイさんの店から鏡を持って出てきた紫し苑おんを、攫さらうか、唆そそのかすか、ひょっとしたら消えてしまうまで待ったんだと思います。自分から出て行ったように見せかけるために」

「そういうこと……。あれ？　え、ちょっと待ってよ、じゃあロイが私に理由を言わなかったのって」

　はい、とアリアが頷うなずいた。

「たぶん、ロイさんはエイダさんが洗剤の補充を忘れたと思ってます。でも、それを言ったらエイダさんが可か哀わい想そうだと思ったんじゃないでしょうか」

「あり得るな。手入れする直前まで洗剤がないことに気付かなかった自分自身の責任──あいつはそう考える奴やつだ。何より女に甘い」

「何よそれ……」かり、とエイダは爪を嚙かんだ。「腹が立つわ。私がそんなミスするはずないのに。そもそも誰なのよ、盗んだ奴やつ」

「さあな」

　泊はく人とは面倒そうにため息を吐ついた。




　商館を後にしてからも、泊はく人ととアリアは紫し苑おんの行方を求めて調査を続けた。

　最近ロイの店へ手伝いに行っていたことのある女性たちに聞き込みを行ったが、めぼしい情報は何もなく、さらにアリアの提案でロイの店を中心に精霊たちにも紫し苑おんを見かけなかったかを尋ねて歩いたが、こちらも見た者はいなかった。

　そうして歩き疲れた二人は、水路に面したこぢんまりとした喫茶店バルで休憩していた。水みな面もに反射した陽の光にゆらゆらと照らされる店内には、ほろ苦く、少しだけ甘いコーヒーの香りが満ちている。何組かの客が昼下がりの茶会を楽しんでおり、テーブルの上に置かれた小さな椅子に精霊が座って参加しているところもあった。

「全然手がかりなかったね……」

「ああ」

　アリアは意気消沈していた。が、エプロン姿の精霊が店をぱたぱたと動き回る様子や、人間用のドアの下部に設けられた小さなドアからひょっこり精霊が店内に入ってくる様子を見られるのがせめてもの心の救いだった。

　ジェラートを口にすると、リンゴの酸味と甘さが身体に沁しみ渡わたっていく。対面に座る泊はく人とはコーヒーを飲んでいた。本物の豆は希少だから、麦コーヒーだろう。砂糖もミルクも入れておらず、いかにも苦そうだ。

「精霊にも紫し苑おんの姿を見た子が一人もいないなんてなあ。思いついたときはいい考えだと思ったのに……」

「ああ」

　町中にはいたるところに精霊がいる。だから紫し苑おんやあるいは洗剤を盗んだ何者かの目撃証言が絶対に出てくるはずだと思ったのだが──その目もく論ろ見みは完全に外れた。

「って泊はく人とさん、さっきから『ああ』しか答えてないけど、まじめに考えてる？」

「ああ」

　アリアは自分の視線が急速に冷えていくのを感じた。今は目の前のジェラートよりずっと冷たいに違いない。だが、もともとは自分が言って関わったのだ。泊はく人とに文句を言うのも筋違いだろう。

「このままじゃ紫し苑おんを見つけるどころか、ほとんど手がかりもないままだよ」

「そんなことはない。手がかり自体は、エイダのところで十分に手に入った」

「え？　でも聞けたのは洗剤が盗まれたことだけで、盗んだ人も、紫し苑おんの行方も分からないままだけど」

「聞いたことだけが手がかりじゃない。聞けなかったこと、分からなかったことが手がかりになることもある。それは町の聞き込みでも同じだ」

「分からなかったことが手がかり……」

　アリアはジェラートをスプーンで掬すくいながら、はっとなって顔を上げた。

「ひょっとして泊はく人とさん、もう紫し苑おんの場所、分かっちゃったの？」

「あくまで予測だがな」

　溶けたジェラートが、ぽたりとテーブルに落ちた。

　啞あ然ぜんとしたまま数秒が過ぎて──

「ええ───っ!?」

　椅子の倒れる激しい音とともに、アリアは大声を出しながら立ち上がった。

　ぐいっと泊はく人とに顔を近づけ、何かを言おうとしたが口がぱくぱく動くだけ。

「静かにしろ」

　泊はく人とに言われて、アリアは周囲を見回した。店内にいた何人かの客が何事かとこちらを見ている。慌てて何度か頭を下げてから改めて座り直した。

「ご、ごめん……。でも、じゃあ紫し苑おんは今どこに？　誰が盗んだの？　そもそもどうして分かったの？」

　アリアの矢継ぎ早の質問に泊はく人とはやれやれといったふうにため息を吐ついた。

「まあ、仕方ないか」

「あ、教えてくれるんだ。面倒がられるかと思った」

　意外に思ってそう聞き返すと、

「放っておいたらいつまでかかるか分からんからな。そっちの方が面倒だ」

　にべもなく返され、アリアは「ぐっ……」と言葉に詰まった。

「まず、この一件を引き起こした犯人だが──」

　ぐうの音も出ないアリアを気にもとめず、泊はく人とは声を落としていきなり核心から入った。アリアはその言葉を聞き漏らすまいと、慌ててテーブル越しに身を乗り出す。

　泊はく人との口から、これまでの情報を元にした推測が語られた。

「そんな……」

　アリアは話を一通り聞き終えて、ただただ驚いていた。泊はく人とは、アリアが見逃していた手がかりを見み出いだして、そしてそれを綺き麗れいに組み立ててしまったのだ。

　だから、そのあとの泊はく人との言葉はアリアにとって意外なものだった。

「間違いはないと思うが、一つよく分からんことがある」

「分からないこと……って？」

「動機だ」

　想定外の答え。だが、よく考えれば泊はく人とらしいとも思えてきて思わず口元が緩んだ。びっくりするほど鋭いのに、こういうことには鈍くて──

「何だ、にやにやして。何か分かるなら言ってみろ」

「ふふふーん。どうしようかなー。あー、でも、鈍感な泊はく人とさんじゃ、放っておいたらいつまでかかるか分からないからなー」

　そんな意趣返しに泊はく人とはふんと鼻を鳴らした。

「この仕事、誰のせいで引き受けることになったんだっけな」

「すみませんでした。話します」

　反論の余地もなく、アリアは即座に謝った。

「最初からそうしろ」

「うう、そんな冷たい目で見ないでよ。謝ったじゃん……。あのね、今回の件は──」




　　　　◇




　夜の通りはガス灯に照らされ、昼間の町に存在していた賑にぎやかな色彩は、物静かなオレンジ色の陰影へと様変わりしていた。日中にはあまり気にもならなかった湖の波の音が、やけに深く静かに耳の奥に響いてくる。人通りも減っており、肌寒い夜気も手伝って町にはどこか郷愁を誘う寂しさがあった。

　そんな中を二人の男女が、物陰や通行人の後ろに隠れながら歩いて行く。

「アリアちゃん、本当にあの人が犯人なのかい？」

　二人のうちの男の方──ロイが囁ささやくように訊きいた。

「はい。たぶん、間違いありません」

　アリアが答えると、ロイは理解できないというように首を振った。

「いったい、どうして……」

　二人の少し前方には、ある人物の後ろ姿がある。

　日が暮れた頃にアリアはロイのところへ行き、今回の一件を仕組んだ人物の名前を告げて連れ出したのだ。そして今、二人はその人物の後を追っている。

「ところで、泊はく人とはどうしたんだい？　見当たらないみたいだけど」

「泊はく人とさんはちょっと別行動で……。あ、路地に入りましたよ」

　追っていることを気付かれないよう、歩調を保ったまま歩いていき、慎重に建物の陰から路地を覗のぞき込こむ。緊張で心臓が激しく鳴っていた。

　泊はく人とさん、何してるんだろ──アリアは思った。泊はく人との別行動の中身は、アリアも知らないのだ。そんなことはないと信じたいが、もし喫茶店バルで一服していたりしたら、あとで文句を言ってやろう。

　路地は二人か三人がようやく並んで歩けるほどの幅だった。灯りと言えば家屋から漏れる光が薄く道を照らしているくらいで、表通りに比べてかなり暗い。

　二人の追う人物は、路地の奥まったあたりでさらに道を曲がったところだった。

「もう少し近づかないと見失うんじゃないかい？」

「駄目です。このくらいがぎりぎりです」

　アリアは泊はく人とから事前に相当の距離を置いて尾行をするよう言われていた。仮に曲がり角や人混みで見失いそうになったとしてもだ。だから、逸はやる気持ちを抑えてゆっくり路地を歩いていく。

「でも、どうして君と泊はく人とはあの人が犯人だと思ったんだい？」

　すでにロイには、洗剤は盗まれたのだと説明してあった。それが紫し苑おんの手入れをさせないためだということも。だが、それと犯人とを結びつける情報までは説明しきれていない。

「ほとんど泊はく人とさんの考えなんですけど、まず洗剤を盗んで紫し苑おんを家出させるってやり方から、かなり絞られます。たぶん、紫し苑おんの手入れについて知ってる人。つまり、店に出入りしたことのある人か、その関係者。ロイさんが気付かないように手入れの直前にやらなくちゃいけないし、そもそも手入れのこと自体、なかなか思いつかないはずですから」

「関係者……なるほど、だからか。でも、それだけじゃ一人に絞れないよね」

「はい。一つ確認しておきたいんですけど、ロイさんは、エイダさんが後フア援ンク会ラブの会長さんだって知ってました？」

　アリアの問いにロイは首を傾かしげた。

「後フア援ンク会ラブ？」

「やっぱり、そこからなんですね……」

　ロイの返答は泊はく人とがアリアに告げた予測どおりだった。考えてみれば後フア援ンク会ラブといっても、あくまでロイを好きな人たちが集まった非公式なもの。そうであれば、ロイがその存在を認識していなかったとしても不思議ではない、と。

　アリアから後フア援ンク会ラブの説明を聞き終えたロイは、納得したような表情で頷うなずく。

「それでみんな、僕のところに手伝いに来てくれてたのか。その会長がエイダだったんだね。洗剤の件では申し訳ないことをしちゃったな……」ロイはため息をこぼす。「でも、エイダが会長であることが、何かこの話に関係してるのかい？」

「はい、それは──」

　言いかけて、アリアは口をつぐんだ。

　追っている人物が入っていった曲がり角に来たのだ。また慎重に路地を覗のぞき込こみ、そして二人とも立ち尽くした。

　そこは袋ふくろ小路こうじだった。

　二人が追っていた人物の姿はなく、突き当たりには一枚のドア。

「裏からだから気付かなかったけど」ロイが囁ささやく。「ここは確か空き家だよ。表から来ていればもっと早く分かったはずだ。でも、どうしてこんなところに……」

　アリアは「やっぱり……」と呟つぶやいた。これでまた一つ、泊はく人との予測が確からしくなった。

　二人は足を忍ばせ、静かにドアへと近づいていった。

「さっきの話の続きですけど、ロイさんは知らなくても──」

　アリアがドアをゆっくりと押すと、軋きしむ音とともに開いていく。

　ドアの先には小さな部屋があった。灯りはついておらず、くすんだ窓から差し込む月明かりだけが部屋を照らしている。

　そんな部屋の中央に一人の女性が背を向けて立っている。

「あなたは知ってなきゃ、おかしかったんです。でも、あなたはわたしにも泊はく人とさんにも、エイダさんが後フア援ンク会ラブの会長であることを伝えなかった。いえ、伝えられなかった。なぜなら、あなたは後フア援ンク会ラブの会員なんかじゃないから、そんなことは知らなかった。そうですよね」

　部屋の中の女性が振り返る。

「リタさん」

　月明かりの中で佇たたずむリタの表情には事が露見した焦あせりはなく、ただ静けさがあった。昼間会ったときの柔らかな雰囲気は消えて、どこか冷ややかな空気をまとっている。

　彼女は無言のまま、アリアを、次いでロイを見つめた。

「リタ、君はいったい何者なんだい。どうしてこんなところに」

　アリアとロイは、店での手伝いを終えて帰っていくリタの跡をつけた。そうして辿たどり着ついたのがこの空き家だ。部屋の中は家具も調度品もないがらんどうで埃ほこりが床に溜たまっているだけ。そんな場所を住すみ処かとし、後フア援ンク会ラブの会員を装って骨こつ董とう品ひん店てんに手伝いに来ていたリタ。そもそもそれが本名であるかどうかすら、今となっては怪しいが。

　リタはロイの問いかけに僅かに目を伏せてから微ほほ笑えんだ。

「決まってるじゃない」

　リタは言いながら、腕を前に掲げた。ロイが息を吞のむ掠かすれる音が、アリアの耳に聞こえた。

「これを手に入れるのが目的よ」

　いつの間にか、リタの手には直径一五センチメートルほどの円形の物体があった。

　窓から差し込む夜の青白い光がそこに当たり、美しく反射する。

　複雑な幾何学模様を施された金縁と、星の微光すらも映し出す真円の銀面。

　鏡だ。

「紫し苑おん……！」

　ロイが駆け寄ろうとすると、リタは鏡を目線に掲げて「動かないで」と鋭く制止した。鏡を人質にとられて、ロイは射い貫ぬかれたように足を止めた。

「……あいつは、精霊の紫し苑おんは……どうなった？」

　ロイが絞り出すような声で訊きくと、リタは哀れむように目を細めた。

「もう消えたわ」

「そんな……」

　ロイの声が震える。崩れ落ちるように膝を床に突き「すまない」と何度も呟つぶやいた。

　リタの目がそんなロイの姿から逸そらされるのにアリアは気付いた。

「せめて、その鏡を……紫し苑おんを返してくれ」

「それはできない」

「頼む！」

　悲痛な叫び声が室内に響いて、リタの肩がぴくりと揺れた。

「別にいいじゃない。たくさん骨こつ董とう品ひんがあるうちの一つでしょう？」

「それじゃ駄目なんだ！　紫し苑おんは僕が初めて出会った骨こつ董とう品ひんなんだ。紫し苑おんに出会ったから、僕はこの道に入った。ずっと一緒にやってきたんだ。仕事が苦しいときも、楽しいときも、いつも一緒だった！　あいつがいたからやってこられた。

　あいつは──紫し苑おんは、大切な家族なんだ！」

　必死で訴えかけるロイを、しかしリタは静かに見つめていた。その瞳の奥にある感情を、アリアは見通すことができなかった。

「あなたの気持ちは分かった。でも、もう遅いの」

　リタは微ほほ笑えむと、紫し苑おんを手にしたまま打ちひしがれたロイの脇を歩いていく。

　止めなくては、と思ってアリアは身じろぎしたが、不意に泊はく人との言葉が思い起こされて身体が硬直してしまった。

『いいか、奴やつがロイの説得に応じなかったとしても、おまえが追う必要はない』

　紫し苑おんの発見までが依頼内容だというのが泊はく人との意図だろう。

　だけど、とアリアの胸に焦あせりと悲痛な思いが湧き上がってくる。

　このまま行かせてしまったら、すべて終わってしまう。

　それでは紫し苑おんとロイにとって、あんまりな結末ではないか。

「リタさん、まだ隠してることがありますよね」

　気付けばそんな言葉が口をついて出ていた。

　リタが立ち止まり、見た者を凍いてつかせるような視線でアリアを睨にらみ付つけた。だが、アリアもぐっと歯を食いしばってリタを睨にらみ返かえした。

「そ、そんな目で見たって駄目ですよ。わたしたちが本当のことに気付かないとでも思ったんですか？　ロイさんも、まだ諦めるのは早いです！」

「本当のこと……？」

　ロイが問いかけるような視線でアリアを見る。アリアは精一杯の虚勢を張って頷うなずいた。

「変だと思いませんか。リタさんは後フア援ンク会ラブの人じゃなかった。それじゃ、どうして洗剤の場所や手入れの日時を知ってたんでしょう。それにもう一つおかしなことがあります。わたしたちは町中の精霊たちに聞いて回ったのに、誰も紫し苑おんを見た子はいませんでした。この場所に来るには表通りを通らなくちゃいけません。精霊たちの目から隠れられるはずがないんです。なのに、辛かろうじて紫し苑おんを目撃していたのはロイさんのお店の精霊たちだけ。だいたい、鏡を手に入れることが目的だったなら、そのあとわざわざお店に通うようになったのは──」

「黙って」

　刃物のように鋭いリタの声がアリアの言葉を遮った。

「黙らないなら──」

　リタは薄い微笑を浮かべた。

「この鏡を割るだけ」

　リタの表情と声音に本気を感じ取ってアリアは言葉を失った。

「や、やめてくれ……」

　床に膝を突いたままのロイを見ると、その顔面が蒼そう白はくになっている。

　そんなことをさせては絶対に駄目だ。

　それでは、このまま行かせるしかないのか。

「さよなら」

　リタは紫し苑おんを腰に括くくった袋に納めると、アリアとロイの間を抜け、ドアを閉じた。部屋の中にドアの閉まる音が響いて、跪ひざまずいて項うな垂だれるロイと、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアリアの二人が取り残される。

「お、追いかけましょう！」

　アリアははっとなってロイに呼びかけた。

「何か考えがあるのかい？」

「ありません！」

　アリアはへたり込んだロイの手を引っ張って強引に立ち上がらせた。

「でも、このまま諦めたら絶対に後悔します！」

　その言葉にロイは驚いたように目を見開いたが、すぐに頷うなずき返かえした。

　急いで外に出たが、すでに路地にリタの姿はなかった。

　二人は来た道を引き返すかたちで全力で走り出した。

　狭く薄暗い石畳は決して走りやすくなかったし、追いついたとして何の策もなかったけれど、ただこのままではいけないという思いだけがアリアの足を動かした。

　表通りに出ると、街灯のおかげで一気に足下が見やすくなる。

　突然路地から飛び出してきたアリアとロイに、何人かの通行人が驚いていた。

「あそこです！」

　少し離れたところに、リタの後ろ姿があった。

　ロイとアリアは再び走り出した。

　ときどき人とぶつかりそうになりながら、リタの背中を追いかける。

　必死で走った。

　だが、リタとの距離は縮まるどころか少しずつ開いていってしまい、彼女はすでに橋を一つ挟んだデッキに到達していた。

　汗が滴したたり、息苦しさに視界がぼやける。

　もう駄目──アリアがそう思ったとき、

「追う必要はない。そう言っただろ」

　そんな呆あきれた声が聞こえたかと思うと、二人の目の前を何者かが横切った。

　寝癖の付いた髪は、間違いない。

「泊はく人とさん!?」

「泊はく人と！」

　アリアとロイが叫ぶ。

　単に突然の登場に驚いたからだけではない。泊はく人とが通りに隣接する水路に飛び下りたからだ。

「う、噓うそっ!?」

　慌てて手すりから見ると、泊はく人とは水路の上を進む数台のゴンドラを飛び石代わりに跳躍していき、見る間にリタのいるデッキへと近づいていく。凄すさまじい運動能力だ。

「僕たちも行こう！」

「は、はい！」

　とは言っても泊はく人との真ま似ねはできないので、普通に通りを走ることになる。ただ、泊はく人とが通行人の視線を集め、その足を止めてくれたためかなり走りやすくなっていた。

　そのとき、一足先に目標のデッキに上がった泊はく人とが懐ふところから何かを取り出し、リタに向かって投げた。

　橋の上を走っていたアリアは、泊はく人との投げたものの正体に気付いて思わず叫んだ。

「チコ!?」

「やあ、アリアちゃん」空中で放物線を描きながらチコは手を振った。「ちょっと行ってくるよ」

　チコは片手で帽子が飛ばされないように押さえながら、もう片方の手を口に当てた。

　指笛の甲高い音が、夜の町に響き渡る。

「みんな、そこだ！」

　チコが叫ぶと同時にどたばたと騒がしく無数の足音が鳴り響き、通りは騒然となった。通行人たちは何事かと混乱し、突然周囲から押し寄せてきた小さな隣人たちに度肝を抜かれた。

「精霊たちが……」

　アリアは走りながら周囲を見る。前後から、路地裏から、屋根の上から、水路の中から、あらゆる方向から精霊たちが飛び出してくる。通行人たちの隙間を抜ける者もいれば、頭から頭へと飛び移っていく者も、強引に押しのけていく者もいた。けれど、彼らは皆一様に同じ方向に向かっている。

　紫し苑おんを持って逃げるリタのところへ。

　ああ、とアリアは嘆息を漏らす。

　一度は遠ざかっていたリタの背中が、再び近づいてくる。

　大勢の精霊たちが、リタの足下にぐるりと集合して彼女を止めてくれている。チコもその中心近くにいた。

　精霊たちの作る円の外側では、町の人たちが何事が起きたのかと野次馬として集まってきていて、さらに大きな人垣を作り出していた。

　これならもう、リタは逃げることはできないだろう。

「行くぞ」

　泊はく人とと合流し、アリアとロイは人垣と精霊たちの間を抜けて歩いていく。

　そこには戸惑いと焦あせりを顔に浮かべたリタがいた。

　精霊たちを踏んでしまうのを恐れているのか、一歩も動けずにいる。

　あの様子では鏡を叩たたき割わることもできないだろう。

「みんな、どうして……」

「ごめんね」チコがリタに答える。「でも、みんな、泊はく人とに怒られちゃってさ。考え直したんだ。やっぱり、このやり方じゃ駄目だよね～って」

　チコの答えを聞いて、リタは足下に気を付けながらゆっくりと振り返る。

「泊はく人とさん……」責めるような口調でリタは言う。「どうして、邪魔するんですか」

「依頼だからな」面倒そうに泊はく人とは答える。「だいたい店の前で声をかけてきたのはおまえだ。こうなることをどこかで期待してたんじゃないのか」

　泊はく人とは少し間を置いて、リタの答えを待ったが彼女は答えない。

「なあ、どうなんだ、紫し苑おん」

　その呼びかけに、リタは目を見開いて、何かから逃れるように俯うつむいた。

　彼女が何から逃げようとしたのか、そんなことは明らかだった。

　他ならぬ、ロイの視線から彼女は逃げようとしたのだ。

「し、紫し苑おん……？」ロイは動揺を隠せない。「泊はく人と、何を……」

「おまえな、まだ気付いてなかったのか」

　泊はく人とは呆あきれたように言う。

「洗剤の場所や、手入れの日時、それを知ってるのは誰だ。絶対に見ていたはずの精霊たちがどうして見ていないと答えるのか」

　泊はく人とがチコを睨にらむと、彼は悪びれるふうでもなく、てへへと笑った。

「ごめんね、ロイ。仲間の頼みは断れなくてさ」

「じゃ、じゃあ、まさか」

　ロイが啞あ然ぜんとして泊はく人とを見る。

「紫し苑おんがやったって言うのか。紫し苑おんが、自分で洗剤を盗んで、自分で出て行った……？」

「そうだ」

「それで彼女が」ロイは目を伏せたままのリタを見る。「紫し苑おんだって言うのか？」
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「そうだ」

　ロイは口をぱくぱくさせてリタを──紫し苑おんを見つめた。

　見つめられた紫し苑おんは恥ずかしいのか後ろめたいのか、さらに深く俯うつむいてしまった。

「でも、姿かたちが全然違う。紫し苑おんは精霊だ。もっと小さくて……。そもそもどうして、そんなことを……」

　沈黙が場を支配する。

　泊はく人とは敢あえて答えずにいるようで、紫し苑おんをじっと見ていた。

　だが、紫し苑おんは顔を伏せたまま決してロイや泊はく人との方を見ようとしない。

　最初にしびれを切らしたのはアリアだった。

「紫し苑おんさんが言わないなら、わたしが言います！」

　その言葉に紫し苑おんがびくっと肩を揺らした。唇が何事かを呟つぶやくが、それはあまりに小さくて誰にも届かない。

「いいんですね!?　言っちゃいますよ！」

　アリアはその場の全員に、それこそ野次馬として集まってきた人々にも聞こえる声で告げた。

「紫し苑おんさんは──！」

「待って待って、お願い！」

　懇願の声が町に響き渡る。先ほどまでの周囲を凍いてつかせるような雰囲気はどこへやら、紫し苑おんは頰を真っ赤に染めて、涙目になって肩を小刻みに震わせていた。今にも泣き出しそうだ。

「自分で……自分で話しますから……」

　紫し苑おんは情けなく眉尻を下げ、震える声で言う。

「……私が、精霊のみんなにお願いしたの。私を人間の姿にして欲しいって」

「え、え……？」ロイが目を見張る。「お願いして人間の姿にって……どうやって？」

　アリアは町で最初に会ったときのチコの言葉を思い出し、紫し苑おんの代わりに答える。

「精霊の外見は、みんなが物に対して持つイメージで決まる。そうだよね、チコ？」

「そのとおり」チコが答える。「だから、僕たち精霊みんなで、紫し苑おんが人間の姿になるのを想像したんだ。いやあ、精霊を人の姿にするなんて前ぜん代だい未み聞もんだからね、こんなに上う手まくいくとは思わなかったよ」

　ロイが啞あ然ぜんとしながら紫し苑おんに視線を向けると、彼女は小さく頷うなずいた。

「前もって洗剤を隠しておいて、その日の夜に、そうやって人の姿にしてもらったの。それからお店を出て、隠れ家に鏡を置いて、昼間だけリタとしてお店に通った」

　紫し苑おんの語る経緯は、喫茶店バルでの泊はく人との推測とほぼ完全に合致していた。アリアは改めて感心する。人の姿で店に通うだけなら、鏡を店に置いたまま精霊の紫し苑おんが出て行くだけでもよさそうに思えるが、そうすると店の営業終了から翌日の営業開始までの十数時間、依より代しろから離れていることになる。そうなれば本当に消えてしまう。だから紫し苑おんは鏡を持ち出さざるを得なかったのだ。

　しかし、ロイは釈然としない様子で口を開く。

「で、でも、どうして紫し苑おんはそんなことを……？」

　アリアとしては、ここまで分かったのだったらそんなことは簡単ではないかと思ってしまうが、そうでもないらしい。泊はく人とと同じくロイもかなり鈍感だ。

「僕のことが嫌になったとか……？」

「ち、違うの！」と紫し苑おんはふるふると首を振った。

「そんなわけないじゃないですか……」アリアは呆あきれる。「もしそうだったら、わざわざ店に戻ってきたりしませんよ」

「そ、そっか。じゃあ……どうして……？」

　アリアはじっと紫し苑おんを見つめた。「言わないなら言っちゃいますよ～」と視線に込めて。果たしてその視線の意味を紫し苑おんも理解したらしく「うう……」と躊躇ためらいの声を漏らしていたが、やがて顔を上げてロイを見据えた。

「わ、私ね……」

「う、うん」

　長い沈黙のあと、紫し苑おんは呟つぶやくように言った。

「ロイのことが好きなの」

　ロイはきょとんとして、顔を真っ赤にした紫し苑おんを見ていた。

　次第に紫し苑おんの言葉の意味を理解し始めたのだろう、ロイの表情が驚きに満ちていく。

　そして、やっとのことで出てきた言葉が、

「そ、そうなの……？」

　だったときは、周囲の精霊も野次馬も、アリアもずっこけそうになった。

　ただ一人、冷静に見ていたのは泊はく人とくらいだろうか。

　紫し苑おんは「ううう……」と恥ずかしそうに俯うつむいた。

「……ずっと、好きだったの。でも、ロイはわたしのことそういうふうに見てないし、そもそも精霊が人間のことを好きになるなんておかしいし……。それに最近になって町の女の子たちがお店に手伝いに来るようになって、それで……」

　気が気でなくなって、思い詰めた紫し苑おんは今回の一件を引き起こした。ロイの前から精霊である自分を消し去り、一人の女性として彼に見てもらうために。

「私……精霊なのに気持ち悪いよね……」

　精霊はあくまで善き隣人であり、それ以上ではない。当然、人間の恋人とはなり得ない。

「それにこんな迷惑かけて、自分勝手で……ごめんね、ロイ」

　ほろほろと紫し苑おんが涙をこぼす。

　ロイは無言になって、しばらく紫し苑おんをじっと見つめた。

　そして、ゆっくり歩き出す。

　二人の間にいた精霊たちが脇にどいて、道ができる。

　ロイはその道をゆっくり歩いていくと、戸惑う紫し苑おんのすぐ目の前に立った。

「な、何……？」

「ごめんな、紫し苑おん」

　次の瞬間、様子を見守っていた周囲の人間と精霊たちがざわめいた。

　ロイが紫し苑おんの身体にそっと手を回し、抱きしめたのだ。

　調子のいい者の中には指笛を鳴らして囃はやし立たてる者もいる。

「気付かなくて、ごめんな。気持ち悪くなんかない。紫し苑おんの気持ち、嬉うれしいよ」

　ロイは囁ささやくように言う。

「ロイ、ごめん……」

　紫し苑おんは、そうやって涙に掠かすれた声で何度も何度も繰り返した。

　ロイは紫し苑おんを抱きしめたまま宥なだめるように彼女の頭を撫なでて「うん」「僕こそ、ごめんな」と何度も返していた。

　集まっていた精霊たちや町の人たちは、ロイが紫し苑おんを受け入れたことに初めは驚いていた。が、どうやら事が落ち着いたらしいことを悟ると、二人の醸かもし出だす空気に当てられたのか、やれやれといった様子でその場から立ち去っていった。

　アリアはほっと息を吐ついて、何かを語り合うロイと紫し苑おんを見ていた。

　ふと隣に誰かが立った気配に顔を向けると、そこには泊はく人とがいた。

「おまえ、結構、ひどい奴やつだな」

「ひ、ひどい？　わたしが？　どこが？」

「衆人環視の中であそこまで言わせるか」

　う、とアリアは言葉に詰まる。

　自覚がまったくなかったわけではない。ただ、さっきは必死だったのだ。

「そう言えば泊はく人とさん、町中の精霊に声かけて回ったの？」

「ん？　ああ」

　何でもないように泊はく人とは答えたが、よく見れば汗びっしょりに濡ぬれていた。

　アリアとロイが紫し苑おんの追跡をしているあいだ、町中を駆け回っていたに違いない。

「意外といい人だよね、泊はく人とさん」

「あ……？」

「だってこんなに必死になって、ロイさんと紫し苑おんさんのこと助けてあげて」

「依頼だからな」

　憮ぶ然ぜんとした表情の泊はく人との答えに、アリアは「ふうん」と意味深な笑みを浮かべた。

「何だ」

「成功は鏡の発見まで、だったよね。ここまでする必要はなかったんじゃない？」

　アリアの指摘に泊はく人とは顔をしかめてそっぽを向いた。

「ロイが落ち込んで、報酬のコンパスの直しが手抜きになると困るからな。それにおまえの記憶の件もある。紫し苑おんが無事な方が都合がよかった」

「ふうん。まあ、そういうことにしといてあげるよ」

　泊はく人とは何か反論をしかけたが、諦めたようにタバコを取り出して一服した。

　アリアはそんな泊はく人とを見てから、もう一度前を向いた。視線の先ではまだロイと紫し苑おんが抱き合ったまま何かを囁ささやき合あっている。段々いいムードになってきていて、見ているこちらが恥ずかしくなるくらいだった。と、そのとき、

「まあ、おまえもよくやったんじゃないか」

　ぽん、と肩を叩たたかれてアリアが隣を見ると、すでにそこに泊はく人との姿はない。

　振り返ると泊はく人とはアリアに背を向けてさっさと歩き去ろうとしていた。

「えっ!?　今、何て言ったの？　あ、ちょっと待って！　もう一回言って！」

　アリアは慌てて泊はく人との後を追いかけた。




　　　　◇




　朝あさ靄もやに満ちた発着場に、人影が三つ。

　アリアと泊はく人と、そして紫し苑おんだ。

　アリアは紫し苑おんと向かい合って手を繫つないでいた。二人は仄ほのかな光に包まれている。

「ゆっくり息をして」紫し苑おんが静かに言う。「まず記憶を失う前のことで、いちばん最近の記憶を頭の中に思い浮かべて」

　アリアは言われるがまま、記憶を思い出していく。

　ずきりと心が痛んだ。

　──そう、あれは前に住んでいた島での出来事だ。わたしは周りに合わせて波風を立てずに過ごすことで、干渉力が暴走しないようにして暮らしていた。

　──でも、いじめられていた子を助けようとしたときに怒りに囚とらわれてしまって、嵐を起こしてしまって、島にいられなくなった。

　──わたしたち家族三人は、それで引っ越しの旅に出たんだ。

『こんなことがあったんですか……』

　紫し苑おんの声が脳裏に響く。

『はい……。何度も引っ越しをしてきて、今度こそ大丈夫だと思ってたのに……』

『そう……。ここで記憶が途切れるんですか？』

『はい。次に目が覚めたときは独りで島にいました』

　アリアは今度は目が覚めてからの出来事を脳裏に思い描いた。

　──一ヶ月で迎えが来るという両親からの置き手紙があっただけで、二人の姿はなくて。でも待っても待っても二人は来なくて、ようやく来たのが泊はく人とさんだった。

　──そのときのわたしは気持ちが不安定になってまた力を暴走させてしまって。

　──泊はく人とさんはそんなわたしの暴走を止めてくれた。

『あれからわたしは泊はく人とさんに力の使い方を教えてもらいながら、両親を探して旅をしているんです』

『分かりました。じゃあ、最後に今思い出した二つの記憶の間──つまり失った記憶に意識を向けて。私にアリアさんの記憶の在あり処かを教えてください』

　アリアは深く呼吸をしながらなくした記憶を思い出そうと努力してみた。

　しばらくはまったく手応えがないまま時間が過ぎた。しかし不意に、心の奥を撫なでられたような感覚が走った。

　紫し苑おんがアリアの意識を撫なでるたびに、記憶にかかる靄もやが取り払われていく。

　だがその靄もやは次第に重たく粘り気を帯びていき、紫し苑おんの力では動かなくなっていく。

　アリアの額にも汗が滲にじみ、心臓が早鐘を打ち始めた。そして──

「ここまでにしましょう」

　集中が途切れた。アリアが顔を上げると、紫し苑おんは少し疲れたような表情で呼吸もいくらか乱れていた。

「これ以上は私の力では入り込めません」

「どういうことだ」

　泊はく人との問いに紫し苑おんは首を振った。

「詳しいことは分かりません。でも、アリアさんの記憶は何か強い力に隠されているような気がしました」

「精霊の力でも取り払えないような何か、か……」

「はい。でも、まったく記憶を覗のぞけなかったわけじゃないんです」

　ですよね、と紫し苑おんがアリアに視線を向ける。

「あ、う、うん」

　たった今、垣かい間ま見みたものに気を取られていたアリアは慌てて頷うなずく。

「少しだけど、思い出した……と思う」

「ずいぶん自信がなさそうだな」

「本当にちょっとだけだったから……」

「何を思い出した」

「光り輝く大きな樹き。それから、たくさんの煙が昇っていく景色。その二つだけ」

　濃い靄もやに包まれた意識の奥底──紫し苑おんのおかげでようやく見ることができたのは、そんな曖昧な光景だけだった。

　泊はく人とは口元に手を当ててしばし考え込んだ。

「ごめんなさい」と紫し苑おんは眉根を寄せる。「あまり役に立てなくて」

「いや、助かった。これまで何の手がかりもなかったからな。大きな収穫だ」

「うん、ありがとう、紫し苑おんさん。こっちこそ無理言ってごめんなさい」

　そうこうしているとロイが発着場に現れた。

　ロイは結果を聞いてから紫し苑おんに労ねぎらいの言葉をかけ、それから泊はく人とに小声で何かを話しかけた。

　途中、ちらちらとアリアの方を見ていたことや、泊はく人とが面倒そうにあしらっていたことを考えると、どうせ碌ろくでもない軽口だろう。やがてロイが苦笑交じりに泊はく人との肩を叩たたき、泊はく人とも軽く手を上げて応じて、その会話は終わった。

　やっぱり友達じゃん──とアリアは思った。自分には腹を割って話せる友人なんていたことがないから、少し羨ましかった。

「アリア、オレは先に飛空船に行って離陸の準備をしてるから、おまえは二人と話でもして待ってろ」

　泊はく人とはアリアの返事も待たずに飛空船の中へと消えていった。

　次に会うのはいつになるか分からないはずなのに素っ気ない。が、泊はく人とが別れを惜しむ姿というのも想像しにくかったので、らしいと言えばらしいのだろう。

「お世話になりました」

　アリアはロイと紫し苑おんの二人に礼を言った。

「アリアちゃん、もう行っちゃうんだね。あんな無愛想な奴やつと一緒に行くより、島に残ってうちの店で──あ、冗談、冗談だよ紫し苑おん」

　じとりと見つめる紫し苑おんに気付いて、ロイが慌てて取り繕う。

　アリアはそんな二人の様子を見て苦笑を浮かべた。

「ありがとう、アリアちゃん」

　ロイが今度こそ真面目な表情でアリアに礼を言った。

「ありがとう、アリアさん。おかげで……」

　紫し苑おんは途中で言葉を切って、恥ずかしそうに隣のロイを見た。

　アリアは心が温かくなって、にこりと笑った。

「幸せそうでなによりです。実はちょっと心配してたんですけど……」

「心配しなくても浮うわ気きはしないよ。心外だな」とロイが言う。

「そ、そんな失礼なこと言いませんよ。そうじゃなくてですね……」

　アリアが言いよどむと、紫し苑おんが微ほほ笑えんだ。

「町の人たちの反応を気にしてるんですよね」

　アリアは躊躇ためらいながら頷うなずいた。恋人になった二人が中傷されたりするのでは、と心配していたのだ。干渉者として忌避されてきたアリアにとってそれは容易に想像できる事態だった。

「大丈夫ですよ。私も少し不安でしたけど、精霊のみんなが町の人たちに上う手まく説明してくれてるみたいです」

「それに僕を含めてこの島の人たちは、精霊を家族みたいに大切に考えてる。その精霊の紫し苑おんが望んだことを否定する人はいないよ。まあ、戸惑ってる人はいるだろうけど、それはたぶん時間が解決してくれる」

　だから安心していいよ、とロイは言った。

「そうなんですね。よかったです」

　優しい人たちのいる島でよかった、とアリアは安あん堵どした。

「心配してくれてありがとう」

　ロイがそう言いながら懐ふところから何かを取り出した。

「そんな優しいアリアちゃんに、はい、どうぞ」

　ずしりとした感覚が掌てのひらに伝わってくる。アリアが瞬まばたきをして手に置かれたものを見ると、それは銀の外枠に美しい幾何学模様の刻まれたコンパスだった。

「え？　わたしに、ですか？」

「泊はく人とに聞いたらね、依頼の半分はアリアちゃんが解決したから、って。これは旧時代に製造されたコンパスだよ」

「泊はく人とさんが、わたしに……」

　アリアの胸にじわじわと嬉うれしさがこみ上げてきて、ついにやにやしながら貰もらったばかりのコンパスを見つめてしまう。

「あれ、これって……」

　どこかで見たような、と思ったアリアにロイが答える。

「泊はく人とのコンパスとお揃そろいだよ。僕が選んだんだけど、嫌だった？」

　ロイの言葉どおり、刻まれた模様が泊はく人との持っているものにそっくりだった。

「あ、ひょっとして泊はく人とに選んで欲しかった？　あー、ごめん、そこまで気が回らなくて──」

「違う違う、違います！」

　アリアはぶんぶんと首を振って、

「とっても、嬉うれしいです」

　と答えた。答えてから、誤解を招く回答だったように思えて付け加える。

「お揃そろいが、ってことじゃなくて、素敵なものを貰もらえて嬉うれしいってことですよ」

　そんなアリアの反応に、ロイと紫し苑おんが楽しそうに笑った。

「ご両親を探す旅、気を付けてね。まあ、泊はく人とが一緒なら心配ないと思うけど」

「はい、ありがとうございます」

　ロイの泊はく人とに対する信頼は相当なものだと、アリアは改めて思った。

　実際、今回の一件について泊はく人とはアリアが半分解決したと言っていたらしいが、ほんの僅かな手がかりから先に真実に辿たどり着ついたのは泊はく人とで、自分はほんの少し補足したり、手伝ったりしたに過ぎない。

「それから、泊はく人とのこと、よろしくね」

「え？　わたしが、泊はく人とさんのことを、ですか？」

　アリアがきょとんとすると、ロイは「そうだよ」と言って飛空船をちらりと見た。アリアもつられて視線を遣やると、泊はく人とが操舵室で何やら作業をしているのが見えた。

「あいつがどうして飛空船であちこち旅してるか聞いたかい？」

「仕事……じゃないんですか？」

　運送屋か行商人か、あるいは何でも屋か、そんな存在だと思っていたが。

「まあ、もちろんそうなんだけどさ。あいつ、昔は星読島の役人だったんだよ」

「ええっ!?」

　アリアが驚いて大声を出すと、ロイは人差し指を唇に当てて「静かに」と言った。

　星読島と言えばこの数百キロ圏内の空域で最大級の浮遊島だ。島を自治するための行政府があって、その行政府はさらに周囲の島々に役人を派遣して情報や物資のネットワークを作っているため、この辺りの空域ではよく知られている。

「泊はく人とさんが」アリアは精一杯声を落とす。「星読島の役人ですか？」

　星読島の行政府機関で働くのは相当優秀な者たちばかりで、その待遇も破格だと聞いたことがある。

「ああ、似合わないよね」ロイは苦笑する。「だけど、そうだったんだ。そこで調査部ってとこにいた」

「調査部？」

「うん。未開拓の空域や浮遊島を探索する部署だよ。他の役人とは比べものにならないくらい、体力も知識も図抜けた奴やつらの集まりだったって話だよ。今はもうないけどね……」

「ない……って」

　ロイの表情が暗く沈む。紫し苑おんが失踪していたときと同じくらいに。

「僕も詳しくは知らない。でも、何か事故があったのは確かなんだ」

「事故……ですか？」

「十年近く前かな。調査部の活動中に事故があったらしい。死傷者が何人も出て、調査部は解体された」

　ロイの告げた事実にアリアは一瞬、頭の中が真っ白になった。

「まさか、泊はく人とさんもその事故に……？」

　ああ、とロイが頷うなずく。

「そんな……」

　衝撃的な事実にアリアは目を見張った。

「で、でも、それと泊はく人とさんが旅をしてる理由に、どんな関係が……？　そんな事故があったら飛空船に乗るのも嫌になっちゃうんじゃ……」

「あいつがそんな殊勝な性格だと思う？」

　ロイは苦笑したが、そこには憂いの色が混じっているように見えた。

「あいつはね、探してるんだ。調査部の探索目標の一つだった、ある特別な島を」

「特別な島……？　それって……」

　ロイはゆっくりとかぶりを振った。

「それがどんな島なのか僕は知らない。泊はく人とがそれに拘こだわる理由もね。でも少なくとも十年近く、あいつは独りで探し続けてるんだ」

　組織の後ろ盾をなくして、たった独りで、世界のどこにあるとも知れない島を。

　アリアはその途方もなさにしばし沈黙した。

「……あの、わたし聞いてよかったんでしょうか。泊はく人とさんは、隠しておきたかったんじゃないでしょうか」

　その問いかけにロイは穏やかな微ほほ笑えみを浮かべた。

「かもね。だけど、僕はアリアちゃんが、きっとあいつの支えになってくれると思ってるんだ」

「わたしが、泊はく人とさんの支えに……ですか？」

「駄目かな？」

「駄目って言うか、自信ないです。泊はく人とさんはたぶんすごい人だし、わたしができることなんて何も……」

　ロイはアリアの両肩に手を置いた。

「何かをして欲しいわけじゃない。ただ、傍そばにいてやって欲しいんだ」

　その言葉にアリアは苦笑した。

「わたしなんかが傍そばにいるだけで支えになりますかね？」

「なるよ。きっとね。だって、今回だってアリアちゃんの意見を聞いたんだろ？」

「それはまあ、そうですけど……」

「それにあいつが誰かと一緒に旅をするなんて、今までなかったんだよ。あいつなりに、アリアちゃんと旅をする覚悟を決めてるんじゃないかなあ」

「そうなんですか」

　それはちょっと嬉うれしいかも、とアリアは思った。

　一緒に旅をする仲間と見てくれているということだろうか。

「うん。だからさ、たぶんアリアちゃんのことをないがしろにしたりはしないよ。あいつ、無愛想だから分かりにくいけど」

　ああ、それから、とロイは付け加える。

「あいつ、ほっとくとどこまでもだらしなくなってくだろ？　飯抜いたり、睡眠とらなかったり。それってさ、あいつが自分の人生を軽んじてるってことなんだよ」

「自分の人生を、軽んじてる……」

　ロイの何気ない言葉が何だかひどく重く感じられて、アリアは反はん芻すうした。

「ああ、ごめんごめん。そんな深刻に考えなくてもいいよ。でもさ、そういうところ、助けてやってくれないかな。アリアちゃん、なんか面倒見よさそうだから向いてると思うんだけど」

「分かりました」とアリアは頷うなずく。

「ありがとう、アリアちゃん。それじゃあ、どうか気を付けて、よい旅を」

「アリアさん、ありがとう。また来てね」

　ロイと紫し苑おんの別れの挨拶にアリアは頭を下げた。

「こちらこそ、ありがとうございました。また必ず来ます。お二人もどうかお幸せに」

　アリアが言うと、二人は嬉うれしそうに笑った。

　飛空船に入ると、操そう舵だ室しつから顔を出した泊はく人とが「長かったな」と言った。

「話し込んじゃって」

　アリアが答えると、泊はく人とは一瞬、何を話していたのかと探るような視線を向けてきたが、それを言葉に出すことはなかった。

「離陸するぞ、座ってろ」

「うん。あっ」

　顔を引っ込めてドアを閉じようとした泊はく人とが、また現れる。

「何だ」

「朝ご飯、何がいい？　作るよ」

「乾パンでいい」

　泊はく人とが面倒そうに答えたが、アリアは怯ひるまない。

「駄目だよ、ちゃんとしたもの食べて。何がいい？」

　アリアの態度に察したところがあったのか、泊はく人とは「あいつ……余計なことを」と呟つぶやき、それから諦めたように「おまえの得意なやつでいい」と言ってドアを閉じた。

　アリアは「了解！」と返事をすると、離陸に備えて座った。

　窓の外にはこちらを見送るロイと紫し苑おんの姿。

　遠くに目を遣やると陽の光を反射してきらきらと輝くティエル島の湖と、賑にぎやかな色合いの綺き麗れいな町並みが映えていた。







幕まく間あい一　─Interlude 1─







　あれから時間が経って遠くまで来たけど、今でもティエル島のことはよく思い出す。ロイさんと紫し苑おんさん、仲良くやってるかな。人間と精霊の恋──憧れるなあ……。

　……って、わたし今、どうして泊はく人とさんの顔を思い浮かべた!?　あり得ないよ！　掃除はしないし、味オンチだし、髭ひげはボーボーだし……でも──

『自分をごまかすな。心に向き合え』

　出会った無人島で干渉力を暴走させて、自分の殻に閉じこもりそうになったわたしを、泊はく人とさんは身体を張って助け、島から連れ出してくれた。あれは……確かにちょっと格好よかった、かも。それは認める。でも、それとこれとはやっぱり別だよ！

　と、それはさておき、泊はく人とさんと言えば、船で移動している間にまた干渉力の練習に付き合ってもらっているんだけど、まだまだ思ったように操ることができない。いつになったら自分の思いどおりになるのかなあ。

　それから泊はく人とさんについてはもう一つ、ロイさんから聞いたことがずっと気にかかっている。調査中に事故に遭って、そのときから十年近くも、ある特別な島を探している──あの面倒くさがりな泊はく人とさんの様子からは想像もできない事実だった。ひょっとしたら、泊はく人とさんが干渉力を失くしたのも、そのことと何か関係があるのかな。

　泊はく人とさんがそうまでして探す島って、いったいどんな所なんだろう。どんな想いで泊はく人とさんはそこを探しているんだろう。

　気になって訊きいたことがある。

「泊はく人とさんは何のために旅をしてるの？」

「そりゃ依頼を受けて荷物運んだり、物を売ったりして稼ぐためだろ」

「そ、そうだよね。でも、お金稼いで何かしたいこととかないの？」

「その日のメシを食えればそれでいい」

　泊はく人とさんはそのあと、物思いに耽ふけるみたいに言葉が少なくなってしまって、わたしはそれ以上訊きくことができなかった。いつかはっきり訊きける日が来るのかな……。

　そうそう、それから精霊の島で思い出したおぼろげな記憶をもとに、いくつも浮遊島を巡ってみた。……どれも違ったんだけど。

　やっぱりお父さんとお母さんを見つけるのなんて無理なのかな──わたしはそんなふうに弱気になるけど、泊はく人とさんは全然そんなことなかった。候補の島々へ行くための効率的な航路を検討して、それを淡々と実行に移していく。やっぱり頼もしい。

　両親を探すのに付き合ってもらってるわたしが弱気になってる場合じゃないな。

　よし、がんばらなくちゃ。







第二話　監獄の島







　冷たく乾いた風が吹きすさぶ。

　泊はく人とは目の前に聳そびえる灰色の建物を見上げた。

　それは直径五〇〇メートルの環ドーナツ状じようの浮遊島にぴたりと合わせて造られた円筒型の建物だった。円筒の高さは一〇〇メートル、肉厚は一〇メートルほどで、筒の外側も内側も断崖絶壁になっている。島から突き出た唯一の桟橋に立って見上げると凄すさまじい圧迫感だった。

「ここが、監獄島か」

　その円筒型の建物は、島の名が示すとおり監獄だった。筒の厚み一〇メートルの内部に無数の牢ろうが存在しているのだ。

　壁面に設けられた格こう子し窓まどからはまるで闇が漏れ出ているようだった。そこには空域一帯の犯罪者が詰め込まれているということだったが、さすがに姿までは見えない。ただ、闇の奥からこちらを探り見るような粘り気のある気配だけが伝わってくる。

　周囲には黒塗りの警戒艇が何隻も飛んでおり、ずんぐりとした烏からすを思わせる。ひとたび怪しい飛空船が近寄れば、一瞬でその餌え食じきになるだろう。警戒艇は機動力を重視して設計されており、足の速いクロート号であっても、もし本気で追われたら振り切ることはできないだろう。

　巨大な桟橋には何隻かが繫けい留りゆうされており、これから収監されるであろう陰鬱な表情の犯罪者たちが両手に手錠をかけられて官吏に連行されている。

　泊はく人とは自分の手元へ視線を向ける。

　手首は冷たい金属の手錠で一ひと括くくりにされていた──桟橋を行く他の犯罪者同様に。

　そして手錠に繫つながった荒縄は、一人の男に摑つかまれている。

　今まさに泊はく人とは男に拘束され、監獄へ連行されようとしていた。だが、

「とっとと行くぞ」

　そう言ったのは泊はく人とだ。

「俺があんたを連行してんだけどな……」と男が鼻白む。

　まあいいか、と男は呟つぶやいて泊はく人とを引きながら桟橋を進み始める。

　桟橋の袂たもとには石と鋼鉄で造られた重苦しい門があり、奥の監獄へと繫つながっている。両脇には黒い制服に身を包んだ看守らしき男たちがいて、こちらを睨にらんでいた。

　これから泊はく人とは彼らに引き渡され、あの監獄へと囚とらわれることになっている。

　やれやれ──泊はく人とは軽く鼻を鳴らした。こうなるきっかけとなった数日前の出来事を思い出しながら。




　　　　◇




　そこは何の変哲もない浮遊島だった。

　人口一〇〇〇人ほどで農業や牧畜で自給自足をして、他の島との交流は時折する程度という、ごくありふれた田舎町があるだけ。紫し苑おんから貰もらった記憶の残ざん滓しを手がかりにいくつかの浮遊島を旅をしてきた二人がその島を訪れたのは、しかし両親探しのためではなく、腕うで利ききの飛空船技師がいるという話を聞いたからだった。

　農場や牧場ばかりが土地を占める町外れに、その巨大な木造のドックはあった。

「修理かい？」

　アリアたちの訪問を察してドックから出てきたのは、男勝りな雰囲気を身に纏まとった若い女性だった。彼女はエリィと名乗った。

「女の人なんだ……」

　飛空船技師と言えば男性──そんな先入観からアリアが思わず呟つぶやくと、エリィはピクリと眉を動かした。

「女だと何か問題でもあるのかい？」

「ない」泊はく人とがきっぱり答える。「腕さえよければ、性別なんざどうだっていい」

　エリィは「なら別にいいけど」と軽く鼻を鳴らしてからアリアたちの後方に目を遣やった。

　そこには飛空船クロート号が鎮座していた。

　全長五〇メートル程の紡ぼう錘すい形けいの球皮エンヴエロープには左右に翼が生え、球皮エンヴエロープの下には操そう舵だ室しつや居室の入った長さ二〇メートルほどの木製ゴンドラがあった。

「球皮エンヴエロープに孔あなが開いた。応急処置で保たせてあるが、そろそろ限界だ」

　それは数ヶ月前、アリアと泊はく人とが出会った無人島で起きた出来事だった。アリアが力を暴走させてしまい、そのとき球皮エンヴエロープに孔あなが開いてしまったのだ。アリアはそのことで少なからず責任を感じていた。

「見せてもらっても？」

　そう尋ねるエリィは珍しいものでも見るように、目を細めて飛空船を凝視していた。技師なら飛空船など頻繁に見るだろうに。

「ああ、頼む」

　しばらく待っていると、状態の確認を終えたエリィが戻ってきた。彼女は球皮エンヴエロープ以外にも修繕が必要な箇所について説明をしたのだが、どこか興奮を抑えているような雰囲気を感じてアリアはまた少し不思議に思った。一方、それまでドックに並んだ機械や部品を眺めていた泊はく人とは「分かった。頼む」と手短に答えた。

「……あたしがちゃんと船を診られるか試したのかい？」

「ああ。他人に船を任せるときは必ずそうしてる」

「なるほどね」エリィは鼻を鳴らす。「まあこれだけピーキーな調整してりゃ、それも仕方ないか。技師泣かせの船だね。いや、それ以上に操縦士が並じゃないか」

　エリィは品定めするように泊はく人とを見た。

「……あんた、この船の元々の持ち主かい？」

　エリィと泊はく人と──二人の探るような視線が交錯する。やがて泊はく人とは、

「昔、同僚から譲り受けた。問題でもあるか」

　とぶっきらぼうに答えた。

「い、いや、問題はないよ」エリィは慌てて首を振る。「ただ……そうかい、同僚……なるほど……」

　エリィはしばらく考え込んでから、ふっと息を吐いて再び口を開いた。

「……あんたの飛空船乗りとしての腕を見込んで、頼みたいことがあるんだ。もしやってくれるなら飛空船の整備はタダでいい。工賃も部品代も全部だ」

　そんな申し出にアリアは目を見張った。船を見ただけで泊はく人との腕を見抜いたということもそうだったし、依頼の対価として整備料金をタダにしてくれることもアリアを驚かせた。

　球皮エンヴエロープの素材は旧時代製のもので、目が飛び出るほど高価なのだ。そのことを知ってあまりの申し訳なさに泊はく人とに何度も謝ったのは忘れがたい記憶だ。

「内容次第だな」

「……誰にも言わないかい？」

「それは約束する。それがたとえ人殺しの依頼だったとしてもな」

　そのあまりに不穏当な例えに驚いたのだろう、エリィは目を見張った。

「さすがにそこまでじゃないけど……」

「じゃあ何だ」

　エリィは押し黙って視線をさまよわせ、それから意を決したように口を開いた。

「ある人を刑務所から助けて欲しいんだ」

「ええっ!?」

　それまで黙って聞いていたアリアだったが、驚きのあまり思わず叫んでしまった。人殺しほどではないが、十分過ぎるくらい物騒な内容ではないか。

「それはつまり、脱獄の手伝いをしろってことか？」

「……そういうことになるね。ただ、刑務所にいるべき人じゃないんだ。グスクって人なんだけど」

　グスクという名前を聞いて、泊はく人とは少し考え込んだ。

「それはグスク・アロイのことか？」

「話が早いね」エリィが笑みを浮かべる。「そうだよ、そのグスク・アロイだ」

「泊はく人とさん、知ってるの？」

　ああ、と泊はく人とは頷うなずいた。

「ずいぶん前に有名だった盗賊だ」

「盗賊!?　十分悪い人に聞こえるけど……」

「悪いかどうかで言えば微妙なところだ。襲うのは悪徳の金持ちだけで、奪った金品は貧しい家庭にばらまいてたって話だからな。当時、グスク・アロイが活動してた空域では、義賊なんてもてはやされてたらしい。名前を聞かなくなったと思ってたが、捕まってたのか」

　もしそれが真実だとしたら、刑務所にいるべき人ではないというエリィの言葉も分からないではない。だが、

「エリィさんはどうしてその人を助けたいんですか？」

　いくらグスクという男が義賊だとしても、エリィがそれを助け出そうとする理由が分からなかった。

「……私たちが小さいときに、ちょっとね」とエリィは俯うつむいた。

　グスクという義賊に施しを受けたということだろうか。犯罪で得た金品を施されたという事実──それはエリィにとってあまり大っぴらにすることのできない、仄ほの暗ぐらい記憶なのかもしれない。

「いいだろう」

　泊はく人との言葉にエリィはもちろん、アリアも目を見張った。

　この人、今、何て言った？

「聞こえなかったか。引き受ける。そう言ったんだ」

「い、いいのかい？」

「ああ。だが、エンジンと駆動系の分解点検修理オーバーホールも追加だ。それで手を打つ」

「交渉成立だ！」

　エリィは満面に笑みを浮かべて即答した。

「ちょ、ちょっと、泊はく人とさん！」

「何だ」

「な、何だって、引き受けちゃっていいの？　脱獄だよ？　犯罪だよ？」

　泊はく人とはじっとアリアを見てから、軽く息を吐いた。

「犯罪だからやっては駄目だ、とおまえは思うのか」

「へっ……？　そ、そりゃそうだけど……」

「犯罪なんてな、飛空船乗りにとってあってないようなもんだ」

「……え？　ど、どういうこと？」

「歌を歌うと捕まる島がある。タバコを吸うと死罪になる島もある」

　そんな島があるのかとアリアは疑問を差し挟もうとしたが、泊はく人との表情は真剣そのもので、それが事実なのだと知れた。

「おまえはどうする？　もしオレがタバコを吸って殺されそうになったとしたら」

「そ、それは……」

「もしおまえがうっかり歌を歌って捕まったとしたら、オレは力尽くでも助け出すぞ」

「へ、へっ!?」

　泊はく人との力強い眼まな差ざしにアリアは息を吞のんだ。少し頰が熱くなった気がした。

「行く先々で流されてたらいつか自分を見失う。島から島へ旅をする飛空船乗りは、強い信念を持って、自分たちが正しいと思う方向へ進むしかない」

「泊はく人とさん……」

　そんなにしっかり考えていたなんて、とアリアは感心しそうになった。が、妙に饒じよう舌ぜつな泊はく人とに違和感を覚える。どちらかと言えば、こういうとき泊はく人とは面倒がって適当にかわす性格じゃなかったか。いや、絶対そうだ。こんな立派なことは言わない。

「って、もっともらしく言ってるけど報酬に目が眩くらんだだけだよね!?」

　しばし沈黙が降り積もる。

　二人は睨にらめっこでもするように互いを見つめ続けていたが、折れたのはアリアの方だった。

「分かったよ、もう。まあ、困っている人がいたら助けるもんだしね」

　そう言って引き下がったものの、アリアもまったく納得していないわけではなかった。泊はく人との言葉は欲から出たものだったかもしれないが、一理はあるような気がしていたし、それに経験豊富な泊はく人とがやると決めているのだから大丈夫なのだろうとも思った。球皮エンヴエロープに孔あなが開いた原因が多分に自分にあるという引け目もあったが。

「決まりだな。それで、その刑務所ってのはどこにあるんだ。この島か？」

「いや、別の島にあるんだ。監獄島って聞いたことないかい？」

　エリィの答えに泊はく人とは眉を顰ひそめた。

「監獄島か……厄介だな」

「知ってるの？」とアリアは首を傾かしげた。

「ああ。この辺りの空域一帯で出た犯罪者を閉じ込めるための監獄だ。島が丸々一つ監獄になってて、周囲は断崖絶壁。出入口は島から出た桟橋が一ヶ所だけだ。周りには常に警戒艇が飛び回っていて、飛空船で接近することもできない」

「ええっ!?」

　徒歩でも飛空船でも近づくことができないなんて、絶対不落の監獄ではないか。

「エリィ、何か考えはあるのか？」

「いちおうはね」エリィは頷うなずく。「あんたの船は警戒艇と同じくらいの足の速さだ。あたしが手を加えればもう少し速くできる。それから、監獄の壁は頑丈だけど、十分な火薬があれば破れるくらいらしい」

　そんな情報まで分かっているのかとアリアは感心したが、泊はく人とは思案するように無ぶ精しよう髭ひげを撫なでていた。

「監獄に船を着け、壁を破って脱獄させる、か。技術的にはそれで行けるかもしれんが、確実性に欠けるな」

「確実性って、どういうことだい？」

「グスクの正確な居場所は分かってるのか？　空中でまごついてたらすぐに拿だ捕ほされるぞ」

「それは……」

　エリィが言葉を詰まらせる。そこまでは考えていなかったということだろう。そもそも調べたところで分かるとも思えないが。

「だいたい、正確な居場所が分かったとしても、グスクがこちらの狙ったとおりに動くとは限らない。むしろ警戒されて、連れ出せない可能性もある」

「それは前もって連絡をとっておけば……」

「どうやって？　手紙か？　そんなものは必ず検閲を受けるぞ」

「うう……」

　次々と問題点を指摘されて、エリィは打ちひしがれたように肩を落とした。

　妙に親近感が湧くなあ──とアリアは苦笑した。

「誰か協力してくれる人が中にいればいいのにね。そしたら、」

　場を和ませるつもりで発した言葉は、しかし泊はく人との鋭い視線に射止められた。

「な、何？」

「確かに、中に協力者がいればグスクを手引きできる」

「そりゃ、いれば、だけど……」

　エリィを見ると、彼女はぶんぶんと首を振った。

　まあそう都合よくはいかないよね、とアリアは思ったが──

「いないなら作ればいい。エリィ、あんた飛空船の操縦はできるか」

「えっ、あたしかい？　飛ばすだけならできるけど……」

「は、泊はく人とさん、それより『作る』って協力者を？　賄賂とかってこと？」

「いや、そんな面倒なことはしない。というより、別に他人じゃなくていい。中から手引きできればいいんだからな」

「それって……」

　ひどく嫌な予感がして、アリアは背筋に冷たい汗が流れるのを感じた。

「ああ、オレが囚人として中に入る。おまえたちは後から飛空船で迎えに来い」
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　監獄の中は日中だというのに薄暗く、空気は淀よどんでカビ臭かった。外から円筒に見えていた建物の内部は、広く緩やかな螺ら旋せん階段になっていた。

　泊はく人とはその螺ら旋せん階段を昇っていく。前後には二人の看守がいた。合わせて三人の足音が反響して耳を打つ。

「詐欺一五件と無銭飲食三〇件か。せこいなあ」

　前を歩く看守が言うと、後ろの看守も同意するように笑った。

　その罪状はもちろんでっち上げたものだ。

　エリィが泊はく人とを島の役人のところへ連れて行って偽にせの罪状を伝えると、泊はく人とが余よ所そ者ものであり罪も認めていたためすぐに監獄島への連行が決まった。監獄島は周辺の浮遊島によって共同で出資運営されており、各島から連行された犯罪者を拒むことはない。だから泊はく人とはこうしてすんなり収監されることになったのだった。

　アリアたちは数日後に飛空船で来る手はずになっており、泊はく人とはそれまでに約五〇〇〇人の囚人の中からグスクを見つけて手引きをしなくてはならない。

　看守二人は泊はく人とが怒りも笑いもしないのを見てつまらなそうに肩をすくめ、また黙って階段を昇り始めた。

　よくできた建築物だ、と泊はく人とは周囲を見た。滑らかな石材は隙間なく精緻に組まれている。恐らくは旧時代の遺構を改造して使っているのだろうが、一〇〇メートル近い高さがあるにもかかわらず昇降機の痕跡一つない。いったい何のための建物だったのか、今となっては知る術もない。

　壁には窓一つなく、内周側の壁に掛かるランタンが唯一の灯りだった。一方、外周側には格こう子し窓まどの付いた鉄てつ扉ぴが一定間隔で並んでおり、中にいるであろう囚人の陰鬱な気配が伝わってくる。時折、格こう子し窓まどから品定めするようにこちらの様子を見る者や、囃はやし立たててくる者もいたが、泊はく人とはいちいち取り合わない。

　やがて二人の看守が立ち止まって、一つの鉄てつ扉ぴを開いた。

「ここだ。入れ」

　看守は手錠を外すと泊はく人とを房の中へと押し込んだ。泊はく人との背後で鉄てつ扉ぴが軋きしみとともに閉じられ、錠の下りる金属音が房内に鳴った。

　ツンと刺すような酸すっぱい臭いが鼻の奥を突く。

　看守たちの足音が階段を降りていき、やがてそれも聞こえなくなったとき、

「新入りかぁ？」

　低く剣けん吞のんな声が響き、泊はく人との前に瘦せた男が現れた。

　房内を見ると他にも数人の男たちがいて、泊はく人とに向かって爛らん々らんとした視線を投げかけている。明かり取りの小窓から稲妻の光が飛び込んできて、柄がらの悪い男たちを闇の中に一瞬だけ浮き上がらせた。直後、雷鳴が轟とどろく。

「ああ、そうだ。あんたは？」

「なんだぁ、その口の利きき方かたは？　ああ!?」

　瘦せた男は不愉快そうに顔をしかめ、威嚇するように泊はく人とに詰め寄ってくる。

「あんたがこの房のリーダーか？」

　相変わらず無愛想な泊はく人との態度にしびれを切らしたのか、男は背後に顔を向け、「おい！」と房内でもいちばん大柄な男に声をかけた。

「この新入りに自分の立場を教えてやれ！」

　あいよ、と大柄な男が立ち上がり、泊はく人との前に立つ。二メートル近い身長で全身を筋肉に包まれた巨漢だった。泊はく人とも背の高い方だが、それでも見上げる形になる。

「おい、新入り、態度を改めるなら今のうちだぜ」

「オレは下したっ端ぱには用はないんだが」

　泊はく人とが答えた瞬間、大おお柄がらな男は丸太のような腕を豪快に振るった。




　　　　◇




「泊はく人とさん、大丈夫かな、喧けん嘩かとかしてないかな……」

「さすがにそんなことしないだろ、あの人も」

　アリアの独り言にエリィが答える。

　そこは機械油の臭いが漂う飛空船ドックであり、外から運び込まれたクロート号が鎮座する隣で、二人はそれぞれ作業をしていた。クロート号は小型の飛空船だが、それでも一般的な民家よりずっと大きい。ドックはそんなクロート号を簡単に吞のみ込こんでいた。だがあまり圧迫感のようなものは感じない。モルタルの床を除けばドック自体はほとんどが木造でどこか温ぬくもりを感じられたし、そこら中に機材やら衣服やら寝袋やらが雑然と転がっている様子はエリィの人となりを思わせる。子供の頃に思い描く秘密基地を大きくしたような、どこかわくわくする場所だった。

　アリアはエリィの手伝いをしながら「どうかなあ」と思った。泊はく人とがいつもの態度で刑務所の囚人を怒らせて喧けん嘩かになっている様子が容易に想像できたからだ。

「それより、あたしゃ、あの人がちゃんとグスクさんを手引きできるのかが気になるよ。どうやって探したり牢ろう屋やから抜け出したりする気なのかね」

「さあ……。たぶん何か考えがあるとは思いますけど」

　監獄内での行動については自分が考えるからと言って、泊はく人とはそのあたりのことはあまり詳しく教えてくれなかった。

「……どうして泊はく人とさんに頼もうと思ったんですか？　船を見ただけなのに」

　気になっていたことを訊きくと、エリィは怪け訝げんそうに眉を顰ひそめた。

「どうして、って……あの人、星読島の調査部にいたんじゃないのかい？」

「ど、どうしてそのことを!?」

「船を見れば分かるよ。クロート号は伝説的な調査員が乗ってた船だ。本物にお目に掛かったのは初めてだけど、一部の技師の間では有名だからね」

「伝説的……」アリアはしばし啞あ然ぜんとする。「泊はく人とさんが……？」

「ちょっと違うね。元々の船の持ち主は十年前に事故死してるはずだから。そして、船は師からその弟子に受け継がれたって話だ。あんた、知らなかったのかい？」

　師、事故死──頭の中でそんな単語が反響する。

「知ら…ないです。じゃあ、泊はく人とさんは……」

「ああ。たぶん、その弟子だよ。弟子って言っても、並の調査員なんか比べものにならない腕だったらしいから、どっちかって言うと相棒だったのかもしれないね」

　アリアは呆ぼう然ぜんとしつつも納得していた。だからエリィは脱獄の手引きなどというとんでもない依頼を泊はく人とにしたのだ。

「悪かったね、あんたの大切な人に危ないことさせて」

「それは、まあ…………へっ？」

　作業をする手を止めて、アリアは顔を上げた。

「何だい、変な顔して」

「た、た、たた、大切な人？」

「違うのかい？　男女二人で旅してるんだから、そういうことじゃないのかい？」

「ち、違いますよ！」

　アリアはぶんぶんと首を振った。顔が熱い。

「何だ、違うのかい」

「はい、違います」

　アリアは簡単に旅をしている経緯を説明した。

「ふうん、なるほどね、両親を探すために旅をしてるんだ」

　はい、とアリアは答えた。そうか、事情を知らない人から見たらそういうふうに見えるのか、今度から気を付けよう、などと思いつつ。

「悪かったね、変なこと言って」

「いえ、わたしこそ、この前、失礼なこと言ったし……」

「失礼なこと？」とエリィは首を傾かしげた。

「エリィさんのこと、女の人なんだ、って。飛空船の技師って、男の人のイメージがあったから……」

　ああ、とエリィは大きな声で言って、からからと笑った。

「いいよ、そんなの気にしなくて。言われ慣れてるからさ」

「エリィさんは、どうして飛空船技師に？」

「ん？　ああ、小さい頃に飛空船を見て憧れてね。家族がいるから飛空船乗りにはなれないと思ったから、技師になったのさ」

「そうだったんですか……すごいですね」

　アリアより三つ年上なだけだというのに、こうして自分のドックを持って、周囲の島にその腕の良さを知られるまでになっている。簡単そうに言っているが、決して楽な道ではなかったに違いない。

「あんたは？」

「へっ？」急に自分に話を振られてアリアはきょとんとした。

「両親を見つけて、その先はどうするのさ。何か目標とかないのかい？」

「わたしは……」

　アリアは愕がく然ぜんとした。将来の目標などと言われても何も思いつかなかったからだ。

　幼い頃からずっと、干渉力のことで悩んできた。そして、そのために周囲に埋もれることを優先してきたのだ。将来の夢なんか聞かれても適当にその場その場でごまかしてきた。泊はく人とには出会ってすぐにそんな悪癖を見抜かれて、やめろと厳しく言われたが。

「じゃあ、好きなこととか、得意なことはないのかい？」

「好きなことや、得意なこと……？」

「ああ。別に今、目標がなくたっていいと思うよ。あんたはこれから泊はく人とさんといろんな島に行くんだろ？　そのときに自分の好きなことや得意なことがあれば、それが目標を探す道しるべになるんじゃないかと思ってね。両親を探すついでに、考えてみたらどうだい。目標ってのは、案外、前に進むための力になるよ」
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「も、もう勘弁してくれ……」

「別に、あんたたちが動かなければ何もしないさ」

　泊はく人とはそう言って、頭を抱えてうずくまり、怯おびえた声を出す大男を見下ろした。周囲には同じように転がり、呻うめいている男たちが十人弱。全て泊はく人とがやったものだが、自身はかすり傷ひとつ負っていない。

「あ、あんた何者だよ……」

　雑居房で最初に声をかけてきた瘦せた男が、腰を抜かして石床の上に座り込んでいた。

「オレは泊はく人と。飛空……あー……せこい食い逃げ泥棒だ。あんたがこの房のリーダーか？」

「絶対噓うそだろ……こんな腕っ節の強い食い逃げがいてたまるかよ……」

「あんたがこの房のリーダーか？」

　全く同じ口調で質問を繰り返しただけだったが、男はびくっと肩を震わせた。

「あ、ああ、そうだよ。俺がこの房を仕切ってるリンドだよ」

「あんた、この監獄で商売をやってるか？」

　泊はく人との問いにリンドは目を丸くした。一瞬視線を逸そらしたが、ごまかすことはできないと踏んだのかすぐに頷うなずいた。

「あ、ああ、やってる。それも俺が取り仕切ってる」

「なるほど」

「だ、だけどどうしてそんなこと知ってるんだ……」

「それはあんたには関係のないことだ」

　これだけ巨大な刑務所だから、内部で何らかの商活動があることは予想がついていた。恐らくは刑務の隙を突いて行われているのだろう。

　実のところ、泊はく人とはその運営に携わる者に会うことを第一の目標に据えていた。だからこそ、そのような者に近いであろう罪状をでっちあげて収監されたのだ。リンドに確認したところ、リンドもまた数百件の詐欺で捕まったということだったから、目もく論ろ見みは当たっていた。

　それにしてもその頭目と同じ房に入れたのは幸運だった。もちろん、下したっ端ぱに遭遇してもそこから辿たどるつもりではあった。いきなり荒事になるとは思わなかったが。

「探して欲しい奴やつがいる」

　それまで半ば怯おびえていたリンドだったが、泊はく人とがそう切り出すと途端に商売人の目つきに早変わりして、おもむろに立ち上がった。

「なるほどな、探し人か。それであんたみたいな人がね。で、誰を探してるんだ？」

「グスク・アロイだ」

「グスク・アロイ」リンドは少し驚いたように眉を動かす。「また懐なつかしい名前を聞いたな……。この刑務所にいるのか？」

「ああ、いるはずだ。顧客リストはないのか」

「そんなやばいもん作らねえよ。バレたら吊つるされちまう。末端の奴やつらが自分の客を頭ん中に入れてるんだよ」

「あんたならそいつらから情報を取れるんだな？」

「ああ、もちろんだ。ただ」リンドがにやりと笑う。「分かってもらえるよな？」

「対価か」

　たくましい奴やつだ、と泊はく人とは鼻を鳴らした。自分が暴力に訴えたらどうするつもりなのか。が、こうでなければこんな場所で商売の元締めなどできるはずもない。

「これでいいか」

　リンドは手渡された麻袋を見て驚きに目を見開いた。

「タバコじゃないか！　しかもこりゃ高級品だな。こっちは……まさかコーヒーか！　どうやって看守たちにバレずにこれだけのもんを……」

「看守にはそれ以上のものを摑つかませた。それだけだ」

　要するに賄賂だ。決して安くはないものだが、エリィは必要経費としてすんなり支払ってくれた。あの飛空船ドックは思った以上に上う手まくいっているのだろう。

「驚いたな……。どうしてそこまでしてグスク・アロイを……いやいや、詮索はよしとくか。それよりもこりゃ貰もらいすぎだな。何か他にもあれば言ってくれよ」

　そのまま取っておけばいいものを律りち儀ぎな奴やつだ、と泊はく人とは思う。

「律りち儀ぎだ、とか思ってんだろ。でもな、こういう場所じゃ儲もうけすぎるとその重みですぐに落っこちるのさ。他の奴やつらの反感を買ってな」

「そういうものか。じゃあ二つ聞きたいことがある。あんた、イングラムって名を知ってるか？」

「イングラム？」リンドが眉を顰ひそめる。「またずいぶんきな臭い名前が出てきたな」

「きな臭い、とはどういうことだ」

「まあ、普通はただの名字なんだけどな。裏の世界じゃ犯罪組織の名前でもある。ずいぶん前に潰れたから、今となっちゃ知ってる奴やつもほとんどいねえが」

　犯罪組織、と泊はく人とは呟つぶやいた。

「何をしていた組織だ」

「窃盗、強盗、殺人、人身売買、クスリ。何でもありだったな」

「潰れたというのは確かな情報なのか」

「ああ、間違いない。ここ十年くらい活動の情報がないからな。潰れた理由までは知らんが」

「そうか……。もう一ついいか」

「ああ、何でも聞いてくれ」

　リンドは泊はく人とがイングラムという名について質問した理由を訊きかなかった。それがこの裏の世界で長生きするコツなのだろう。

「グスク・アロイがここに捕まっている罪状に心当たりはあるか？」

　リンドは肩をすくめる。

「そりゃ分からねえな。俺はグスク・アロイがこの監獄にいることすら知らなかったんだから。だが、調べさせることはできるぜ」

「いいのか？」

「ああ。大した労力にはならんし、乗りかかった船だ。それにこんなところの生活にゃあ、ちょっとした刺激も貴重なんだよ」

　それからグスク・アロイの居場所を含め全ての情報が判明したのは、数日後のことだった。
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「あんた、今日はうちで食べていきなよ」

　そんなふうにエリィから言われたのは、飛空船ドックでの作業が一段落して、いよいよ監獄島へ泊はく人とを迎えに行く前日の夕刻のことだった。

「うち……ってここじゃないんですか？」

　アリアは首を傾かしげた。この数日、エリィとともにドックで寝泊まりをしていた。そしてそこには一通り人が生活できるだけの設備があったので、アリアはエリィがここに住んでいるものだと思い込んでいたのだ。

「いいや、ここに泊まるのは仕事が忙しいときだけだよ」

　それからドックを出て、三十分ほど歩いたところでいくつか平屋建ての民家が見えてくる。窓から漏れるランプの光が薄暗い道に落ちていた。微かすかにシチューの匂いが漂ってきてアリアは空腹感を覚えた。

　あそこだよ、とエリィがいくつかの民家のうち一軒を指してから、アリアを見つめてきた。

「な、何ですか？」

「やっぱ心配なんだね、あの人のこと」

　その言葉にアリアは目を見張る。

　胸を締め付けられるような気持ちになった。

「信用してるつもり……なんですけどね」

　泊はく人とが腕うで利ききであることはアリアもよく理解していた。だが、脱獄決行の日が近づくにつれて、少しずつ緊張と不安が腹の底に降り重なっていた。前日になって、それは苦しいほどになっている。

「やっぱり大切な人なんだね」

　エリィに言われて、アリアは肯定も否定もできなかった。

「信用していても、心配なものは心配さ。自分をごまかすことはないよ」

「そう、ですね……」

　干渉者にとって大切なのは自分の心と向き合うこと──それは泊はく人とが教えてくれたことだ。決して己の気持ちに噓うそをついてはいけない、力の暴走を招くから、と。

　深呼吸をしながら自分の不安に向き合うと、気持ちに少しだけ余裕ができた。エリィが自分の様子を気にかけて食事に呼んでくれたのだということにも気付く。

　と、そのときエリィの家から誰かが出てくるのが見えた。

「あ、お姉ちゃーん！　おかえりー！　ごはんできてるよー！」

　ぶんぶんと手を振る女の子にエリィも苦笑を浮かべながら手を振り返す。

「あたしの妹。あんたと同じ十六歳だよ」

　アリアたちが家に着くのを待たず、彼女はぱたぱたと走り寄ってきた。

「おかえり、お姉ちゃん。お客さんもいらっしゃい。私、エリィの妹のマールです」

　マールがはあはあと息切れしながら満面に笑みを浮かべ、エリィは仕方ないなあという表情でそれを見ていた。アリアも自己紹介をする。

「あたしと違ってかわいいだろ」

　答えに窮したアリアは乾いた声で笑った。確かにマールはエリィよりも柔らかな雰囲気を漂わせている。髪も服装もお洒落で、機械油の汚れにも頓着しないエリィとは対照的だ。

「髪の色とか、目元とかよく似てます。姉妹きようだいだなって感じ」

　エリィとマールは顔を見合わせてから、揃そろってはにかんだ。

「それにしてもあんた、もうすぐ結婚するんだからもうちょっと落ち着きなよ」

「えー？　結婚したら落ち着くよ。今はいいじゃん」

　マールは甘えるようにエリィの腕に抱きつく。

「結婚するんですか？　おめでとうございます」

「ありがとうございます。来月、式を挙げることになってるんです」

　アリアは自分と同い年のマールが結婚するという事実に少し驚いた。

「話は中でしようか」

　エリィがさらに話し込みそうなアリアとマールを遮って言った。

「あ、はい、そうですね。他の家族の方にもご挨拶したいし」

　アリアがそう言うとエリィはおやという表情を浮かべた。

「ああ、言ってなかったね。うちはマールとあたしだけなんだよ。あたしたちの両親はずっと前にあたしたちを捨ててどっか行っちまったから」

「えっ……」とアリアが言葉に詰まると、エリィは苦笑した。

「いいよ、別に気にしなくて。もう昔のことだから」

「そうそう。私なんて全然覚えてないし！」

「あんたはもうちょっと気にした方がいいよ」

　エリィの説明によれば、両親は姉妹きようだいがまだ幼い頃に失踪し、その後はこの島の町の人たちに世話をしてもらいながら二人で生きてきたのだという。

　けれど、アリアが戸惑ったのは彼女たちの繊細な過去に不用意に触れてしまった罪悪感だけが理由ではなかった。それ以上に二人が両親に捨てられたという事実そのものが、アリアの心に棘とげのように刺さったのだった。

「さ、食事にしよう。もうお腹なかペコペコだよ！」

　少し暗くなった空気を吹き飛ばすようにエリィが言う。

「アリア？」

　歩き出そうとしたエリィは、怪け訝げんそうにアリアの顔を覗のぞき込こんでくる。

　アリアは自分が立ち尽くしていたことに気付いて「あ、ごめんなさい」と謝った。

「どうしたんだい、ぼーっとして」

「ちょっと疲れたみたいです」とアリアは笑ってみせた。

　けれどエリィはそれではごまかされずにアリアをじっと見つめた。

「両親のことかい？　あんた、探してるって言ってたけど……」

　アリアは驚いてエリィを見つめ返した。それは何より雄弁な肯定だった。

「何となくだよ。あんたが独りで無人島にいたって聞いたときから、自分だったらどんなふうに感じてたかなって思ってさ」

「……エリィさんだったら、どんなふうに、感じますか？」

「最初は怖くて不安だよね。状況はよく分からないし、記憶もないし、両親もいないんだから。でも、しばらくして、両親が迎えにも来なかったら、こう思うと思うんだ。あたし、捨てられたのかなって。たぶん、あたしには捨てられた経験があるから、そう思っちまうだけなんだろうけど」

　少し躊躇ためらってから、アリアは小さく頷うなずいた。

　自分は捨てられたのかもしれない──泊はく人とと出会った島で、アリアはそんな不安を押し殺していた。そのせいで力が暴走してしまったところを泊はく人とに助けられて今に至る。

「エリィさんの言うとおりです。泊はく人とさんのおかげで、今はもう冷静になってますけど……」

　それでも、ふとした瞬間に不安に襲われることはある。その不安に向き合うことが大切なのだと、泊はく人とは教えてくれた。

「そうかい」

　とエリィは言って、それからアリアの頭をぽんぽんと撫なでた。

「エ、エリィさん？」

「ああ、ごめんごめん、マールにいっつもこうしてたからさ。癖で。悪かったね」

「い、いえ……」

　実は少しだけ不安が和らいだような気がしていた。出会って間もない他人相手なのに不思議なものだと思う。たぶん、ずっと妹を大切に守ってきたエリィの人柄なのだろう。

「よく分からないけど、大丈夫だよ、アリアさん！　ごはん食べれば元気になるよ！」

　マールの能天気な言葉に、アリアとエリィは顔を見合わせ、それから二人揃そろってふふっと噴き出した。

「まあ、マールの言ってることもあながち間違っちゃいないけどね。腹が減ってたり、疲れてたりしたらよくないこと考えちまうもんさ」

「そうですね」アリアは笑いながら同意する。「なんか、お腹なか減ってきました」

　それから三人はエリィの自宅で食卓を囲み、夜はゆっくり更ふけていった。

　そして日付が変わる頃、アリアとエリィはひっそり島を出発した。
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「あんたがグスク・アロイか」

　泊はく人とは鉄てつ扉ぴを開けるなり、押し殺した声で訊きいた。

　脱獄決行の日の夜明け前。

　元々いた雑居房は隠し持った針金で解錠して脱出し、リンドの調べた情報を元に、監獄の中でもほぼ最上層に存在する独居房に向かった。

　そこへ至る螺ら旋せん階段は一本道だった。途中何度も巡回の看守と鉢合わせしそうになったが、泊はく人とは何とかそれをやり過ごしつつ、グスク・アロイの房へと到達したのだった。

「……ああ、そうだが。おまえは誰だ」

　グスクは独居房の奥に座ってこちらを見ていた。

　すえた臭いが鼻につく、ひどく狭い房だった。両手を伸ばせばつきそうなくらいの幅で、奥行きは十歩ほどもない。粗末な便所が一つと、ボロボロの毛布が一枚あるだけで、それ以外は椅子の一脚もなかった。奥の壁には明かり取りの小さな格こう子し窓まどがあって、そこから夜明け前のぼんやりした光が差し込んできている。

　グスクの髪と髭ひげは無造作に伸び、身体は見るからに不健康そうに瘦せている。長い監獄での生活があったにしてもひどい有あり様さまだった。ただその双そう眸ぼうだけは信念の灯火が宿っているかのように輝いていた。

「オレは泊はく人と。あんたを脱獄させるために来た」

「いらん。もう俺は外の世界に興味はない」

　信用できないという理由で断るのではなく、外の世界に興味がないという拒絶。

「あんた、殺人罪でこの監獄に入ってるらしいな」

　グスクがすっと目を細めた。強い眼光が泊はく人とに刺さる。

　それはリンドに頼んで手に入れた情報だったが、盗賊行為か何かで収監されていると思っていた泊はく人とにとって意外なものだった。

「それがどうした。おまえには関係のないことだ」

「オレには、な。一つ言い忘れてたが、オレはある人物の依頼を受けてここに来た」

「依頼……だと？」

「ああ。依頼者の名はエリィ・イングラム。腕のいい飛空船技師だ」

　長い前髪の下でグスクの目がわずかに見開かれる。

　依頼人のフルネームを告げること──それはエリィから事前に頼まれていたことだった。それがいったいどんな意味を持つのか、泊はく人とはまだ理解できていなかった。

　だが、その言葉は明らかにグスクの意志を変えたようだった。

　グスクがゆっくりと立ち上がったのだ。ただ、それもままならないほどに衰えているのか、壁に手を突いてなお脚が震えていた。

「どうやって脱獄するつもりだ」

「混乱に乗じて」

　泊はく人とがそう言った直後、下の方から無数の喚声が響き渡った。

　続けて多数の怒声と足音。

　それらは区別できないほどに入り交じり、その混乱ぶりが伝わってくる。

「……何が起きた」とグスクは警戒するように訊きく。

「この房に来る途中でいくつかの房に寄ってきた」

　それは巡回の看守をやり過ごすためだったが、同時にもう一つの目的があった。

「そこで房から出て騒ぎを起こすよう頼んできた」

　協力した囚人たちには後日リンドから報酬を渡してもらうことになっている。

「その混乱に乗じて脱獄するというわけか。だが、足はどうするつもりだ」

「仲間が飛空船で拾いに来ることになってる」

「バカな」とグスクは眉根を寄せた。「監獄島の周りには十隻以上の警戒艇が飛んでいるのを知らないのか」

　そのときだった。

　爆発音が響いた。それも一度ではなく、およそ十回ほど立て続けに。

「もう一つ、奴やつらに頼んでおいたことがある」

　泊はく人とは小さな明かり取りの格こう子し窓まどから監獄の外を観察してから、グスクにも「見てみろ」と告げた。

　監獄の中層付近から黒い煙が上がっていた。監獄の壁から何人かの囚人たちが身を乗り出し、騒ぎ立てている。そこは本来身を乗り出せるほどの穴はないはずの場所であり、それがつい今しがたの爆発によるものだということは明らかだった。

　その周囲に何隻かの警戒艇が集まっており、デッキに出た看守が監獄に向かって銃を向けていた。

「警戒艇を引きつけたのか……！」

　似た状況は少し離れた場所でも起こっており、ほとんどの警備を釘くぎ付づけにしている。

「そういうことだ。付いて来い」

　泊はく人とはグスクを先導して独居房を出る。螺ら旋せん階段の下の方から囚人たちの騒ぐ声とそれを止めようとする看守たちの声が響いてくるが、まだこちらの動きに気付いた様子はない。

　泊はく人とはタバコの巻紙を外して中身を取り出し、螺ら旋せん階段の内周壁に埋めていく。

「それは？」

「火薬だ。耳を塞いでろ」

　着火。ドン、という小さな破は砕さい音おんが響き渡る。先ほどの爆発音と比べるとかなり控え目で、囚人たちの騒ぎに紛れてしまうほどだ。

　壁を四角形に切り取るように煙が立ち上っていた。人が通れる程度の大きさだ。泊はく人とが足で強く押すとそれはゆっくりと向こう側へずれていき、やがて外へ落ちていった。

　強い光が風とともに入り込んでくる。

　そこは円筒状の監獄の内周側であり、開けた穴から外を見るとぐるりと監獄が屹きつ立りつしている。監獄の東の上端から昇りつつある朝日が、澱よどみを吹き飛ばすような鮮烈な光と風をもたらしていた。まるで夜明けの山脈を前にしたかのような荘そう厳ごんさすら感じさせる。

　普段であれば内周側にも一、二隻の警戒艇がいるはずだが、今は環ドーナツの外側で起きている騒動に対処するために全て出払っている。

「あれだ」

　泊はく人とは穴から顔を出し、監獄の直上を見て告げる。

　朝日によってオレンジ色に染まった空に、飛空船クロート号が浮かんでいた。
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　アリアは緊張した面持ちで飛空船の操そう舵だ室しつから遥はるか下方を見つめていた。

　そこには環ドーナツ状じようの監獄が浮かんでいる。

「監獄島上空に到達。船の方は何とか安定したよ」

　そう告げたのは操そう舵だ輪りんを握るエリィだ。

「とんだじゃじゃ馬だね。あの泊はく人とって男、これを一人で操縦してるなんてどんな腕してるんだい。っと、そんなこと言ってる場合じゃなかったね。どんな様子だい？」

「警戒艇は壁の外側で起きてる暴動にかかりきりでこっちに気付いてません。今のうちに降下しましょう」

「あいよ。改めて考えると……とんでもない作戦だね」

「本当に……」

　アリアの手には汗が滲にじみ、口の中はすっかり渇いていた。

　監獄内で暴動を引き起こし、さらに警戒艇を外周の中層付近に釘くぎ付づけにする。そうすることで警備が手薄になり、遥はるか上空にまでは注意の目が向かなくなった。アリアとエリィの乗ったクロート号はその隙を縫って監獄島の直上に到達していた。この日は上空に雲が多く、隠れる場所が多かったことも幸いした。

　飛空船が徐々に高度を下げていく。

「見えました！　九時の方角！」

　監獄島の環ドーナツの内側から僅かに黒煙が上がっていた。

　望遠鏡で観察すると、そこには確かに泊はく人とがいた。その隣にはもう一人の男がいるから、それがグスク・アロイだろう。

　飛空船が降下しながら、監獄島上層の内側の壁へと接近していく。

　壁面との接触を避けるために速度はもどかしいほどにゆっくりで、しかも気流が乱れているせいで最短のルートを辿たどることもできず、アリアは心の中で何度も早く着けと唱えた。

　そして、ようやく飛空船が目的の高度に到達する。

「泊はく人とさん！」

　アリアは操そう舵だ室しつのドアを開け放った。壁を吹き下ろす風が飛空船にも吹き込んできて髪を激しくなぶる。

　泊はく人とがこちらを見て頷うなずく。

　アリアは準備していた梯はし子ごを壁に開いた穴へと水平に渡す。飛空船の姿勢が安定しないせいで何度も外れかけたが、何とか梯はし子ごを架けることに成功した。

「急いで！」

　まず泊はく人とに促されたグスクが梯はし子ごに身を乗り出し、低い姿勢で這はうようにしてこちらへ移動してくる。強い風と飛空船の揺れで歩いて渡ることができないのだ。途中、何度かバランスを崩しかけたが、それでもグスクは何とか渡りきった。

「泊はく人とさんも、早く！」

　しかし泊はく人とが梯はし子ごに足をかけようとした瞬間、強い風が吹いた。

　船体が壁から離れ、梯はし子ごが落ちる。

　アリアはあっと息を吞のんで、遥はるか下方の雲海へ向かって落ちていく梯はし子ごを見た。

　危ないところだ。少しタイミングが遅かったら泊はく人とも一緒に落ちていただろう。

「予備の梯はし子ごを架けるから！」

「駄目だ！　もう時間がない！」

　泊はく人との応えにアリアは愕がく然ぜんとした。

「だ、駄目って、じゃあどうするの！」

「オレはここから跳ぶ！」

「と、跳ぶって……届かないよ！」

「もし届かなかったらおまえの『風』で補助しろ！」

「う、噓うそだよね!?」

　アリアは自分の耳を疑った。

　干渉力の訓練は続けている。だが、まだ思いどおりに力を発現させたことは一度もない。しかし泊はく人とはそんなことを忘れてしまったかのように、助走するために後ろに下がった。

　この人、本気だ──アリアは心臓をぎゅっと握りつぶされたような恐怖を感じた。かちかちと歯が震える。

「だ、駄目だよ！　やめて！」

　だが泊はく人とはアリアの言葉を無視して走り出した。

　アリアは慌てて干渉力を発動させる準備をする。

　目を閉じ、心を集中する──突発的な状況だが案外そこまでは上う手まく進んだ。日々の練習が功を奏したのかもしれない。

　世界に干渉して風を起こす想像をしようとしたとき、心の裡うちをよからぬものが埋め尽くす。幾度も干渉力を暴走させてきた幼い頃からの記憶だ。

　アリアはその記憶を直視する。干渉力の練習の中で自分の心に向かい合えと言われて、そうすることには慣れていた。だがそうしてもなお、練習では思いどおりに力を発現させることはできなかった──そのことに気付いて、唇を嚙かみしめた。

　アリアは目を開く。それは泊はく人とがちょうど跳躍した瞬間だった。

「やれ！」と泊はく人とが言う。
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　できっこない、とアリアは泣きそうになる。

　けれど泊はく人との跳躍は飛空船に届くか届かないか、微妙なところだ。

　脳裏に浮かんだ結末に全身の血の気が引くのを感じた。

　やるしかないんだ、と思い知らされる。

「泊はく人とさん！」

　もう迷っている時間はない。

　目の前のことに集中するしかないんだ。

　泊はく人との跳躍はやはりほんの僅かに足りず、その身体はただ物理法則に従って雲海へ墜おちようとしていた。

　もう一度目を閉じて、大気の流れを思い描く。

　少しでいい。あの人の身体を掬すくい上あげ、後押しをするための風を起こすのだ。

　次の瞬間、アリアの正面から強い風が吹いた。

　ほとんど同時に何か大きなものがぶつかる衝撃がアリアの身体を襲った。

　何の備えもできていなかったために、後ろに吹き飛ばされるように倒れ込む。

　閉じていた目をさらにきつく閉じたアリアだったが、倒れる途中で身体が反転して、床にぶつかる代わりに誰かの太い腕に抱え込まれた。

　身体を起こしながら恐る恐る目を開くと、アリアのすぐ下には泊はく人とがいた。

　泊はく人とが無事飛び移ったのだということ、その泊はく人とにぶつかられて倒れたのだということを理解して、安心したアリアの目に涙が染しみ出だしてくる。

「ばかぁ……。何してんの……？　死んじゃうかと思ったじゃん……」

「重い……」

「あ、ご、ごめん」

　アリアは慌ててどいて、泊はく人とを助け起こした──重いとは失礼な。

「け、怪け我がはない？」

「問題ない。ったく、順番が逆だろう」

「ご、ごめんって」

「だが、助かった」

「……へっ？」

「ようやく、操れたな」

「う、うん！」

　泊はく人とはアリアの肩を叩たたいて、それから隣に座り込む男に目を遣やった。

「生きてるか。グスク・アロイ」

「ああ」

　グスクは飛空船の窓から眩まぶしそうに空を見ていた。

「現役時代もこんな無茶はしたことがない」

　グスクがゆっくりと身体を起こす。

　そして泊はく人との方を見て、それからゆっくりと視線を動かした。

「君が、エリィ・イングラムか」

　そこには操そう舵だ輪りんを握るエリィがいた。

「ああ。無事、逃げ出せたみたいだね。安心したよ」

　エリィはそう言って微ほほ笑えみ、しばしグスクを見つめた。

　それから泊はく人ととアリアに視線を移すと「ありがとう」と言った。

「こんな危険なことに巻き込んですまなかったね。本当に感謝してる」

　泊はく人とは鼻を鳴らし、整備の済んだ操そう舵だ室しつを見回し、エンジンの音に耳を澄ませた。

「気にするな。十分な報酬は貰もらってる」

「そう言ってもらえると助かるよ」エリィは表情を崩した。「さあ、見つかる前に逃げよう。帰りの操そう舵だはあんたに任せるよ。この船はあたしの手には負えないからね」




　　　　◇




　帰島した夜、エリィはグスクとともに暗闇の道を静かに歩いていた。

　家で開かれている酒盛りの様子を思い出してふっと笑う。

　アリアは一滴も酒を入れていないのに、まるで酔っ払ったようになって騒いだり歌ったりしていた。妹のマールとその恋人もそれに参加してみんなでコーラスを始めたが、ただ一人、酒を飲んでも全く様子の変わらなかった泊はく人とがそこに巻き込まれてひどい表情をしていた。

「面白い奴やつらだったねえ」

「ああ、実に」

　マールとその恋人には今回の一件については隠していたので、グスクのことは客人とだけ伝えておいた。

　こうして二人で外を歩いているのは、グスクが酒盛りでしばらく楽しく過ごしたあと、夜風に当たりたいと言ったからだ。エリィがその案内を買って出たのだった。

「それにしてもあのアリアという子の歌は抜群だったな。驚いた」

「あの子、飛空船の修理を手伝ってくれてるときもよく歌っててね。あの子の歌を聴いてると、なんかこう、前向きな気持ちになれるんだよね。近くを通りかかった町の奴やつらがファンになってて笑えたけど。金取ろうかと思ったくらいさ」

　エリィがそう苦笑すると、グスクもつられて微笑を浮かべた。

「ところでエリィ、泊はく人とから君は腕のいい飛空船技師だと聞いたが」

「ああ、そうだよ。腕がいいかは知らないけど、あの人がそう言ってくれるのは嬉うれしいね」

「女が技師を目指すのは大変だっただろう。周りに反対されなかったか」

「いいや。町の人たちは応援してくれたよ」

「そうか、それならよかった」

　グスクは穏やかな笑顔で頷うなずく。

「君の妹ももうすぐ結婚するそうだな」

「ああ。町の商人とね。いい奴やつだっただろ？　おかげで踏ん切りがついたよ」

「踏ん切り？　おっと……」グスクは立ち止まった。「行き止まりだな」

　そこは島の端の断崖だった。

　遮るもののない視界には星空が広がり、眼下には銀光に照らし出された雲海があった。ずっと遠くにはごく小さなオレンジ色の光が揺らめいていたが、隣島の生活の光だろう。

　グスクはしばらくその光景を眺めてから、ゆっくりと振り返った。

「ありがとう、エリィ。酔いは覚めた。戻ろう」

「そうかい、ちょうどよかった」

　エリィの手には銃が握られていた。

　グスクは目を見開いて銃をじっと見つめ、それからエリィに視線を戻した。

　なぜ、と。

「できれば素面しらふで、絶望を嚙かみしめながら死んでもらいたかったからね」

　銃口は真まっ直すぐにグスクの心臓へと向いていた。

　エリィの言葉にグスクの顔が歪ゆがんでいく。

「つかの間の解放感と希望。そこから訳も分からず引きずり下ろされる絶望。その表情が見たかったんだよ、あたしは」

「エリィ……」

「あたしは、この瞬間のために生きてきたんだ」

　エリィが引き金に指をかけ、まさにグスクに銃弾を撃ち込もうとしたそのとき──




「駄目！」

　アリアは思わず大きな声で叫んでいた。

　目の前で起きていることが信じられなかった。

　泊はく人とに二人を追うように言われて来てみれば、エリィが自分の意志で助けたはずのグスクに銃口を向けている。

　いったい何な故ぜ。

　エリィが横目でアリアの方を見た。

「余計なのが来たね」

「エリィさん、どうして……」

　やれやれといった様子でエリィが首を振った。

「最初からこれが目的だったんだよ」

「最初から……って、泊はく人とさんに脱獄を頼んだときから？　どうして!?」

「うるさいね。あんたは引っ込んでな」

　エリィは鋭く言い放つとグスクに視線を戻した。

「やめてください！　そんなことしたらマールさんが悲しみます！」

「これはマールのためでもあるのさ」

　エリィはグスクに睨にらみを効かせたまま口の端はを吊つり上あげる。

「どうして……グスクさんはエリィさんの恩人じゃなかったんですか……？」

「恩人？」エリィは失笑する。「それはあんたが勝手にそう思い込んでただけだよ。義賊ってイメージからね。このグスク・アロイって男はね……」

　エリィの言葉が震える。

「この男はね、あたしたちの大切な人を殺したんだ」

　夜の闇にエリィの言葉が吸い込まれていく。

　銃口を突きつけられたグスクは、静かな目でエリィを見つめていた。

「大切な人を……殺した……？　エリィさんの大切な人って……」

「孤児院の院長だよ。親に捨てられたあたしたちを拾って育ててくれた、ね」

「え……？　そ、そんな……何かの、間違いじゃ……？」

「間違いなんかじゃない！」

　エリィの激情にアリアはびくりと肩を揺らした。

「この男はあたしと妹を誘拐するところだった。だけど院長はそれを見つけて、助けようとしてくれたんだ。それをこの男は殺した。あたしたちの目の前でね。妹は小さかったから覚えてないけど、あたしはしっかり覚えてるよ」

「そ…んな……」

　衝撃的な事実を聞かされて、アリアは言葉を失った。

「でも、どうしてそんなこと……」

「知らないよ。この男はあたしたちをこの島まで連れてきて、そこで邪魔になったんだろうね、捨てて逃げたのさ。監獄島にいるのを知ったときは笑っちまったけどね」

　エリィは鼻を鳴らしてから、嗜し虐ぎやく的てきな笑みをグスクに向けた。

「グスク・アロイ、あんたはそんなことなんて忘れたんだろうね。泊はく人とさんには脱獄する前にあたしの名前を伝えるように頼んどいたんだ。院長の姓を聞いて、もしあんたが脱獄を思いとどまったら、もうそこで復ふく讐しゆうも諦めようかと思ったんだけどね。それが思いとどまるどころか、不用心にこんな場所まで来ちまってさ」

　グスクが目を瞑つぶり、後悔を吐き出すように深く息をした。

　夜の島に重苦しい静寂が満ちて、その場にいた全員がそれ以上何も言わなかった。だが、

「その男は忘れてなんかいない」

　その場に姿を現した泊はく人とだけは例外だった。

「泊はく人とさん！」

　アリアは情けない声を出し、対するエリィは凄すさまじい剣幕で泊はく人とを睨にらみ付つけていた。

「どういうことだい」

「言葉どおりだ。グスク・アロイは忘れていない。エリィ、あんたのことも、あんたの妹のことも、あんたの大切な孤児院の院長とやらのこともな」

「覚えてたら、こんなふうにのこのこ付いてこないだろ！」

「覚えてたから、付いてきたんだ。そいつは最初、脱獄を断った。なのに、あんたの名前を告げたらわざわざ脱獄の覚悟を決めた」

「……どういうことだい？」

　エリィは困惑して眉根を寄せた。それが彼女の考えの真逆だったからだ。自分が殺した相手のことを覚えていたらその親族の名前を聞いて不用心に現れるはずがない、と。

「さあな、それに答えるのはオレの役目じゃない。ただ一つはっきりした事実がある。その男が殺したのは、孤児院の院長なんかじゃない」

「は……？」

　予期していない言葉をかけられたとき人は表情を失う。

　エリィの反応はまさにそんなものだった。

　動揺を隠しきれないままエリィは首を振り、声を絞り出す。

「こいつは確かに院長を殺した。あたしはそれを見たんだ！」

「じゃあ、こう言えば分かるか？　あんたを育て、あんたが孤児院の院長だと思っていたのは、偽にせ物ものだった」

「に、偽にせ物もの……？　何を訳の分かんないでたらめを……」

「監獄島で確かな筋から手に入れた情報だ。当時、赤ん坊や幼児を攫さらって育てて各所に高値で売りつける奴やつらがいた」

　そんな非道が、とアリアは衝撃を受けた。と同時に、泊はく人とが監獄でそんな情報収集をしていたことに半ば驚き、半ば呆あきれた。

「そ、それがあの孤児院だったって言うのかい!?　どこにそんな証拠が……！」

「最後まで聞け。そいつらは色々な島にわたる犯罪組織を築いてた。その名が」

　泊はく人とは少し間を置いてから言った。

「イングラムだ」

「は……」

　エリィは愕がく然ぜんとした。混乱の嵐が彼女の内で吹き荒れているのが伝わってくる。今ならグスクは銃口から逃れることができるだろう。だが、グスクは静かに銃口の前に立ち続けていた。

「グスクはその組織を壊滅させた。つまり、その男はあんたたちを人身売買から助けたんだ。それにな、この町の奴やつらがどうしていきなり現れたあんたたちの面倒を親切に見ようとしたと思う？　そいつが大金渡して、丁寧に頭を下げたからだ」

「うそだ……」

「噓うそだと思うなら町長に訊きいてみろ。さっきちょっと町に行って話をしたら教えてくれた。犯罪者との関わりを隠すためにずっと黙ってたらしい。まあ、それもグスクの指示らしいがな」

　泊はく人とはエリィからグスクに視線を移した。

「合ってるな？」

　泊はく人との問いに、グスクは力なく頷うなずいた。

「……全部、あんたの言うとおりだ。十年以上前のことだ。その作戦の中で、俺はやむを得ず何人かの構成員を殺してしまった。その中に、この子のいた孤児院の院長役がいた」

「そ……んな……」

　エリィが震える手をゆっくり下ろしていく。

　拳銃を取り落とし、そのまま地面に尻をついた。

　泊はく人とはそんなエリィの様子を見て軽く息を吐いた。

「グスク、オレには分からないことがある。さっきエリィも訊きいたことだ。最初、オレにはあんたが監獄で一生を終えようとしているように見えた。それがどうして、エリィの名を聞いて脱獄することにしたんだ。恨まれている危険性は当然想像してたんだろ？」

　グスクは少し考えてから、諦めたように息を吐いた。

「俺の助けた子供が、元気でやってるか見てみたかったんだ」

　いや、とグスクは首を振る。

「自分のやったことが間違いじゃなかったと、知りたかったのかもしれない。俺は犯罪者とはいえ、たくさんの人間を殺した。だからあのまま牢ろう獄ごくで死ぬつもりだったんだ。だが、あんたが来た。そして昔助けた子供の名を告げた。魔が差したんだよ。俺は来るべきじゃなかった」

　グスクはそう言ってエリィを見た。

「元気にやっていてよかった」

　グスクの優しい瞳に、信じられないと言うように首を振るエリィの姿が映る。

「どうして言わなかった」エリィは震える声で訊きく。「そしたら、あたしも銃なんて……」

「すまなかった」

　グスクはそう言ってから少し考える。

「君の中の思い出を汚したくなかったんだ。誰かを愛して、愛された記憶はかけがえのないものだから。ああ、そういう意味では、この町の人たちは、君たち姉妹きようだいのことを考えてくれていたはずだ。さっきの泊はく人との説明だと、金に目が眩くらんだみたいに思ってしまうかもしれないが。彼らは俺が事情を説明したら、金の話をするより先に君たちの世話をすることを引き受けてくれた。彼らと一緒にいた君なら分かっているだろうが」

　エリィは潤んだ目で呆ぼう然ぜんと見上げていた。殺されかけたにもかかわらず、自分に対して怒りもしないどころか、エリィのことを優しく心配してくれる、目の前の仇かたきだったはずの男を。

「話が少し逸それたな。君に本当のことを言わなかった理由は、もう一つある。自分がしたことの責任は、受け入れるつもりだったんだ」

　だが、とグスクは首を振った。

「冷静になって考えれば、最悪の選択だ。エリィ、君は俺なんかを殺して人生を駄目にすべきじゃない。せっかく飛空船技師になったんだからな。あのときの子が、こんなに立派に──」

　グスクはエリィの頭を撫なでようとして、しかしまた自分の脇に下ろした。それから救いでも求めるかのように泊はく人とを見た。

「おい、泊はく人と。やっぱり俺のやったことは間違ってたんだろうな。俺はいらん憎しみを生んだ。他の島にも復ふく讐しゆうに囚とらわれてる子がいたらいけない。だから広めておいてくれ。グスク・アロイは死んだ、と」

「何を──」

　泊はく人とが真意を問おうとした瞬間、グスクは後ろに向かって地面を蹴った。

　その先に地面はない。あるのはただ虚こ空くうだけだ。

「アリア！」泊はく人とは叫んだ。

「はい！」

　その瞬間、断崖から凄すさまじい風が吹いた。

　それは人ひとりを吹き飛ばすのに十分な力を持っており、雲海の底に沈むはずだったグスクは、地面の上に叩たたきつけられていた。

「何だ、今のは……」

　呻うめきながら顔を上げ、それから何かに思い当たったのか愕がく然ぜんとアリアを見る。

「君は……まさか干渉者か……？」

　アリアは小さく頷うなずいた。他人にその力のことを知られるのは怖かった。けれど、続くグスクの言葉でそんな感情は吹き飛んだ。

「どうして死なせてくれない……」

「あなたが死ぬべき人じゃないからです！」

　アリアは力の限り叫んだ。

「だが、俺はたくさんの人間を殺した。報いを受けるべきだ」

「その代わりにたくさんの子供を助けました！　自分の人生を犠牲にして！」

　私財を捨て、監獄に囚とらわれて。

「だが、俺はその子たちに憎しみを植え付けた。中にはエリィのように目の前で大切な人を殺されたと思っている子だっているだろう。俺はそれを解き放ちたい」

「それは自分で直接謝りに行ってください！　グスクさんが死んで、わたしたちがそれを広めるなんてごめんです！」

「俺が……直接……？」

「あなたには自分のしたことを見届ける義務があるんです！　もしエリィさんのことみたいに何か間違いが起きてるなら、それに立ち向かわなくちゃいけない。報いを受けなくちゃいけないと思ってるなら、死ぬよりもすべきことがあるはずです！」

「義務……」とグスクが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　そのとき地面にへたり込んでいたエリィがゆっくりと立ち上がった。

　誰にも顔を向けず、遠くの星空を眺めるように立つ。

「結局、全部……あたしの勘違いだったってことだね」

　エリィは自分の気持ちを整理するように何度か深呼吸をして、

「ねえ、グスクさん」

　そう呼びかけた。そしてグスクの返答を待たずに言葉を続ける。

「あたしはさ、今まで信じてきたものが全部間違ってたって分かって、すごくショックだよ。悲しいし、腹も立つし……。すぐには受け入れられないかもしれない。だから、今この場であんたに謝ることもできないし、礼を言うこともできない」

「ああ、当然だ……」

　グスクは深く頷うなずいた。まるで謝罪のために深く頭こうべを垂れるように。

「だけどさ、よかったとは、思ってるんだ」

「よかった……？」グスクは顔を上げてエリィを見た。

「ああ。あたしたちは被害者としてここにいるんじゃない。助けてもらってここにいるんだって、知ることができて。それに」

　エリィはふうと息を吐いた。

「助けてくれた人が、あんたみたいな人でよかった」

「エリィ……」

「詳しく教えてくれないかい、あんたがしたことを。あたしは全部知って、それから前を向いて歩きたいんだ」

　グスクはじっと黙りこくる。

　自分がしたことと、それがもたらした現在、そして未来──それらにどう向き合うべきなのか。そんな葛藤がグスクの表情から伝わってくる。

　やがてグスクは頷うなずいた。小さくはあったが、迷いを振り切るようにはっきりと。

「俺にも、君たちがどうやって生きてきたか、教えてくれないか」

「ああ、もちろんさ」

　エリィは笑みを浮かべてグスクに手を差し出し、助け起こした。

　それからエリィはアリアと泊はく人とを見て頭を下げた。

「すまなかった。あんたたちを利用して、こんなことに巻き込んで」

「オレは別に構わない。代わりに飛空船も整備してもらったしな」

　その返答にエリィもアリアも苦笑した。

「でも、ありがとう。あんたたちのおかげで、取り返しのつかないことをしでかさなくて済んだ。それに大切なことを知ることができたよ」

「礼を言われるほどのことじゃない。依頼のついでだ」

「泊はく人とさん、そこは素直に『どういたしまして』でいいんだよ？」

　アリアがそう言うと、その場の全員が少し笑った。泊はく人とだけは憮ぶ然ぜんとしていたが。

「さあ、戻ろうか。マールが心配してるだろうから」

　そうしてエリィとグスクは来た道を戻っていく。

　そんな様子を見てほっとしたアリアは、泊はく人とに笑顔を向ける。

「一件落着だね」

「ああ。まったく面倒だったな」

　泊はく人とがやれやれというふうにタバコを吹かし始めた。

「あの二人が家を出てったときに、尾行しろなんて言うからびっくりしたよ。ちゃんと説明してくれないと」

「説明する時間がなかったんだ。オレはオレで町で裏を取る必要があったしな」

「まあ、それはそうかもしれないけど」

　やれやれ、とアリアは息を吐いた。

　それから遠ざかっていくエリィの後ろ姿を見て、彼女が優しい手で自分の頭を撫なでてくれたことを思い出す。その手が血に濡ぬれなくて本当によかったと思う。

「それにしても、今回は思わぬ収穫があったな」

　泊はく人との呟つぶやきにアリアは「収穫？」と首を傾かしげた。船を直してもらったこと以外に収穫と言えるほどの何かがあっただろうか。

「おまえがぶっつけ本番に強いことが分かった」

「それって……」

　泊はく人とが普段はあまり浮かべない薄い笑みを浮かべているのを見て、アリアは冷や汗をかく。

「干渉力のことだ。今回、二度も操れただろう」

「そ、それはそうだけど……」

「今後の参考にしよう」

「さ、参考!?　今後!?」

　泊はく人とは煙を吐き、アリアの叫びを無視して歩き出した。

「あ、ちょ、ちょっと待ってよ！　ぶっつけ本番を参考にするって、どういうこと!?　不安しかないんだけど！　ねえ、泊はく人とさん！　泊はく人とさんってば！」

　また目の前で空中を跳躍されたりしては、心臓がいくつあっても足りない。

　アリアは慌てて抗議しながら泊はく人との後を追いかけた。







幕まく間あい二　─Interlude 2─







　監獄島での一件が終わって、わたしたちはまた旅に出た。

　しばらくして風の噂うわさで、貧しい人たちに施しをして回る奇特な飛空船乗りのことを聞いた。金や食料を配り、仕事を手伝い、自立の支援をしているらしい。とても高性能な飛空船に乗っているらしく、その整備に携わったエリィという女性技師をべた褒めしてるとかなんとか。ちなみに、監獄島の脱獄の件は噂うわさにも聞かない。不祥事として握りつぶされたんだろう、とは泊はく人とさんの推測だ。

　それにしてもやっぱり泊はく人とさんはすごい人だと思った。あの監獄島から生きて脱獄できる人なんて、この世界にいったい何人いるんだろう。それも脱獄するだけじゃなくて、ちゃんと依頼の背景まで見抜いていたんだから。でも、

「泊はく人とさん、いくら報酬がよくてもこんな無茶な仕事は今回きりにしてよ」

　わたしは島を出てからそんなことを言った。

「別におまえは危ない目には遭ってないだろ。ああ、もしオレに何かあったら、この船をやるから両親を探す旅は──」

「じゃなくて！」わたしは叫んでしまった。「……心配だから。泊はく人とさんのことが」

　泊はく人とさんはわたしの顔を見てぎょっとしてから（たぶん泣き出しそうだったんだと思う。恥ずかしい……）、深々とため息を吐ついた。そして、

「なるべく、な。それ以上の約束はできん」

　と言ってくれたのだった。エリィさんによればこんな泊はく人とさんにも師匠みたいな人がいたらしいけど、どんな人だったんだろう。……今度ちゃんと聞いてみよう。

　そう言えばわたしも進歩があった。

　それは干渉力のことだ。

　泊はく人とさんと出会ってすぐは暴走するしかなかった力が、ようやく操れるようになってきた。監獄から落ちそうになった泊はく人とさんを助け、島の外へ飛び下りようとしたグスクさんを風で押し戻すことができた。

　どちらも大きな力じゃなかったけど、たぶん、わたしは自分の干渉力を生まれて初めて、誰かの役に立てることができた。

　大嫌いだったこの力が、誰かを助ける力になった。

　わたしはそのことがとても嬉うれしかった。泣きたくなってしまうくらいに。

　このまま頑張って練習していけば、いつか、もっとたくさんの人を助けることができるのかな。







第三話　繰り返しの島







　夜明け間もない時間。

　飛空船の操そう舵だ室しつはまだ薄暗く、中央の座席横に据え付けられた机の辺りだけがランタンの灯りでぼんやりと照らされている。その脇には泊はく人ととアリアが立ち、机いっぱいに広げられた紙を覗のぞき込こんでいた。

「これが空図だ」

　泊はく人とは手にしたリンゴを無造作に齧かじる。前に訪れた島の特産品で大量に買い付けたものだ。てっきり売りさばくのかとアリアは思っていたが、自分で食べるためだったらしい。後方の居室にはカゴ一杯に積み上がっており、よく飽きないなとアリアは少し呆あきれていた。気が向いたらアップルパイでも作ってあげよう。余ったらジャムかコンポートにすればいいか。

「浮遊島の地図みたいなもんだ。この黒い点一つ一つが浮遊島だ。見たことはあるな」

　机の上の紙──空図には無数の黒点が打たれている。

「うん、見たことは。読み方は分かんないけど」

　この数ヶ月で飛空船内の計器の見方や星空の観測方法など、飛空船の基本的な知識は泊はく人とが片手間に教えてくれたが、空図についてはまだ習っていなかった。

「あれ？　でも、浮遊島って動いてるよね？　こんな地図で位置を示せるものなの？」

　一ヶ月程度ではほとんど変わらないが、数ヶ月あるいは数年単位で浮遊島は空を動く。しかもその速さと方向は島によって異なるし、気流によって変動もする。

「ああ。空図に書かれてるのは、過去のある時点での浮遊島の位置と速度の情報だ」

「えっ？　じゃあ、行きたい島の場所を知るには……」

「その情報を元に計算するしかない。例えば──」

　泊はく人とはアリアに一つの浮遊島を例にとって、現在位置の算出をしてみせた。

「分かったか。こうやって──。……なんだ、その目は」

　アリアは意外に思ってしげしげと泊はく人とを見つめていた。

「珍しいなあと思って。泊はく人とさんがこんなに丁寧に教えてくれるなんて」

　アリアの言葉を泊はく人とは「何を言ってる」と一蹴した。

「航路の計算は操そう舵だ技術と同じくらい大切だ。失敗したら死ぬ。分かってるのか」

「……え？　ちょっと待って。航路の計算、わたしがやるみたいに聞こえたんだけど」

「他に誰がやるんだ」

　アリアは啞あ然ぜんとした。

「そういうつもりなら最初に言ってよ！　て言うか、そんな大切なこと、わたしがやっていいの……？」

　もし失敗したら、自分も泊はく人ともこの広い空の世界で迷子だ。洒落しやれにならない。

「ああ。だから教えてる」

　泊はく人とは当然のように頷うなずくが、アリアの不安は消えない。

「ど、どうしてわたしに？」

「重要な仕事だからだ」

　その答えに意表を突かれてアリアは目を見張った。引き締めようという意志に反して、口元が緩んでいく。

「やる」

　そう答えると、泊はく人とはアリアの表情をしばらく見てから面倒そうに息を吐いた。

「な、なに、その反応!?」

　それからアリアは泊はく人とに計算の手ほどきを受け、目指している島の位置を計算した。

　ほどなくして夜明けの空にその姿が現れてくる。

　計算どおりの方角と位置、そして時刻。こうしてすぐに答え合わせができたのは、泊はく人とが教えるタイミングを配慮したからだろう。

「あれが、ルフラン島……」

　アリアは純粋に驚いていた。

　ここまで正確に計算できるものなのか、と。

　これまでただ無軌道に漂流しているだけだと思っていた浮遊島が、実はある程度計算ができるような秩序に従っているというのは新鮮な発見だった。

　地道な観測と計算の積み重ね。一見すると面倒な作業を繰り返すことで、飛空船乗りは目印もない大空を旅をして、目的の地へと辿たどり着つくのだ。

「空図に関してはこのくらいにしておくか。あの島のことの方が大切だからな」

「うん。確か連絡が途絶えたままなんだよね……」

　ルフラン島はもともとある特徴から、アリアの両親探しのために目指していた島だった。だが、近隣の島に停泊した際に不穏な話を聞いたのだ。

　ルフラン島はこの一帯ではよく知られた布の名産地で、一ヶ月に一回、その島にもルフラン島の商人が売りに来ていた。それが先々月に来たのを最後に、先月は来ず、ついこの間の納品日も来なかったという。これまでそんなことはなかったため、不審に思ったその島の商人が、タイミングよくルフラン島を目指していた泊はく人とに調査を依頼したのだ。

「泊はく人とさん、あそこに何か見えるよ」

　目測でルフラン島から一〇〇キロメートルほどの位置──先ほどまで雲の陰になっていて見えなかったが、そこには黒い点のようなものがあった。

「あんなところに島はないと思うんだけど……」

　空図から読み取る限りではルフラン島にあれほど近い浮遊島はない。

　泊はく人とは望遠鏡を覗のぞいて眉を顰ひそめた。

「飛ひ礫れき島とうだな」

「ひれきとう？」

　聞いたことのない単語にアリアは首を傾かしげる。

「ごく小さな浮遊島。要するに、浮遊結晶を含んだ岩だな。たまにあるんだ」

「岩……って言うには大きくない？」

　望遠鏡で見た飛ひ礫れき島とうは直径一〇〇メートルはあったように思える。

「普通は数メートルくらいなんだがな。あれだけ大きいのはオレも初めて見る」

　泊はく人とはそう言ってから思い出したように付け加える。

「そう言えば何百年か前に、大きな飛ひ礫れき島とうが、人の住んでる浮遊島に落ちて街一つなくなったとかいう話を聞いたことがあるな」

「ええっ!?　あ、危ないじゃん！　あれ、大丈夫なの？」

「まあ、ルフラン島からは距離があるし、軌道もずれてる。影響はないだろう」

　泊はく人とは食べかけのリンゴを手近なテーブルに置いて呟つぶやく。

「まずは行ってみるしかないな」




　陽が昇って夜が完全に明けた頃、飛空船はルフラン島の上空に到達した。

　依頼を受けた島から飛空船で約十日ほどの距離にあるルフラン島は、浮遊島としてはやや小型で、上から見ると南北に三キロメートル、東西に六キロメートルほどの細長い楕だ円えんだった。島の東寄りに建物の密集した町があり、残りのかなりの土地が綿畑になっていた。食糧を育てるための田畑や自然の森はごく限られている。

　だが、それだけではない。

　町にも、そして綿畑にも、他の浮遊島では見慣れないものがあった。

　天に向かって屹きつ立りつする無数の煙突と、そこから立ち上る白い蒸気だ。

　それこそがルフラン島のいちばんの特徴であり、そして泊はく人ととアリアがもともとこの島を訪れようとしていた理由でもあった。

「どうだ」

　泊はく人とが訊きくと、飛空船の窓から食い入るように外を見ていたアリアはよろめきながら後ろへ下がり、視線だけを泊はく人とへと向けた。答えようとする唇は震えていた。

「……ここだと、思う」

　光り輝く大樹と、煙が立ち昇る光景──そんな曖昧な情報だけで、いくつもの島を巡ってきた。これまでずっと外ればかりだったが、ようやくその手がかりの一つに辿たどり着つくことができたのだ。

「そうか。だが、前もって言ったが──」

「分かってる」アリアは頷うなずく。「島で起きてることを調べるのが優先、でしょ？」

　ここは連絡の途絶えている島なのだ。何が起こっているか分からない以上、最初から両親の手がかり探しとはいかない。アリアは努めて平静を保っているようだった。

　煙突から立ち昇る蒸気を避けて飛空船の高度を下げていくと、ルフランの町が徐々に迫ってくる。大通りが町を東西に貫いており、そこから魚の骨のように小道が分岐している。町の大きさからして住人は千人に満たない程度だろうか。小規模ではあるが、石造りの町並みは綺き麗れいに整備されている。

「町中に管みたいなのがあるね」

　アリアの言葉どおり、数メートルの高さの柱が整然と道に並んでおり、その柱を支えとして管が設置されている。それは途中で分岐して各建物に伸びており、最終的には大きな煙突へと繫つながっていた。町はいくつかの区画に分かれているらしく、煙突も区画ごとに設けられていた。

「水蒸気を通す配管だろうな。あのボイラーで作った蒸気を町に送ってるんだ」

　町の中央には周囲の建物から抜きん出て巨大な煙突が突き出ており、そこからもうもうと白煙が立ち上っていた。

「わたし、まだよく分かってないんだけど、蒸気を使って何ができるの？」

「いちばん簡単なところでは加熱だろうな」

「料理とか？」

「ああ。だが、前の島で聞いたところだとそれだけじゃない。この島では蒸気機関が使われてるらしい」

「あ、それそれ。蒸気機関って何なの？」

「蒸気の熱を運動エネルギーに変換する装置のことだ。旧時代の技術だな」

「……ますます分かんないんだけど」

「例えば糸を紡つむいだり、布を織る機械を自動で動かすことができる」

「そんなことできるの!?」

「ああ、他にも」言いかけて泊はく人とは町の一角を指した。「見ろトラムだ」

　全長五メートル、高さ二メートルほどの車両が何台か町の中を動いている。

「な、何あれ！　どうやって動いてるの!?」

「見たところ動力は積んでなさそうだから、地面に動力を伝えるケーブルかギアを入れてるんだろうな」

　アリアはしばし感心したように町を見ていた。やがて、

「あ、泊はく人とさん、町の人たちがいるよ！　こっちを見上げてる！」

　ちょうど仕事を始める前後の時間帯らしく、大通りには職場へ向かっている人の姿が見える。井戸端会議をする女性たちや、道端で遊ぶ子供たちの姿もあったし、通りの商店は営業しているようだった。綿布の工場らしき建物もある。人の出入りがあることや、屋外で綿布を運搬していることから稼か働どうしているのは間違いない。

　町の人たちは、クロート号に気付いてはいるようだったが、あまり驚いた様子はない。綿布の取引があるから飛空船には見慣れているのだろう。

「みんな、無事みたい。特に変なところもなさそう」

「ああ、そうだな」

　二人は揃そろって息を吐いた。最悪の事態──例えば疫病によって島民が全滅したとか──もいくつか想定していたが、ひとまず安心といったところだろう。

　だが、それではなぜ連絡が途切れたのだろうか。

「降りるぞ」

　泊はく人とは町外れにある発着場にクロート号を着陸させた。そこは石畳で整備され、さらに鋼鉄製の繫けい留りゆう柱ちゆうが立っていたが、この規模の島でこれほどの発着場が設けられていることはあまりない。綿布の交易をしているルフラン島だからこその施設だろう。

　船を下りるとむわりとした湿気が肌にまとわりついたが、不思議と燃料を燃やすような臭いはなかった。すぐに中年の男性係員が繫けい留りゆうを手伝いに来てくれた。

「いらっしゃい。手伝いますよ」

「助かる。隣島の使いで来た者だ」

　係員は驚いた表情で泊はく人とを見た。

「こりゃ珍しいな」係員は泊はく人との隣に視線を遣やる。「そっちの別べつ嬪ぴんさんもかい」

「えっと……」

　別べつ嬪ぴんと言われて肯定するのも気が引けたのだろう、アリアは答えに窮したが、泊はく人とはとっとと話を進めたかったので代わりに「そうだ」と頷うなずいた。

「親から一時的に預かってる。まあ、見習いみたいなもんだ」

「なるほどねえ。だが、飛空船に乗せとくにはもったいない器量だな」

　ははは、と笑う係員に対し、泊はく人とは「ところで」と本題に切り込む。

「町長に用があるんだが、場所を教えてもらえるか」

「そりゃもちろん、構わねえが──」

　と係員が言いかけたとき、石畳を歩く足音が聞こえて泊はく人とは横に視線を向けた。

「あ……」

　そんな声を漏らしたのは、三人から数メートルほど離れたところに立ち尽くした小さな女の子だった。背格好からして十歳にならないくらいだろう。信じられないものを前にしたような目で泊はく人ととアリアを見ている。

「あ……飛…空船……？　外……から？　いつ？　誰……なの？」

　途切れ途切れでほとんど意味を成さない言葉が女の子の口からこぼれる。唇は震え、顔は蒼そう白はく。ふらふらした足取りでこちらへ近づいてくる。

「どうしたの？」とアリアが女の子の方へ歩き出そうとしたときだった。

「フィン！　お客さんにその態度は何だ！　ここへ近づくなと言っただろう！」

　係員が腕を振り上げて威嚇した。フィンと呼ばれたその女の子はびくりと身を竦すくめて、怯おびえた様子で町とは反対の森の方へと逃げていってしまう。

　ほんの数秒の出来事に泊はく人ととアリアが驚いていると、係員は「すみませんねえ」と申し訳なさそうな表情を浮かべて向き直った。

「よ、よかったんですか!?　あんなふうに追い返しちゃって！」

　アリアが半ば非難するように問うと、係員は「いつものことなんだよ」と苦々しげに答えた。

「あいつはフィンって言ってな、孤みな児しごなんだよ。森の掘っ立て小屋に住んでて、たまに町に物を貰もらいに来たりするんだ。これがまた寝ぼけたことばっかり言いやがってなあ、ないものをあるって言ったりは日常茶飯事さ。今のもきっと似たようなもんだ」

「そんな……。だとしても、町で面倒を見てあげたりしないんですか？」

「食べ物や服は分けてやってるが……」

「町で暮らせないんですか？　あんな小さい子を森に一人で住ませるなんて」

「フィンは干渉者なんだよ。町に置いておくのはなあ。分かるだろ？」

　苦々しい表情で係員はそう弁明した。

　最初は何を言われたのか分からないといった様子だったアリアが、しかし顔を赤くして何かを言おうとした瞬間、泊はく人とは彼女と係員の間に割り込んだ。

「それで、町長のいる場所を教えてもらいたいんだが」

「あ、ああ、それだったら」

　係員はほっとしたように笑うと、泊はく人とに町役場の場所を案内し始める。

　説明を聞き終わり、係員に礼を言って発着場を後にして少し歩いたところで、アリアが怒りも露あらわに泊はく人とを睨にらんできた。

「どうして止めたの!?」

　不服そうに口を尖とがらせるアリアを見て、泊はく人とはタバコを吹かした。

「住民と揉もめたら仕事がしづらくなるだろうが」

「そ、そんな理由!?　小さな子がひどい目に遭ってるのに、仕事を優先するの？　見損なった！　泊はく人とさんはなんだかんだ言って優しい人だと思ってたのに」

「勝手に思ってろ。オレは慈善事業をしてるわけじゃねえんだ」

　その言葉にアリアはさらなるショックを受けて肩を震わせ、何かを言おうとしたがぎゅっと口を閉じた。その目の端には涙が浮かんでいる。

　面倒な、と泊はく人とはタバコを深く吸い込んだ。

「あの係員に文句を言って、何が変わる？」

「それは……何も、変わらないかもしれないけど……」

「オレたちはまだ島のことをよく知らない。現状はもちろん、考え方や習慣もな。おまえ、こっちの事情も分からない奴やつに急に説教されたらどう思う」

「それは嫌……だけど……」

「だったら、おまえがしようとしたのは、ただ怒りをぶつけるだけのことだ。それどころか、あの係員のおっさんを意固地にさせるかもしれない。オレはおまえに自分の心に向き合えとは言ったが、それは自分の感情をそのまま誰かに向けることじゃない」

「泊はく人とさんの言ってることは分かるけどさ……でも、それじゃあ、あの子は……」

「さっきの話だと緊急性はないだろう。依頼が終わってから考えればいい。今回の依頼主はそれなりに力のある商人だったから、その伝つ手てを使って星読島に引き取ってもらうこともできる。この島よりは暮らしやすいだろう」

　そのためにもまずは穏便に依頼を完遂した方がいい。

　泊はく人との意図を理解したのだろう、アリアは「あ……」と声を漏らした。

「ご、ごめん……。そこまで考えてなかった……」

「気にしなくていい。変に我慢するよりはいいからな。それにあそこで干渉力が出なくなっただけ、おまえは成長してる」

　アリアはぽかんと口を開けてから、きょろきょろと周囲を見た。

「なんだ」

「泊はく人とさんが褒めてくれるなんて、島が壊れるんじゃないかと思って」

「おまえな……」




　ルフランの町役場は大通りに面しており、石畳の前庭を有する重厚な石造りの建物だった。他の建物と同じように蒸気の配管が引き込まれていたが、その太さは普通の民家の数倍はあった。大通りもそうだったが、雨も降っていないのに石畳のところどころが水で濡ぬれている。上を見上げると配管からぽたりと水滴が落ちてきた。

　泊はく人ととアリアの二人は中に入ってすぐの受付で、隣島からの使者として町長との面会を求めると、すぐに許可が下りた。

　庁舎の一室へ案内され、二人は町長と向かい合ってソファに座る。

　初めは何事かと驚きと警戒を露あらわにしていた町長だったが、泊はく人とが島に来た理由を説明すると、その態度は次第に落ち着いていった。

「なるほど、そんな心配をかけていましたか」

　町長は顎あご髭ひげを撫なでつけながら苦笑する。

「ああ、何か事情があるのか？」

　泊はく人とが訊きくと、町長は「ええ」と応じた。

「島に一機しかない飛空船が故障しましてね。修理に一月近くかかっていまして」

　飛空船の故障──それは想定していた中でもかなり軽微な事態だ。

「なるほど。それで連絡が途絶えたってわけか」

「ええ。ですが、もう大丈夫ですよ。二、三日中には修理が終わる予定ですから」

「そうか。それならよかった。依頼主にはそう報告しとく」

「そうしていただけると助かります」

　頭を下げる町長に対して、泊はく人とは「ところで」と言う。

「飛ひ礫れき島とうが近くに来ているようだが」

「ああ、あれですね」町長は立ち上がり、窓から外を見た。「ご安心ください。軌道計算をしてもらいましたが、完全に外れています。今日の夜が最接近ですが、それでも一〇〇キロくらい離れたところを通りますから」

「念のため、計算書を見せてもらってもいいか？」

「ええ、どうぞ」

　町長は執務机へ歩いていくと引き出しから数枚の紙を取り出し、それを泊はく人とに手渡した。泊はく人とはそれをじっと検算してから頷うなずく。

「問題なさそうだな」

「そうでしょうとも」町長は破顔した。「いや、あんな大きな飛ひ礫れき島とうが現れたときはどうなることかと驚いたんですがね、大事にならなくてよかった」

　聞くべきことは聞けたか、と泊はく人とは考えて立ち上がった。

「じゃあ、オレたちはこれで。このあと、町を見学させてもらってもいいか？」

「ええ、もちろんですとも。蒸気機関に興味がおありで？」

「ああ、そんなところだ」

「やはりそうですか。まあ、なにぶん辺境ですからあまり人は来ませんが、それでもこの島に初めて来た人は皆、あれに驚きますからな」

　町長はそう言って町の中央で煙を吐くボイラーに視線を向けた。ちょうどいい機会だと思って泊はく人とは気になっていたことを尋ねる。

「あれの燃料は何なんだ？　石炭を使っているようにも見えないが」

「よくぞ聞いてくれました。地下に鉄の棒を刺して、熱を取り出しているんです」

「つまり地下の浮遊結晶の反応熱を利用してるのか？　危険はないのか？」

　島の内ない奥おうにある浮遊結晶は純度が高く崩壊しやすいのだ。しかも、崩壊するときには凄すさまじいエネルギーを発する。だが、町長はにこやかに首を振った。

「浮遊結晶がある深度より少しだけ浅いところで固定してあるんです。かれこれ二〇〇年くらい使ってますが、事故は一度もありません」




　町役場を出て少し歩いたところで、泊はく人とは呟つぶやく。

「妙だな」

「妙って……何が？」とアリアが怪け訝げんそうに泊はく人とを見た。

「さっきの町長の話だ。考えてもみろ──」

「あ、ちょっと待って！」

「何だ」

「まだ言わないで。自分で考えてみる」

　泊はく人とはそれに対して何も言わず、苦笑気味に鼻を鳴らした。

　それから泊はく人ととアリアは機織りの工房や飛空船のドック、さらには収穫期を迎えている木綿畑まで訪問した。飛空船ドックはもちろん、畑作にも蒸気機関が大いに活用されており、畑の両側に車輪付きの小型機関車が設置され、その間に架かる刈り取り機によって綿花の収穫を効率的に行っていた。

　それらの場所で町の人々は快活に働いていた。唯一の憂いと言えば、飛空船の故障が原因で、綿花や綿布が在庫として積み上がっていることくらいだろう。

　ただ、どの場所でも共通していたのは、発着場で出会った女の子──フィンに対する風当たりの強さだった。

　町の様子を見て回るときにフィンについても探りを入れてみたのだが、彼女の名を出すだけで町の人々の表情は翳かげり、早々に話を切り上げてしまう。

　辛かろうじて分かったのは、具体的に彼女が何かをしでかしたわけではないということ。

　幼い頃に数回、干渉力が発動してしまったことがあるだけで、それすらせいぜいごく小さな火を出したとか、玩おも具ちやを消したとか、その程度のことだった。人が傷ついたことはないし、もう何年も干渉力が現れたのを見た者もいない。ただ、噓うそをつくとか、あるはずのないものをあると言い張ったりとかいった話はよく耳にした。

　町を一通り回ったら、もう夕方になっていた。

　町並みがオレンジから赤、そして紫へと緩やかに変化していった。少し日暮れを早く感じるのは、蒸気が薄うす靄もやとなって町に満ちているからだろうか。

「結局、町長さんの言葉どおりだったね。島の飛空船が壊れて、出荷が遅れて」

　一日中、町を歩いて疲れたのだろう。アリアは大通り沿いの小さな公園のベンチに腰掛けて軽く伸びをした。

「ああ。だが、だとするとますます妙だな……」

「うん、そうだね」

「分かったのか？」

　へへ、とアリアは笑った。

「何となく。でも、とりあえず宿に行ってお風ふ呂ろ入りたいな」




　ルフランの町には小さな宿が一つだけあった。

　一階は食堂で、二階の空いている部屋にたまに訪れる旅人や行商人を泊めているということだったので、食堂が主な仕事のようだ。

　それでも、シングルのベッドが二つ置かれた部屋には埃ほこりひとつ落ちておらず綺き麗れいだった。部屋の中央のテーブルにはバスケットがあり、オレンジやマスカットなどの果実が盛られていた。お好きにどうぞということらしい。泊はく人とは飛空船からリンゴを一つ持ってきていたが、すぐに食べるつもりもないのでそこに放り込んでおいた。

　そのとき、部屋の奥の扉が開いてアリアが出てくる。石けんの柔らかな香りが部屋に漂った。

「さっぱりしたー！　泊はく人とさんもどうぞ」

　アリアの髪は濡ぬれて艶つややかな光沢を持ち、半袖から伸びる白い腕はいつもより赤みを帯びている。髪が湿気でべたつくと言っていたアリアは風ふ呂ろに入って上機嫌になっていた。

「オレはあとでいい。それより──」

「町長さんの話のことだよね」アリアは小さく頷うなずく。「泊はく人とさんが妙だって言ってたのって、故障の期間のことじゃない？」

　アリアは自分のベッドに腰掛けて、湿った長い髪をタオルで拭き始める。

「町長さんは、飛空船の修理に一月近くかかったから連絡が途絶えたって言ってたけど、前の島で聞いた話では定期便は二回、つまり二ヶ月も来ていない。ルフラン島と隣島の移動には十日くらいかかるから、それも考えると、本当はもっと長い期間、たぶん二ヶ月近くは故障していないと計算が合わないよね」

　どう？　と自信ありげな表情を浮かべるアリアに対して、泊はく人とは頷うなずいた。

「正解だ。だが、町長の話も噓うそや間違いじゃなさそうだ。今日一日、町で聞いた感じだとな。それは何な故ぜだ？」

「それは……」

　肯定されて一瞬、嬉うれしそうな表情を浮かべたアリアだったが、泊はく人との問いを受けて言葉に詰まった。

「オレもまだその矛盾の答えは分からん。それにあのフィンとかいう子供も気になる」

「そうだよね。様子もちょっとおかしかったし……」

「町の奴やつらが言うようにいつものことならいいが、そうでないとしたら……」

　しばし、二人の間に沈黙が流れる。

　がたがたと窓や壁が風に煽あおられる音が室内に響く。外はかなりの強風のようだった。

「やっぱり放っておけないよ、泊はく人とさん！」

　アリアが我慢できなくなったように訴える。泊はく人とは黙考してから、おもむろに頷うなずいた。

「……明日、フィンを探しに森へ行くか。故障期間の矛盾と、あいつの言葉に関係があるのかは分からんが、他にとっかかりもないからな」

　アリアの顔がぱっと明るくなる。

「うん、分かった！」

　アリアはずっとフィンのことを気にかけていたのだ。町でフィンについて尋ねていたのも、もっぱらアリアだった。

　お人ひと好よしめ、と泊はく人とは思ったが、それを諫いさめたりはしなかった。いつの間にか、それが彼女の美徳だと感じるようになっていたから。

「ところで、おまえは一日この島を回って何か思い出せたか？」

　泊はく人との問いにアリアの表情は少し曇った。

「ううん、全然見覚えなかった。飛空船から見たときは確かにこの島だと思ったんだけど……」

「そうか。とするとこの島はただの通過点だったのか、あるいは……」泊はく人とは少し考えてから息を吐いた。「まあ、明日からはおまえの両親に関する聞き込みもするか。それで何か分かるかもしれん」

「うん……」

　それから二人はそれぞれのベッドで眠りについた。




　ドアをノックする音が響いた。

　ベッドで眠っていた泊はく人とは目を開き、ドアを見る。

　宿の主人だろうか。だが、それにしてはノックの音はあまりに小さかった。まるで、誰かに気付かれるのを恐れているようだった。

　もう一度、ドアがノックされる。

　泊はく人とは立ち上がってベッドから下りる。部屋に入ってくる月明かりの角度からして、ベッドに入ってからまだ一時間ほどだろう。

「はくとさん……？」

　アリアも物音に気付いたらしく、寝ぼけた声を出して身体を起こす。

　泊はく人とはそっとドアを開き、そこにいた人物を見て目を細めた。

「おまえか」

　そこには、泊はく人との半分くらいの背丈の小さな女の子──フィンが立っていた。

「あ、あの……」

　彼女は怯おびえたような表情で泊はく人とを見上げている。

　そこにようやく目を覚ましたアリアが割り込んだ。

「ちょっと泊はく人とさん、子供相手にそんな怖い顔したら駄目だよ」

　泊はく人とはため息を吐つき、おとなしくアリアに任せることにした。子供は得意ではないのだ。アリアはフィンの前にかがんで「どうしたの？」と優しく聞いていた。

　怯おびえていたフィンはそれでようやく口を開く。

「逃げて」

　それがフィンの第一声だった。

　彼女の声と表情は切迫していた。発着場の係員が言っていたような『寝ぼけた』ことだとはとても思えない。だが、フィンはいったい何から逃げろと言っているのか、この平和そうな島で何が起きるのか、泊はく人とにも想像がつかなかった。

「どうしたの？　お姉ちゃんに話してみて」

「お願い。早く、この島から逃げて」

　言いながら、堰せきを切ったようにフィンの目から涙が溢あふれ出だす。

「ごめんなさい、ごめんなさい、私──」

　アリアがそっとフィンを抱き寄せた。

「大丈夫。大丈夫だよ、フィン。あなたは悪くない」

　フィンはアリアの胸に顔を埋めたまま、寒さに震えるように小刻みに肩を揺らした。

　やがてそれが収まって、フィンは顔を上げる。

　アリアと泊はく人とを順に見て、鼻声で言った。

「この島は、もうすぐ壊れるの」




　宿の外に出てすぐ、凄すさまじい光に包み込まれた。

　白く、温度のない光。

　その光量は昼間の太陽を凌しのぎ、町に満ちる薄うす靄もやを切り裂いた。

　夜の静寂だけが変わらずそこにあることがかえって不気味だった。

　数秒間はその光が続いただろうか。それが途切れ、アリアはゆっくり目を開いた。

「何が……？」

　目に入ってきた光景に立ちすくんだ。

　ルフラン島の東方。高度的にはルフラン島と同じか、やや高いくらいの位置。

　月の光の滲にじむ夜空を背景にして、七色に煌きらめく物体が見える。最初、それは点のようにしか見えなかったが、その大きさは少しずつ、しかし確実に増していく。

「飛ひ礫れき島とうだ！　飛空船まで走るぞ！」

　泊はく人との反応は早く、即座に大通りを東に走るよう指示を出した。ちょうど飛ひ礫れき島とうに向かう形になる。

「飛ひ礫れき島とう!?　え、でも、あれ、明らかにこっちに向かってるよね、ぶつからないって話じゃないの!?」

　アリアが走りながら泊はく人とに疑問をぶつける。その手には、小さなフィンの手をしっかりと握っていた。

「さっきの光は飛ひ礫れき島とうの浮遊結晶の爆発だ。それで軌道が変わった！」

「え、ええっ！　ば、爆発!?　な、なんでそんなことに!?」

　浮遊島の浮力の源である浮遊結晶。それが崩壊する際に凄すさまじいエネルギーを放出することはアリアもよく知っていた。だが普通は地面深くに存在しており、自然に爆発することはないはずだ。

「飛ひ礫れき島とうの浮遊結晶は地表近くにあって不安定なんだ」

「そんな……」

　町の人たちも事態に気付いたらしく、大通りに出てきて騒ぎ始めていた。

　彼らは大通りを西──アリアたちとは反対に向けて逃げ出す。

　そのとき、背後で何かがぶつかるような鈍い音と短い悲鳴が聞こえた。

「泊はく人とさん！　待って、フィンが！」

　フィンが転んでいた。

　邪魔だ──そんな声が反対方向に逃げ惑う町の群衆の中から聞こえた。

　恐らく、誰かがフィンにぶつかったのだ。

　アリアが急いでフィンを助け起こそうとする。しかし──

「大丈夫。逃げて。もうすぐ、この島は壊れちゃう」

　フィンの口から出た言葉に、アリアは息を吞のんだ。と同時に、怒りを覚えた。

「ばかっ！」アリアは知らず叫んでいた。「置いていけるわけないじゃない！」

　フィンは虚を突かれたような表情を浮かべた。

「あなたのことは聞いた。でも、そんなの関係ない。わたしたちはあなたを見捨てないから」

　どうしてこの子は、自分のことを大切にしないのか。

　どうしてこの島の人たちは、この子がこんなふうに考えるようにしてしまったのか。

「来い」

　泊はく人とが強引にフィンを起こし、ひょいと抱きかかえた。

「行くぞアリア。怒るのは後にしろ」

　アリアは小さく頷うなずくと泊はく人との後ろについて走った。

　大勢の町の人たちが、アリアたちとすれ違い、反対方向へと逃げていく。

　恐らく、あの規模の飛ひ礫れき島とうが衝突するとしたら、今から走って逃げることはできないだろう。唯一、手段があるとすれば飛空船で空へ逃げることだけだが、それはできない。なぜなら、島の飛空船は未いまだ修理中だからだ。

　愚かな問いだと分かっていながら、アリアは訊きかずにはいられなかった。

「泊はく人とさん、町の人たちは……」

　その問いに、泊はく人とは振り返らなかった。

　けれど、背中越しに泊はく人との迷いが伝わってくる。

　泊はく人とでも迷うことがあるのだと、アリアは意外に感じた。

「走れ」

　ようやく、泊はく人とがそう判断を下した──町の人たちを助けないという判断を。

　感情を押し殺したその声に、アリアはただ「はい」と答えることしかできなかった。

　しばらく走って、アリアたちは発着場に到着した。泊はく人とがそれまで抱えていたフィンを地面に下ろす。

　そのとき雷の数倍はあろうかという、地を裂くような轟ごう音おんが響き渡った。

　アリアは思わず悲鳴を上げ、耳を塞いでしゃがみ込んだ。

　凄すさまじい暴風が吹き荒れる。

　森の木がへし折れんばかりに揺れ、発着場の砂と石を巻き上げた。

「さっきの爆発の衝撃だ」

　音と衝撃波が遅れてやってきたのだ。

　泊はく人とが己の身体を盾にして、アリアとフィンを庇かばう。

　やがて風が少し収まり、アリアは泊はく人との肩越しに東の空を見て呆ぼう然ぜんとした。

「うそ……」

　飛ひ礫れき島とうはすでに東の空を覆い隠すほどに、ルフラン島に迫っていた。

　爆発当初の速度こそ失っていたが、それでも急速にその威容を増している。

　突風こそやんだものの、飛ひ礫れき島とうの接近によるものであろう強い風が吹いていた。

「クロート号へ！」

　泊はく人との指示に、アリアは発着場に繫けい留りゆうされているクロート号へ走ろうとした。

　しかし──

「フィン!?」

　フィンがアリアの手を振りほどき、後ずさっていく。

「フィン！」泊はく人とも事態に気付き大声を出す。「どうした、おまえも一緒に来い！」

　だが、フィンは首を振り、泊はく人ととアリアを見ていた。

「私は行けないの。二人で行って。私は大丈夫」

　悲しげな顔の上に、無理矢理、笑顔を作って。その瞳には羨せん望ぼうの色があった。
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「どうして？　一緒に行こうよ、フィン。島を出るのが怖いの？　星読島に行けば、受け入れてくれる人たちがいるよ。もしそれが嫌なら、わたしと泊はく人とさんと一緒に旅をすればいいよ」

　アリアは思いつく限りの説得をしたが、フィンは首を振った。

　もう時間がない──アリアは焦あせった。

「泊はく人とさん、フィンを」

　この際、力尽くでも飛空船に乗せるしかないとアリアは思い、泊はく人とに助けを求めた。が、泊はく人とはそれに応えず、何かを思案するようにじっとフィンを見つめていた。

「泊はく人とさん！」

　アリアが焦燥に駆られてもう一度声を上げたとき、泊はく人とはようやく動いた。

　だが、その動作はゆっくりとしたもので、焦あせりが感じられなかった。

「フィン、おまえが大丈夫なら、オレたちも大丈夫。そういうことだな？」

　その言葉に、フィンは目を見開いた。

「え……」

「正直、面倒だがな。もうアこリいアつが約束しちまった。オレたちはおまえを見捨てない」

　泊はく人とは呆ぼう然ぜんとするフィンの前に立ち、やや乱暴にその頭を撫なでる。それは不器用な泊はく人との精一杯の歩み寄りだった。

「朝は悪かった。おまえは助けを求めに来たんだな。あのときに話を聞いておくべきだった」

　泊はく人とはその場で膝を折り、フィンをじっと見つめた。

　暴風で背後の飛空船が軋きしみ、草木は揺れ、島の地面すらを震わせている。あらゆるものが飛ひ礫れき島とうの暴力に屈しようとしていた。しかしそんな中で泊はく人との視線だけが力強く揺らがず、フィンの心を捕えて放さなかった。

「だが問題ない。次は必ず、オレとアリアで助ける。よくこれまで独りで耐えてきたな」

　数秒の間を置いて、フィンの嗚お咽えつがアリアの耳を打った。

　泊はく人とはもはや飛空船で逃げようとは考えていないようだった。

「アリア、今は説明する時間はない。だが──」

「信じるよ。泊はく人とさんがわたしを信頼してくれるから、わたしも泊はく人とさんを信じる」

　オレたちは、おまえを見捨てない──泊はく人とはそう言ったのだ。

　そのとき、木々をなぎ倒すほどの凄すさまじい突風が吹いた。

　風の発生源を見て、アリアは思わず悲鳴を上げた。

「町の真ん中に……」

　アリアが見たのは町の中心に巨大な岩石が突き刺さり、大地を砕く瞬間だった。

　あの場所には、確か──

　直後に目を開けていられないほどの白い光が迸ほとばしった。

　島の崩壊は、もう止まらない。
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　太陽の温かい光が瞼まぶたを照らした。

　穏やかな風が、優しく肌を撫なでていく。

　泊はく人とは目を開けて、状況を確認した。

　周囲を見ればクロート号と石畳の地面があり、そこが発着場だと分かる。

　しかし、太陽の位置からして、時間帯は午前。

　つい先ほどまで、自分たちは夜闇の中にいたはずだった。

　そして、飛ひ礫れき島とうの衝突に巻き込まれたはずだった。

　だが、石畳の道の続く先には、蒸気を立ち昇らせる町が佇たたずんでいる。

　何も壊れていないし、何もなくなっていない。

　ルフラン島を脅おびやかす飛ひ礫れき島とうの姿も見えない。

　すぐ傍そばにいたはずのフィンは、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　そのとき、背後から「そんな……」という驚きのこもった呟つぶやきが聞こえた。

　振り返れば、周囲の状況を見て言葉を失うアリアがいた。

　つい先ほどまで夜で、しかもまさに島が壊れる瞬間だったのだ。無理もない。

　アリアはしばし呆ほうけたようにルフラン島の様子を見ていた。

「ど、どういうこと……？」

　泊はく人とが答えるより先に、別の男の声がした。

「いらっしゃい。手伝いますよ」

　現れたのは中年の発着場係員だ。

「助かる」泊はく人とはそちらを向いて平然と答える。「隣島の使いで来た者だ」

「こりゃ珍しいな。そっちの別べつ嬪ぴんさんもかい」

　アリアは啞あ然ぜんとしたまま、つい十数時間前にしたはずのやり取りを眺めていた。

「両親から一時的に預かってる。まあ、見習いみたいなもんだ」

「なるほどねえ」

　ははは、と笑う係員に対し、泊はく人とは「ところで」と話題を変える。

「前に会ったことがないか？」

「何だって？」係員は怪け訝げんそうに泊はく人とを見つめる。「いや、ないと思うがなあ」

「そうか。すまん、オレの勘違いだ」

　と泊はく人とはあっさり引き下がり、少し離れたところに視線を遣やった。

「やはり、そういうことか……」

　その視線を追って、アリアが「あ」と声を漏らした。

　そこには小さな女の子の──フィンの姿があった。彼女は戸惑いの表情を浮かべている。だが支離滅裂なことを口にしたりはせずに、じっと泊はく人とたちを見つめていた。

「フィン、何しに来た！」係員が怒鳴る。「ここへ来るなと言っただろう！」

　フィンの肩がびくりと揺れたが、彼女はそこから離れようとはしなかった。

「いい。オレたちはあの子に用があるんだ」

「フィンに？　そりゃまた、どうして」

「隣島の依頼でな」

　泊はく人とはそれだけ告げると、アリアを連れて発着場を後にした。

　向かう先では、フィンが不安げな顔で泊はく人ととアリアを見つめていた。

　途中でアリアが堪たまらずに駆け出して、フィンをぎゅっと抱きしめた。

「この島の時は繰り返している──」

　泊はく人とが近づくと、アリアはフィンをそっと解放して言った。

「そういうことなんだよね、泊はく人とさん」

　泊はく人とは「そうだ」と頷うなずいた。

「どうして……」フィンが二人を見上げて問う。「どうして、分かったの？」

　そうだな、と言いながら泊はく人とはタバコを取り出して火を点つけた。

「町長の話の矛盾は大きな手がかりだった。二ヶ月近く連絡が途絶えているはずが、町長の話では一ヶ月だった。それから、まるで何が起きるのかを知っているような、それこそ、未来を見てきたかのようなおまえの言葉。その二つだ」

「それだけ……？」

　フィンは啞あ然ぜんとして泊はく人とを見つめる。

「それだけで、分かったの？　町の人たちは何を言っても、信じてくれないのに」

　その言葉にアリアは顔を歪ゆがめた。

　幼いフィンが味わってきた恐怖と孤独を想像してしまったのだ。

「十分すぎる手がかりだ。オレたちは外から来たから、話の矛盾に気付けた。それにな、オレもアリアも干渉者だ。オレは元だがな」

　泊はく人との言葉にフィンは目を丸くした。

　自分以外の干渉者を見たのが初めてだったのかもしれない。

「ちょ、ちょっと待って」アリアは慌てて話を止める。「干渉者とこの島の繰り返しに何の関係があるの？　まさか……」

「そのまさかだ。そうだな、フィン」

　フィンは俯うつむき、しばらくしてこくりと頷うなずいた。

「たぶん、私の干渉力のせい……」

「そんな……」アリアは呆ぼう然ぜんとしてフィンを見つめ、それから泊はく人とに向き直った。「そんなことできるの？　干渉力で時間を戻すなんて」

「あり得る。空間も時間も歪ゆがめるのが、干渉力だ」

　かなり強い想いと干渉力の素質が必要だが、と泊はく人とは付け加える。

「繰り返しが始まったのは、島が崩壊した日からか」

　うん、とフィンは頷うなずく。

「繰り返すのは、具体的にどこからどこまでだ？　何日か戻るのか？」

「一日だけ。朝から、島が壊れるときまで」

「これまでに繰り返しは何回起きた」

「えっと……三十回くらいだと思う」

　一ヶ月、飛空船の故障で連絡が途切れ、さらに一ヶ月、島の崩壊の日を繰り返していて連絡が途絶え続けた。計算は合う。

「最後に確認だが、その繰り返しの記憶を持ってるのはフィンだけで、町の奴やつらの記憶はリセットされている。そうだな？」

　それは先ほどの係員との会話で確かめられたことだ。

　あの係員は昨日──という言葉が正しいかはさておき──とほとんど同じ言動をしていた。泊はく人との対応が変わることで、あの男の言動に変化が起きはしたが。

　フィンは頷うなずき、悲しげに俯うつむいた。

「何度やっても、いつも同じ。島は壊れて、みんな、死んじゃって、それを忘れて。また次の日が始まるの」

　島に起きる悲劇を知ってたった独りで足あ搔がいて、けれど誰にも信じてもらえず、足のすくむほど恐ろしい出来事を何度も何度もその身をもって味わってきた。

　それはどれほどの孤独だったろうか。

「それじゃあ、わたしと泊はく人とさんは？　どうして記憶がそのままなの？」

「干渉者には干渉力が影響しにくい。そのせいだろうな」

　アリアはもちろん、泊はく人ともまた力を失ったとはいえ、かつて干渉者だった。それゆえにこうしてフィンの力の影響を受けず、記憶を保てているということだろう。

「ごめんなさい……」とフィンが謝る。

「フィンは優しいんだね」

　アリアは辛つらそうに俯うつむくフィンの頭を撫なでた。

　一方、撫なでられたフィンはぽかんと口を開けてアリアを見上げるばかり。

　他人にそんなふうに褒められたことがなかったのだろう。むしろ、こんな状況を引き起こした張本人として、𠮟られると思っていたのかもしれない。

「わたしたちを島から逃がそうとしてくれたんだよね。フィンは強いね。優しいね。よく独りでこれまで頑張ったね」

　それでフィンの中に張りつめていたものが緩んだ。

　じわりとフィンの目が潤み、大粒の涙がぽろぽろとこぼれ始める。彼女は声を上げて泣き始めた。その声は蒸気でぼんやりとした青空に吸い込まれていく。

　きっとずっと──それこそ何年も泣いたことがなかったのかもしれない。フィンの泣き方はどこか不器用で、ときどき息を詰まらせて咳せき込こんでいた。

　アリアはそんなフィンの背中を優しくさすってやった。

　そして、しばらくしてフィンが落ち着いたところで明るい声で言う。

「それに、これってチャンスだよ」

「チャンス？」

　フィンは涙を拭いながらアリアを見る。

「そう。だって、本当だったらもう島は壊れて、みんな死んじゃってたんだよね。だけど、フィンのおかげでまだ生きてる。もしかしたら、みんなを助けることができるかもしれない。そしたら、この繰り返しも終わるんじゃない？」

「その可能性はあるな。町の崩壊を避けたいと願うフィンの気持ちが、この繰り返しを発生させているとしたら、あるいは」

「でも」フィンは俯うつむく。「何度もみんなを助けようとして、駄目だったのに……」

「それは独りだったからだよ。でも今は違う。わたしたちがいるよ」

　フィンはアリアの言葉にはっとしたように顔を上げた。

「……みんなを助けられるかな？」

「うん、絶対に」

　フィンの瞳が光明を見み出いだしたかのように輝いた。

　これまで、フィンはいつ終わるともしれない一日を繰り返してきた。そこから抜け出す可能性がようやく出てきたことが、彼女の心を軽くしているようだった。
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　島の崩壊から人々を救い、繰り返しを終わらせるための試行錯誤が始まった。

　まずは島の崩落を信じてもらえないか、泊はく人ととアリアで町を回って声をかけたり、あるいは町長に直訴したり、町中で喧けん伝でんしてみたり、噂うわさ話ばなしを流したりといった方法を試みた。だが結局『爆発のせいで飛ひ礫れき島とうの進路が変わってルフラン島に衝突する』という話はほとんど信じてもらえず、無駄に何日かを繰り返してしまった。

　そしてその繰り返しの中で、町から遠い場所に避難するという選択肢が試すまでもなく潰ついえた。ルフラン島のどこにも安全な場所が存在しなかったのだ。

　普通なら飛ひ礫れき島とうが衝突しても島の崩壊までは至らない。だが、実際には島は凄すさまじい光とともに崩壊してしまう。その原因は蒸気を生み出すためのボイラーだった。

　この島にはボイラーに熱を供給するために鉄芯が何本も埋設されている。どうやらそれらが衝突の衝撃でさらに地下深く打ち込まれて、高純度の浮遊結晶を刺激し、島全体を崩壊させてしまうらしかった。

「島を豊かにするはずのものが、島の崩壊の原因か。皮肉だな」

　だが、一日で巨大なボイラーを撤去するのはどう考えても不可能だった。

　修理中の島の飛空船を直すのが次の試みだった。

　島の中に逃げる場所がないなら、島民全員で島の外に逃げてしまえばいいというわけだ。

　あと二、三日はかかるという飛空船の修理を何とか早めようと、泊はく人とは隣島の依頼で手伝いに来た技師だと身分を偽り、あれやこれやと理由を付けて工程を大幅に見直した。

　しかし、そうやってぎりぎりまで作業量を減らしたが、どうしても一日半はかかってしまう。たった半日だが、決定的な半日。それ以上は墜落の危険があって減らせなかったのだ。

　そうして状況は完全に行き詰まってしまった。




　いったん冷静になるため、泊はく人ととアリア、そしてフィンの三人は町の宿の部屋で話し合いをしていた。まだ午前中であり、話し合いのために時間を割くのはもったいなくはあったが、闇雲に行動したところで意味はないだろうという泊はく人との判断だ。

　だが、しばらく話し合いをしてもよい案は出なかった。

　もう試せることはすべて試したのだ。

「ごめんなさい……」

　一向に上う手まくいきそうにない状況に、フィンは責任を感じているようだった。

　彼女は何かあると自分を責める。そう思わされるような環境で育ってきたということなのだろう。

　アリアが「フィンのせいじゃないよ」と彼女の頭を撫なでる。フィンは「うん」と心地よさそうに目を閉じ、されるがままにした。

　泊はく人とは何も言わず、そんな二人の様子を眺めていた。

　アリアにはずいぶん助けられている──泊はく人とはそう感じていた。面倒事には慣れているが、フィンのように小さな子の相手をするのは苦手だった。だが、アリアのおかげでフィンとのコミュニケーションは円滑に取れている。干渉者という共通点もあるが、それ以上にアリアの面倒見のいい性格が理由だろう。

「何とか島の人たちを外に避難させられないかな？」

　アリアの提案に泊はく人とは首を振った。

「それは試しただろう。島の飛空船の修理は一日では終わらない」

「だよね……」

　泊はく人とはタバコに火を点つける。一回、二回と深く吸ってから、まだその大半が残っている状態で火を消した。

「これは最後の手段だと思っていたんだが」

「え、何かあるの？」

「クロート号で隣島に助けを呼びに行く」

「助け？」アリアは首を傾かしげる。「でも、隣島までは何日もかかるよ。そんなことしてるうちに島が……」

　そこまで言って、アリアは「あ」と呟つぶやいた。

「そっか。外の時間がいくら進んでも島の時間は繰り返すだけだから、隣島に戻って十分な飛空船を準備して来ても、必ず間に合う。そんな簡単な答えがあったなんて」

　あまりに呆あつ気けない解決法に、アリアは苦笑した。

「だが」泊はく人とはフィンに視線を遣やる。「フィンにはこの島に残ってもらうことになる」

　一瞬、フィンは凍り付いたように表情をなくした。

「えっ？」アリアが慌てたように、フィンと泊はく人とを交互に見る。「ど、どうして？　一緒に行けばいいじゃん」

「フィンを連れ出して、ルフラン島がまだ存在している保証はない」

　繰り返しを引き起こしているのがフィンの干渉力である以上、その張本人を島から遠ざければ繰り返しは半ば強制的に終了する可能性がある。そうなれば、島は崩壊して二度と元に戻らないだろう。

　表情を曇らせたアリアに、しかしフィンは笑顔を見せた。

「私、大丈夫だよ。アリアも泊はく人とも、戻って来てくれるんでしょ？」

　フィンが自分の不安を押し殺していることも、それが干渉者にとってよくないことも明らかだ。最後の手段だと泊はく人とが言ったのは、こうなることが予想できたからだ。

　だが仕方ない──泊はく人とがそう考えたとき、

「泊はく人とさん、わたし、ここに残る」

　アリアがそう言った。彼女の表情に恐れはない。あるのは、フィンを守らなくてはという決意と、泊はく人とに対する信頼。

　どうやら自分は彼女を見くびっていたようだと、泊はく人とはようやく理解した。

「分かった。頼んだぞ」

　それから泊はく人とたち三人は発着場へと移動した。しかし──

「どうなってるの、これ……？」

　アリアが目を丸くする。泊はく人とも声にこそ出さなかったが、さすがに驚きを隠せない。

　完全に出鼻をくじかれた思いだ。

　三人の前には、飛空船クロート号があった。

　だが、その巨体が緑の蔦つたに絡からめ取とられていたのだ。

　蔦つたは発着場の傍そばの森から伸びてきたもので、それがクロート号のゴンドラや球皮エンヴエロープにびっしりと絡からみついている。

「泊はく人とさん」アリアがフィンに聞こえないよう小声で囁ささやく。「これって……」

「……だろうな」

　ほぼ間違いなく、フィンの干渉力のせいだろう。

　だが、と泊はく人とは思う。

　どうしてなのだ。アリアが残るだけでは不足だというのか。

　そもそもこの現象は『繰り返し』ではない。フィンの干渉力は『繰り返し』をしつつ、さらに植物を操るほどに柔軟で強大なのか。そう言えば、町で聞いたフィンが過去に使ったという力も、繰り返しとは関係のないものだったように思う。

　自分は何かとんでもない勘違いをしているのではないのか──泊はく人との裡うちに疑念がわき上がってくる。

「あ、あの……」

　フィンは何が起きているのか理解できていないようだった。だが、いつ自分の干渉力のせいだと勘づくか分からない。そうなればフィンは己を責めるだろう。フィンの精神状態が悪くなれば、島の繰り返しにどんな影響が出るか分からない。

「……気が変わった。もう少しこの島で何とかしてみた方がいいかもしれん」

　そんな泊はく人との言葉を聞いたアリアが呆あきれた表情を浮かべて耳元で囁ささやいてくる。

「ごまかし方が下手くそ過ぎるよ！」

「何？　じゃあおまえが何か考えろ」

「な、何かって、たとえば……？」

「フィンの気を紛らわせるようなことだ」

　アリアは僅かな思案の後「そうだ！」と不安そうな表情のフィンに笑顔を向けた。

「フィン、トラムには乗ったことある？」
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　一定のリズムで車体が揺れて、それとともに車窓を石造りの町並みが流れていく。トラムと呼ばれるその箱形の乗り物は八人乗りで、道に敷ふ設せつされた線路の上を走る。泊はく人との想像どおり、車外──恐らくは線路の下──にギアとケーブルが設置されているようで、動力室は存在せず、乗客席の他には先頭に小さな運転席があるだけだった。ボックス席が二組設置されていて、今は泊はく人とたち三人の貸し切り状態だ。

「アリア、すごいすごい！　勝手に町が動いていくよ！」

「ほんとだ、すごいね！　座席もふかふかだね！」

　フィンはこの島で生まれ育ったにもかかわらず、これまでトラムに乗ったことがなかったらしく、目を輝かせてはしゃいでいた。ときどき地面から吹き出る蒸気が半開きの窓から入ってきてガラスを曇らせるがそれすらも楽しんでいる。アリアもその物珍しさにフィンの隣に座って一緒になって騒いでいた。

　しばらくしてから泊はく人とは、席の真ん中にあるテーブルにサンドウィッチやバスケットに入った果実を並べた。フィンは、目を輝かせてそれらの食べ物を見ていたが、アリアは「泊はく人とさん……それは？」と、怯おびえたような声を出した。

「見てのとおり、食い物だ」

「えーっと……」アリアが恐る恐る訊きく。「泊はく人とさんが作ったの……？」

「アリア？　どうしたの？」

　隣のフィンが不思議そうにすると、アリアは「何でもないんだよ、大丈夫だからね」と強こわばった笑みを浮かべた。

　泊はく人とはため息を吐ついた。以前、気が向いて料理を作ったことがあるのだが、それ以来アリアは決して泊はく人とをキッチンに立たせないようにしている。

「心配するな。これは宿で作ってもらったものだ。果物も、部屋のバスケットをそのまま持ってきた」

「なんだ」アリアは安心したように笑顔になる。「それならそうと最初に言ってよ」

「おまえな……。まあいい。腹が減っただろう」

　時刻はすでに昼を過ぎている。目の前の食べ物に刺激されたのだろう、ぐう、と腹の虫が鳴ってアリアが顔を赤くして腹を押さえた。

　同じく、我慢しきれなくなったフィンが身を乗り出す。

「食べてもいいの？」

「ああ、好きなだけ食え」

　泊はく人との答えと同時に、フィンは野菜とハムのサンドウィッチを取って頰張った。

　そして、一瞬の間の後──

「おいしい！」

　フィンは満面に笑みを浮かべた。

　だが次の瞬間、その目からぽろぽろと涙がこぼれ始める。

「フィ、フィン!?　どうしたの、喉に詰まった!?」

　アリアが焦あせって背中をさする。しかしフィンは首を横に振り、さらにもぐもぐ口を動かしてサンドウィッチを吞のみ込こんで、半ば喘あえぐようにして言った。

「こんなふうにみんなで遊ぶの、初めてだから。嬉うれしくて──」

「フィン……」

　アリアはフィンを優しく見つめた。が、

「あ、それ、わたしも食べたい。一人で食べないで！」と叫んだ。

　それからは、三人で騒がしく──と言っても、アリアとフィンが色々とおしゃべりをするのを泊はく人とが眺めているという構図ではあったが──サンドウィッチを食べ、それが終わると今度は食後のデザートとして果物に移った。

「わたし、リンゴ剝むくね。……あ」

　アリアはバスケットの中からリンゴを取り出して顔をしかめた。

「どうした」

「ここ、腐ってる。取れば大丈夫かもしれないけど、やめた方がいいかな。オレンジとかはまだ新しそうだし。あの……泊はく人とさん？」

　泊はく人とは無言でアリアの手からリンゴを取った。

　確かに彼女の言葉どおり、リンゴは一部が変色していた。その表面には瑕きずがあり、そこから腐敗が進んだのだろう。

　だが、確かこのリンゴは──

　泊はく人とはそれで一つの可能性に思い至った。

「なあ、フィン」

　オレンジの皮を剝むいて一房ずつ口に運んでいるフィンを、泊はく人とは見つめた。

「この繰り返しが終わったとして、おまえはどうやって生きていきたい」




　翌日──と言っても、また島が崩壊した次の日。

「布の工場……だよね？」

　アリアは不思議そうに建物を見た。高さはそれほどではないが、民家の十軒ほどの広さがある工場だった。町の中でも飛空船ドックと並ぶ規模であり、蒸気の供給配管も膨大だ。

　紡績機や織機のものであろう歯車の規則的な音や、その動力となっている蒸気機関の稼か働どうする重低音が響いてくる。

「ああ。今日は布を織る」

　泊はく人との言葉に、アリアとフィンは「え？」と揃そろって疑問の声を上げた。

　しかしその疑問を無視して、泊はく人とは建物の中へと入っていく。

　紺の作業着に身を包んだ、頑固そうな白髪交じりの男が泊はく人とたちの前に現れた。その背後では何十もの職人たちが、織機を操って布を作り上げている。どうやら完全に自動化しているわけではなく、要所要所で人の手を加えているらしい。

「何の用だい」

　泊はく人とはその男が工場の親方だと知っていた。何度かの繰り返しの中で、一度か二度は話したことがあった。

「機織りを教えてくれないか」

　親方は「はあ？」と眉根を寄せた。

「突然来て、そんなこと言われても困るんだよ。遊びじゃないんだ。だいたい、俺たちの技術は門外不出だ。余よ所そ者ものに教えるわけにはいかねえ」

「いや、オレが教えて欲しいわけじゃない」

　泊はく人とが入口に目を遣やると、アリアと並んで立っていたフィンがびくりと肩を震わせ、おずおずと歩み寄ってくる。

「機織りを習いたいのは、こいつだ」

　親方はその言葉に眉を顰ひそめ、それからフィンをじっと睨にらみ付つけた。

「どういうことだ。なぜフィンがいる」

　フィンは一瞬、身を竦すくめたが、ゆっくりと頭を下げる。

　そして、顔を上げると真まっ直すぐに親方を見た。

「私に、布の作り方を、教えてください」

　その声と表情は硬く、拒絶されることへの恐怖と怯おびえがあった。

　肩は震え、微かすかにではあるが歯がかちかちと小刻みにぶつかっている。

　一方、親方はそんなフィンの様子を目まの当あたりにして、見てはいけないものを見たかのようにわずかに視線を落とした。

「いや、だが、それは──」

「こいつが干渉者だからか？」

　親方は苦々しそうに顔をしかめるだけで、その問いには答えない。

「ここに来る前に、オレはフィンに訊きいた。これからどうやって生きていきたいか、ってな」

　泊はく人との唐突にも思える話。しかし親方は黙ってその続きを待った。

「答え次第では、星読島に連れていくことも考えていた。あの島では、何人も干渉者が暮らしてるからな」

「星読島に、干渉者が？」

　親方は驚いたように泊はく人とを見る。

「ああ。一般人として日常を送ってる」

「危険は、ないのか」

　絞り出すような親方の問いに、泊はく人とは首を横に振った。

「自分の感情をコントロールできる干渉者が、事件や事故を起こす例は少ない」

　それから泊はく人とは干渉者の危険性について説明をした。干渉者は他の人間に比べて自分の心を落ち着けるのがずっと上う手まいことや、他者に危害を与えるのは干渉者本人よりもむしろ周囲の環境に問題があるケースが大半であるということなどを。

　親方は泊はく人との説明を聞いてしばし呆ぼう然ぜんとしていた。やがてフィンに目を向けるとぽつりと呟つぶやくように言う。

「それで……おまえは、この人の質問に、なんて答えたんだ」

　フィンはほんの少し躊躇ためらったあと、その問いに答えた。彼女の答えを聞いた親方はしばしの沈黙の後、「そうか」とだけ言って背を向けて歩き出す。

　駄目か──泊はく人とがそう思ったとき、親方が立ち止まった。

「ついてこい、フィン」




　泊はく人ととアリアは工場から出て町を歩いていた。

「ど、どういうことなの、泊はく人とさん」アリアは訳が分からないという表情で訊きく。「町の人たちは、あんなにフィンのことを嫌ってるのに、布の作り方を教えてくれる気になるなんて。親方が特別優しい人だったの？」

「いや、違うな」と泊はく人とは首を横に振る。

「じゃあ、どうして」

「親方も、町の人も同じだ。干渉者であるフィンを恐れ、嫌けん悪おしてる。だが一方で、フィンを除のけ者ものにしていることに疚やましさを感じている。どうしてだ？」

「……分かんない。それって正反対の気持ちじゃないの？」

「そうだな。だが、二つの気持ちは表と裏だ。フィンに対する無理解のな」

「無理解……？　つまり、フィンのことをよく知らないってこと？」

「そうだ。干渉者がどんな存在なのか、どのくらい危険なのか、それにフィンが何を考え、どう感じて、何を望んでいるのか、そういうことを町の奴やつらは知らない」

　だから、フィンを嫌けん悪おして、同時にそのことに疚やましさを感じている。

「そこまで分かれば、どうということはない」

「フィンのことを理解してもらえばいいんだ……。だから親方は受け入れてくれたんだね。でも、フィンがあんなふうに答えたの意外だったな……。てっきり、島を出て行きたいって言うのかと思ってた。泊はく人とさんは、分かってたの？」

「なんとなくだがな。飛空船に蔦つたが絡からんでいただろう？　もしフィンの願いがアリアの言うようなものだったとしたら、すんなりオレを行かせたはずだ」

「そっか……。他の島から助けを呼んできて、それで終わり。でも、そうじゃなかったんだね、フィンの願いは」

　泊はく人とはタバコを深く吸って、ため息を吐つくように煙を吐いた。

「ああ。ままならないもんだな。現実は」

　二人はしばらく黙って歩いた。

「そう言えば、これからどうするの？　いくらフィンを町の人たちに理解してもらって信用されても、それは一日でリセットされちゃうよね……。それに、避難する場所がない問題も解決してないし」

「少し考えがある。何日かかかるかもしれないが」

　アリアは不思議そうに首を傾かしげた。

「何日か？　いろいろ試して、島の崩壊を繰り返すってこと？」

「いろいろは試さないな。基本的には今日と同じだ。フィンを町の様々な場所へ連れていって、仕事を覚えたり手伝ったり、場合によってはただ雑談したりしてもらう」

「え？」アリアは怪け訝げんそうに眉を寄せる。「でも、それじゃあ……」

「似たような一日を繰り返すだけ、か？」

「……泊はく人とさんはそうならないと思ってるってこと？　どうして？」

　泊はく人とは「これは仮説だが」と前置きした。

「魂に記憶を刻み込む」

「た、魂？」

「ああ。干渉力も万能じゃないからな。人の心の核──魂までは、フィンの力でも巻き戻すことはできない。だから何度もフィンとの交流を繰り返す」

「それで町の人たちの魂にフィンのことを覚えさせるってこと……？」

　魂などという曖昧なものを信じられず、アリアは不可解そうな表情を浮かべていた。




　泊はく人とはアリアに告げたとおり、フィンを町の様々な場所へ連れていき、人々に引き合わせた。

　最初の数日は布の工場に通い、次は飛空船のドック、その次は町の食堂、さらにその次は木綿畑の農家──といった具合に。泊はく人との言っていたとおり、干渉者とフィン自身について説明をすることで、町の人々は恐る恐るといった感じながらも、フィンを受け入れてくれた。

　アリアはこんなことを繰り返して本当に意味があるのだろうかと半信半疑だった。

　だが、次第にその認識は変わっていった。

　繰り返すうちに、町の人たちとフィンが打ち解けるのが早くなっていくのだ。

　初めのうちは、一日が終わる頃にようやくまともに会話できていたのが、それぞれの場所で数日を過ごしたあとは、朝行って昼前には会話できるようになっていた。

　泊はく人との仮説が正しかったということなのかもしれない。

　だが、本当にそうなのだろうかという思いをアリアは拭えなかった。

　泊はく人とが何か隠しているような気がしていた。根拠があるわけではなかったが。

　一方、泊はく人とは宿で何やら書き物をしているようだったが、アリアがそれに付き合うことはなかった。なぜならアリア自身も泊はく人とにいくつかの課題を与えられ、毎日をそれなりに忙しく過ごしていたからだ。

　課題の一つは、両親の手がかりを探すということだった。だが、町民のほぼ全員に聞き込みを行ったものの有力な情報は得られていない。やはりこの島には手がかりはないのかもしれない。とすると、もう一つの手がかりである『光り輝く大樹』を探さなくてはならない。

　二つ目は、干渉力を操る訓練だ。

　アリアは町にほど近い丘の上で、その課題に取り組んでいた。

「心を落ち着けろ」

　目を閉じたアリアの耳に、背後にいる泊はく人との静かな声が響く。

「風を感じろ。そこから周囲へ少しずつ感覚を延ばしていくイメージだ」

　そよ風が吹き、アリアはそれに意識を向けた。

　肩を撫なで、髪を緩やかになびかせる、穏やかな空気の流れ。

　それがゆるやかに丘を吹き下ろし、草木を揺らして新芽の香りを抱き、蒸気に満ちた町を抜けて人々の生活の匂いを重ねて、島の外へと流れていく、その様を心に描く。

「いいぞ。そのまま、風の向きが変わる様子を想像しろ」

　言われるままに、空気の流れの変化を想像する。

　すると、それまで身体の正面に向かって吹いていたそよ風が、次第に右側から身体に当たるようになった。

　アリアは目を開いた。瞬間、風向きが元に戻る。

　眼下には、先ほど想像したとおりの青々とした草木と、ルフランの町があった。そして、その先には赤く染まり始めた果てしない空と雲海が広がる。

「かなりよくなった」

「ほんと!?」

　自分でも実感はあった。これまでの地道な努力と何度か土ど壇たん場ばで干渉力を発動した経験が合わさって、少しずつだが思ったとおりに力を操れるようになってきている。

「が、もっと出力を上げられるようになれ。おまえの力はこんなもんじゃない」

「出力って……機械じゃないんだから。でも、これ以上どうしたらいいの？」

「分からん」

「分からんって、そんな無責任な……」

「分からんが、無意識に心にブレーキをかけてるんだろうな」

「それって、自分に向かい合ってないってこと……？」

「いや、少し違う。これは誰しもが持つ自制心ってやつだ。時と場所を選ばず、それも誰彼構わず心を開く奴やつはいない。だが、干渉力を十分に発揮するときにはそれが必要になる。何か心を開くきっかけがあればいいんだが」

　アリアは「きっかけかあ」と呟つぶやき、少しの躊躇ためらいの後に思い切って口を開く。

「泊はく人とさんもこうやって力の使い方を習ったの？」

　少し唐突にも思えるその質問に泊はく人とは眉を顰ひそめたが、すぐにアリアの問いの裏にあるものを察したらしかった。

「ロイから聞いたのか」

「うん……ロイさんやエリィさんから……」

　泊はく人とは「そういうことか」とため息を吐つく。面倒そうではあったが不愉快に感じている様子ではなく、アリアは少しほっとした。

「そんなこと聞いてどうする。おまえが知っても仕方ないだろ」

「それは……」

　確かにそうかもしれない。泊はく人との過去を聞いたところで、アリアの干渉力が上達するわけでも両親が見つかるわけでもない。だが、

「泊はく人とさんのことを知りたいから……じゃ駄目なの？」

　共に旅をする仲間として、相手をよく知りたいと思うのはいけないことだろうか。

　泊はく人とはもう一度ため息を吐つく。やはり駄目だろうかとアリアが諦めかけたとき、泊はく人とは「隠すような話でもない」と呟つぶやくように言った。

「聞いただろうが、オレは星読島の調査部にいた。干渉力の使い方、飛空船の操そう舵だ、サバイバル技術、旧時代の遺物の扱い方と文献の読み方……何から何までオレに叩たたき込こんだのが、そこの調査員の一人だった」

「泊はく人とさんの師匠？」

　師匠という単語に泊はく人とはひどく嫌そうな顔をした。

「な、何？　どうしたの？」

「あれを師匠と呼んでいいか、オレには分からん。さっきオレがどうやって干渉力を習ったか聞いたな？」

　うん、とアリアは頷うなずく。

「熟練の干渉者は未熟な干渉者の力を暴走させられるんだが、あいつは何の説明もなくオレにそれをやった。まだ制御の仕方も知らなかったオレに、一度じゃなく何度も」

「ええっ!?　な、なんでそんなこと？」

「暴走を抑えることが干渉力の操作に繫つながるから、だと。おかげで何回か死にかけた」

「うわあ……」

　泊はく人とが虚うつろな目で語るのを聞いてアリアは顔を引きつらせた。それから少し躊躇ためらいながら「泊はく人とさんの飛空船はその人から受け継いだんだよね？」と聞いた。

「ああ。十年前に事故があって、あいつが死しに際ぎわに船をくれてやるって言ってな」

「……そんなことがあって、飛空船に乗るのが嫌にならなかったの？」

「仕方ない。あいつは船だけじゃなく、面倒な仕事も押しつけていったからな」

「それって……泊はく人とさんが探してるっていう島のこと？　どんな島なの？　どうしてずっと……十年も諦めずに、探してるの？」

　泊はく人とはタバコを取り出して火を点つけた。深く吸い込んでから、ゆっくりと煙を吐き出す。

「何千年も前に世界がこうなったのは知ってるな？　地表は雲海に隠され、奇妙な現象が起きる浮遊島が無数に発生し、干渉者も生まれるようになった。この世界の理ことわりは、もうずっとおかしい」

　泊はく人との話がどこへ向かっているのか分からず、アリアは当惑した。

　そんな過去の話と、泊はく人との目的地に何の関係があるというのか。

「オレが探してるのは、世界がこうなったきっかけになった場所──始まりの島だ。本当にあるかどうかも確証はないが、その場所へ辿たどり着つけば、世界の理ことわりの正体を知ることができる。あいつは、そう言ってたな」

　泊はく人とはタバコの煙をくゆらせる。

　想像もしていなかった壮大な目的に驚いて、アリアはしばし言葉を失った。

「アリア、泊はく人と！」

　そのとき声が響いた。視線を遣やるとフィンが丘を登ってきていた。

「そんなとこだ」泊はく人とはタバコを押し消す。「今はやるべきことをやれ」

「う、うん」

　アリアは三つ目の課題を思い出す。それは、フィンと仲良くしておくことだった。

　だが、それは指示されるまでもないことだった。フィンはアリアにとって初めての友人と言える存在であり、妹のような存在でもあった。化粧や服などのお洒落しやれの話もしたし、フィンが飛空船ドックの見習いの少年を気にしているというような恋──と言うにはまだ淡いものだったが──の話もした。

　泊はく人とはフィンが到着するのを待って、世間話でもするような調子で切り出した。

「明日を、最後の一日にするぞ」

　アリアは泊はく人との言葉に意表を突かれた。

　確かに島民たちの対応は少しずつ変化しているように思えた。だが、基本的には繰り返していただけに思えた日々。

　そのどこに、そしていつの間に、泊はく人とは解決の糸口を見み出いだしていたというのか。




「町中に使いを出しました。直じきに集まるでしょう。全員は難しいと思いますが」

　町役場の担当者がそう言った。

　また島が崩壊した翌朝、泊はく人ととアリア、そしてフィンの三人は、町役場を訪れていた。そして、なるべく大勢の島民を役場の前庭に集めて欲しいと頼んだのだった。

「うそ……」

　アリアが思わずといった様子で呟つぶやいた。

　繰り返しの中で、町長のもとを訪れて飛ひ礫れき島とうが衝突する話をしたことがあるのだ。だがそのときは、泊はく人とたちは信じてもらえずに追い返されてしまった。

「はい？」と担当者が訝いぶかしげに首を傾かしげる。

「いや、何でもない。協力、感謝する」

　泊はく人とはアリアの代わりにそう応えた。しばらくして町役場の前庭に人が集まったという連絡が来て、泊はく人とたちは二階にあるバルコニーへと移動する。そこは前庭に面しており、演台として利用される場所だった。

　バルコニーへ出て、アリアとフィンが息を吞のむ。

「こんなに……？」「うそ……」

　そこには千人近い人々がいた。正確に把握できる人数ではないが、町のほぼ全員──少なくとも九割以上の人たちが集まっていた。前庭に入りきらない人たちは、大通りにはみ出している。仕事も始まっている時間帯に、それほどの人数が集まったのだ。

　役場の担当者に促され、泊はく人とはゆっくりと進み出た。

　そしてざわめく人々に向けて、大きな声を発した。

「朝早く集まっていただき感謝する。オレは隣島で依頼を受けた泊はく人とという者だ。ルフラン島に迫る危険を知らせるために来た」

「危険だって？」と集まった人々がざわめく。

「この島には今、飛ひ礫れき島とうが迫っている。島全体を破壊するほどの、巨大な飛ひ礫れき島とうが。そして、それは今夜、島に衝突する」

「おい、待ってくれよ！」

　前の方にいる男が、声を上げた。

「軌道を計算してぶつからないって話になったんじゃなかったのかよ！」

「その軌道が変わる。飛ひ礫れき島とうの浮遊結晶が爆発するんだ」

　その答えに人々は再びざわめいた。俄にわかには信じがたい内容だ。

「何でそんなことが分かる！　だいたい、そんなに危険なものが迫ってるのに、どうして来たのがあんただけなんだ」

　別の男が叫んだ疑問は、あっという間に人々に浸透して泊はく人とに対する疑念となる。

　だが、泊はく人とは慌てることなくその問いに応じた。

「オレがそのことを知ったのは、実際にそれを体験したからだ！」

　町の人々は静まりかえった。泊はく人との言葉を理解できなかったのだ。正気ではないと思われたのかもしれない。

　泊はく人との背後からもアリアとフィンが驚く気配が伝わってくる。

　まさか、本当のことを伝えるのか。そんなこと、信じてもらえるはずがない。

　二人の思いは、その言葉を聞かなくても泊はく人とにはよく理解できた。

「この島は、飛ひ礫れき島とうの衝突による崩壊が起こる一日を、すでに何回も繰り返している！　オレは何度も何度も、この島が壊れる様子を目まの当あたりにしてきた！」

　そこまで言った時点で、ほとんどの人が猜さい疑ぎの視線を泊はく人とに向けていた。

「何言ってんだ、あいつ」「そんなの、信じられるかよ」「頭がおかしいんじゃないか」

　泊はく人とに対する批判がそこかしこから聞こえてくる。

　ここからが正念場だった。

　信じてもらわなくては、泊はく人との目もく論ろ見みは泡となって消える。

　だが、泊はく人とは何も言わず、じっと人々の視線と批判に耐えた。

　ここから先は自分では駄目なのだと、泊はく人とは理解していた。

　そして「帰れ」だの「消えろ」だのといった直ちよく截せつ的てきな非難が聞こえ始めたとき──

「ぜ、ぜんぶ、本当！」

　必死の訴えが、その場に響いた。

　泊はく人との隣を駆け抜けて、バルコニーの手すりに縋すがりついたのはフィンだ。

　非難していた町の人々も、突然のフィンの登場に言葉を失う。

「繰り返しは、私の力のせいなの！」

　フィンの言葉が、疑念一色だった町の人々の思いにさざ波を立てた。

　時間が繰り返すなど、普通であれば突拍子もない話で爪の先ほどの信しん憑ぴよう性せいもない。だが、そこに干渉力が介在するとなれば話は別だ。

「ずっと、ずっと繰り返してきた！　何度も島が壊れて、でも、みんなに言っても誰も信じてくれなかった！」

　これまで彼女の存在を疎うとましく思い、関わろうとしなかった人々は、初めてフィンの悲痛な感情を目まの当あたりにして啞あ然ぜんとしていた。これまで彼女は顔を伏せ、自分の気持ちを押し隠して生きてきたから。

「だけど、泊はく人ととアリアが島に来てくれた。二人は手伝ってくれて、でも、でも、やっぱりみんなは信じてくれなくって！」

　たどたどしい、要領を得ない説明だった。

　だが、だからこそフィンの言葉には真実味が宿る。しかし──

「島が壊れるのが分かってるなら、そこの泊はく人ととかいう奴やつに言って連れ出してもらえばよかったじゃないか！　騙だまされないぞ！　何を企たくらんでる！」

　人々の中からそんな声が上がる。

　幼い少女に対してするには、ひどく厳しい質問だった。

　フィンに対する嫌けん悪おと恐怖は払ふつ拭しよくされたわけではないのだ。人々はフィンがどう答えるのかを固かた唾ずを吞のんで見守った。

「あ……」

　しかしフィンは震える声を漏らして、その身を固くし、立ち尽くしてしまう。

　まだ十歳にもならない彼女に対して、島の大人たちからの非難に耐えて反論しろというのはあまりに酷だ──泊はく人ともそのことは重々承知していた。

　助け船を出すか、と泊はく人とが躊躇ためらったとき。

「フィン、大丈夫だよ」

　アリアがそっとフィンの手を取る。

「言いたいことを言えばいい。何が起きても、わたしと泊はく人とさんがついてるから。島の人たちが何て言ったって、わたしたちは最後まで、あなたの味方だから」

　囁ささやくようにアリアは言った。

　フィンにとって生まれて初めてできた友達であり、姉のような存在であり、そして幾度島が壊れる状況でも近くに寄り添って信じてくれたアリアの言葉。

　それが怯おびえに凍ってしまっていたフィンの心と身体を穏やかに溶かしていく。

　フィンがぎゅっと強くアリアの手を握り返す。

　それで彼女の震えは止まり、その顔は再び人々へと向いた。

「私は泊はく人とさんに聞かれたの。これからどう生きたいのかって」

　それは三人でトラムに乗ったときの出来事。

「私は気付いたの。私は、この島で生きたい。島の人たちと、みんなと一緒に、仲良く暮らしたい。受け入れてもらいたい」

　フィンの声がうわずる。

　彼女は自分の思いを必死に言葉にしようとしていた。

　それを聞く人々は一時は驚きにざわめいたが、すぐにフィンの言葉を聞き逃すまいと静まりかえった。

「それが、ずっと、ずっとこの島で過ごしてきた、私のたった一つの願いだったから。私にとって世界はこの島が全部で、だから他の場所へ逃げ出すなんて、考えたこともなかったから」

　フィンはそこで言葉を止めて、目に溜ためた涙を拭った。

「親方さん、私は繰り返しの中で、親方さんに布の織り方を教えてもらったよ。ルフランの伝統織りのやり方、ちゃんと覚えたよ。模様が変わるところの経たて糸いとと緯よこ糸いとの張り方がまだ難しいけど」

　その次は飛空船のドックの人たちの方へ向けて。

「飛空船の修理、とっても勉強になったよ。炉の修理に、私の小さい手が役に立つって言ってくれて、すごく嬉うれしかった。完成まで、あとちょっとだね」

　フィンの呼びかけは続いていく。

　島の人々の中から記憶は失われても、彼らの魂には確かに彼女と過ごした日々が刻み込まれていた。そして、彼らの奥底に刻み込まれた記憶とも呼べないそれは、フィンの言葉によって呼び起こされていった。

　フィンは大勢の人々に感謝を言い終えると、もう一度全体をゆっくりと見渡した。

「私は、この島に居場所が欲しかった。誰かの役に立ちたかった。それだけが、私の願い」

　しんと静まりかえった。

　もはや彼女を誹そしる者はいない。

　これまでずっと自分たちが蔑ないがしろにしていた少女の切実な想いを知って、どうしてもう一度それを踏みにじろうと思えるだろう。

　彼らの目に映るのは、もはや干渉者という得体の知れない存在ではなかった。

　やがて、誰かがぽつりと呟つぶやく。

「信じても、いいんじゃないかな」

　それはさざ波のように広がり、少しずつ想いが同調していく。

「そうだな……」「知らなかった。フィンがあんなことを考えてるなんて」「私は、信じるわ」「俺も……」

　フィンは信じられないという表情で、ただその光景を見て立ち尽くしていた。

　何度説明しても信じてくれなかった町の人たちが、今ようやく、フィンの言葉と想いを信じ始めていた。

「俺も信じるぜ！」ひときわ大きな声が響く。「俺たちは何をすればいいんだ！」

　その問いに、それまで様子を見守っていた泊はく人とが進み出た。

「島を動かす。あんたたちにはそれを手伝ってもらいたい」

　場が静まりかえった。

　その場の全員が啞あ然ぜんとして泊はく人とを見ていた。

「し、島を動かすって」男が言う。「あんた、何言ってんだ？　そんなのどうやるつもりだよ。無理に決まって──」

「蒸気機関の出力を全て使ってプロペラを回す」

　泊はく人とは男の言葉を遮ってそう言い切った。

　驚いた様子の別の男が前に進み出てくる。飛空船ドックの技師長だ。

「島そのものを飛空船にするつもりか」

　そうだ、と泊はく人とは頷うなずいた。

　だが、飛空船ドックの技師長は隣にいた別の技師と二、三言葉を交わしてからゆっくりと首を振った。

「駄目だ。島を動かすには出力が足りない」

　その言葉に落胆の空気が周囲に広がっていった。泊はく人との言葉を疑いつつも期待を抱いていたのだろう。

「足りないなら、足せばいい」

「何？」技師長は眉を顰ひそめた。「蒸気機関の出力はもう目一杯だぞ」

「誰が蒸気機関の出力を増やすと言った。あんた、機帆船って知ってるか？」

　その言葉に技師長はあっと目を見張った。

「機帆船？　知ってるんですか、技師長」と隣にいた技師が訊きく。

「ああ。旧時代にあったって船でな、蒸気機関と帆を組み合わせて推進力にするんだ」

　技師長は「そういうことだな」と確認するように泊はく人とを見た。

　泊はく人とは頷うなずき、懐ふところから何枚かの紙を取り出した。

「空力は計算済みだ。島には布が余ってるはずだ。全て帆として張れば、ぎりぎり飛ひ礫れき島とうを回避できるくらい、ルフラン島を動かすことができる」

　飛空船ドックの技師長と数人の技師たち、それから布工場の親方が、人だかりをかき分け、バルコニーに立つ泊はく人との元に走り寄ってくる。計算紙を受け取ると真剣な様子で検証を始めた。

　やがて、技師長が顔を上げる。

「確かに、計算上はいける……。島を動かすなんぞ、信じられん」

　その言葉に、人々がざわめいた。泊はく人との旅人としての知見、根拠たる計算書、そして技師長のお墨付き。それらが「島を動かす」という途方もないアイディアに、信しん憑ぴよう性せいを与えていた。

「布も足りる。だが」布工場の親方が言う。「間に合うのか？」

「ぎりぎりだ。だから、島の全員の協力が必要なんだ。島中の布から帆を作って、できるだけ早く張らなくてはいけない。プロペラの設置もだ」

　二人は頷うなずき、人々を振り返った。

「布職人と女たちは帆の縫製、他の奴やつらは帆とプロペラの設置を手分けをしてやるぞ！　俺たちがそれぞれ班長になる！　急げ、間に合わなくなるぞ！」

　町の人々が慌ただしく動き始める。

　と、泊はく人との隣にいたフィンが力なくバルコニーの床に座り込んだ。

　彼女はつぶらな瞳に涙を浮かべ、信じられないという様子で集まった人々がそれぞれの持ち場へと動いていく光景を見ていた。

　それは最初の崩壊から数十回を数え、ようやく辿たどり着ついた奇跡の光景だった。




　　　　◇




　ルフランの町の南にある丘に、無数の白い帆が立っていた。

　それらの帆は、強い風を受けてぴんと張りつめている。

　人々は町を離れて白い帆の下に集い、やはり張りつめた表情で、徐々に暗くなっていく東の空を見ていた。

「これで全部だ」

　布工場の親方が、泊はく人とに言った。

　朝から島民を総動員して、島を動かすための準備をした。

　飛空船ドックなどからプロペラをかき集めて蒸気機関と接続し、さらに布をかき集めて帆を作って張った。

　プロペラの方はさきほど設置が終わっており、町の建物の屋上や畑で回転し始めたのが見える。総数にして五〇基以上だ。帆の方も、全ての布を使い切って作業は終わろうとしていた。もはやできることは何もなく、人々は疲れ果てた様子で家族や友人同士、身を寄せ合っていた。

「人事は尽くした。あとは、運命が味方してくれることを祈ろう」

　親方は頷うなずいて泊はく人とと握手を交わし、自分も家族の元へと歩いていく。

　その途中で、最後の帆を張る手伝いをしていたフィンに何かを話しかけていた。

　広場で彼女が訴えかけたことへの労ねぎらいかこれまでの謝罪か、そんなところだろう。

　アリアは不安げな町の人たちの姿を見ながら、泊はく人とにだけ聞こえるように言う。

「泊はく人とさん、蒸気機関と帆で島を動かすなんて、ほんとにできるの……？」

「……そうか、おまえには空図の読み方も、計算の仕方も教えたんだったな」

　アリアは頷うなずく。島を動かすのに必要な力がどれほどのものになるか、大雑把な見積もりはできていた。

「問題ない。今回に限っては例外だ」

「例外……？　泊はく人とさん、何か隠して──」

　アリアはさらに問いただそうとしたが、そこへ親方との会話を終えたフィンが近づいてきたので、口をつぐんだ。この状況でフィンに聞かせる話ではないと思ったのだ。

「アリア、どうしたの？」

　フィンの声には期待と不安が入り交じっていた。

「ううん、何でもないよ」

　アリアはフィンの頭を撫なで、東の空を見つめた。

　オレンジの光が闇に吞のまれていく空。灰色の雲海。

　時が過ぎ、夜も更ふけた頃に誰かが声を上げる。

「見ろ、飛ひ礫れき島とうが！」

　遠い東の空、最初はただの黒い点だったそれが、きらきらと輝き出した。

　仄ほのかに青い、断続的なきらめき。

　だが、ある瞬間にそれは暴力的な閃せん光こうに変化した。

　目も開けていられないような光に人々は悲鳴を上げる。

　たっぷり数秒間はそれが続いたあと人々が目を開けると、そこには七色に輝きながら猛烈な勢いで近づいてくる飛ひ礫れき島とうがあった。

「噓うそだろ……」「本当だったんだ……」

　アリアたちの周囲から、そんな呟つぶやきが聞こえてくる。

　フィンと泊はく人との言葉を信じていなかったわけではないだろう。

　だが、信じるのと、実際にそれを目まの当あたりにするのとでは、大きな違いがある。彼らは初めて実感を持ってルフラン島の崩壊を悟ったのだ。

　島の人々は恐怖を隠せない。

　みんなが誰かに縋すがっていた。

　アリアも例外ではない。何度も見た光景だが、慣れることはできそうになかった。

　泊はく人とと手を繫つなぎ、もう片方の手でフィンの手を握る。

　風はいつの間にかごうごうと音を立てるほどに強くなっており、砂すな埃ぼこりを舞い上げ、枯れ葉を散らしている。そして、帆はその風を受けて力強く膨らんでいた。

　誰が見てもこれから訪れる惨事しか想像できないような光景。

　だがそのとき、泊はく人とは「いいぞ」と呟つぶやいた。

「すごい」フィンも気付いている。「本当に島が動いてる！」

　アリアも気付いた。何度も繰り返し見てきたからこそ分かる。

　いつもとは、飛ひ礫れき島とうの見える角度が違う。

「このままいけば、回避できるぞ」

　アリアは泊はく人との手に力が入るのを感じた。

　飛ひ礫れき島とうは急速に接近し、それに合わせるようにしてルフラン島も少しずつ回転していく。

　その光景を見て、アリアは泊はく人との狙いに察しがついた。

　島を動かすと言っても、位置を変えるのではなく方向を変えるだけなのだ。だからこそ、普通に動かすよりもずっと力が少なく済む。

　泊はく人とが例外と言ったのは、そういうことだったのだと納得する。

　しばらくして、飛ひ礫れき島とうの爆発から遅れてやってきた音が轟とどろき、爆風が島を襲った。

　恐怖の対象でしかなかったその猛威も、今回に限っては救いとすら感じられる。頑丈に立てられた帆は爆風を受けて軋きしんだものの倒れず、その力をルフラン島の回転へと変えていた。

　しかしそのとき、遠くから何かが割れる音が響いた。

　直後、人々が悲鳴を上げる。アリアも振り返ると、町や畑に設置されていた一部のプロペラの羽根が吹き飛んでいくのが見えた。

「は、泊はく人とさん！　プロペラが！」

「負荷が大きすぎたか……！」

　プロペラは次々と壊れていき、ついには半数以上が稼か働どうを停止してしまった。

　ルフラン島の回転が遅くなっていく。

「そんな……」

　フィンが絶望に喘あえぐ。

　町の人々が悲鳴を上げる。

　ごうごうと響く飛ひ礫れき島とうの風切り音が、希望を打ち砕く。

　また駄目なのか。

　泊はく人とが知恵を絞り、フィンが必死に訴え、島の全員に信用してもらい、考え得る全ての力を尽くした。もし、これで衝突を回避することができなかったら──。

「あ──」

　そのとき、アリアは気付いた。

　自分は？　自分は、まだ何もしていない。

　何かできることは──そう考えて、そんなもの一つしかないとすぐに気付く、

「泊はく人とさん、フィン。わたし、これから風を呼ぶよ」

「風……？　アリアが？　そんなことできるの？」

「できるよ。島ひとつ嵐で包むことだって。凄すご腕うでの泊はく人とさんの船を落とすことだって」

　アリアが冗談めかして言うと、泊はく人とは憮ぶ然ぜんとして「できるもんならやってみろ」と応じた。

「だが、アリアの力は本物だ。信じろ、フィン。どのみちできることは他にない」

　フィンはこくりと頷うなずき、アリアの手をぎゅっと握った。

　アリアは目を瞑つぶり、深く呼吸して心を落ち着けた。

　身体の周りの空気の流れを感じる。

　少しずつその感覚を外へと広げていく。

　丘を下り、森を抜け、町を通り、島の外へ。
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　いける、とアリアは思った。

　このまま、風を操れば──と。

　しかし、アリアはたじろいだ。

　空気の流れが、あまりに複雑だった。

　二つの島が接近することで、昼間とは比べものにならない規模の乱流が起きている。

　アリアの精神は、その奔流に吞のみ込こまれてしまいそうになる。

　思わず悲鳴を上げそうになったとき、両の手に伝わる感覚が精神を繫つなぎ留とめた。

　大きく力強い感触と、繊細で柔らかな温かさ。

　泊はく人ととフィンの存在が、アリアに自分自身の存在を意識させてくれたのだ。

　乱流の中に精神を置いて、アリアは風の流れを見極める。

　そして、その流れをルフラン島に向けて、強く引き寄せようとする。

　だが、その流れはあまりに乱れ、力強く、いったんは引き寄せたと思ってもすぐに元の場所へと戻ってしまう。

　このやり方では駄目なんだ──アリアは悟る。

　もっと、もっと大きな力が必要なんだ。

　でも、どうやってそんな力を出せばいい？

　そのとき、アリアの脳裏に泊はく人との言葉が浮かんだ。




『何か心を開くきっかけがあればいいんだが』




　ああ、そうだ、とアリアは思う。

　そしてほとんど同時に旋律を口ずさみ始めていた。

　美しく、力強い、ヴォカリーズ。

　幼い頃から歌うことが好きだった。

　歌っているときだけは自分の心を解き放つことができた。

　だから、アリアは迷わなかった。

　恐らくそのとき、島中の人たちが共通の幻を見た。

　渦巻く乱流が町から放出される膨大な蒸気を巻き込み、やがて大きな質量を持ったただ一つの風の大河となってルフランの丘を吹き抜ける姿を。

　蒸気を孕はらんだ轟ごう風ふうが、帆に凄すさまじい勢いでぶつかった。

　人々は立っていられず、その場に伏せるしかなかった。




「アリア！」

　自分の名を呼ぶ声に、アリアははっと目を開いた。

　倒れそうな身体を泊はく人とが支えてくれている。

　気を失っていた──いったいどのくらい？

「泊はく人とさん！　ひ、飛ひ礫れき島とうは!?」

「見てみろ」

　泊はく人との視線を追うと、ルフラン島の東端を掠かすめて遠ざかっていく巨大な島の姿があった。

　それを見送る人々は、魂が抜けたように呆ぼう然ぜんとしている。

　そのとき、どんという衝撃がアリアを襲った。

「アリア！」

　フィンが抱きついてきたのだった。

　嬉うれしそうな表情を浮かべ、その目の端には涙を浮かべている。

「ありがとう！　アリアのおかげで、やっと、やっと──」

　感極まったフィンは言葉を詰まらせ、声を上げて泣き始めた。

「ううん。フィンが頑張ったからだよ」

　アリアは微ほほ笑えみながらフィンを抱きしめ返す。

　そんな二人の様子に、ようやく自分たちが助かったのだという実感が湧いてきたのだろう、町の人々が歓声を上げ始める。そして、泊はく人ととアリア、そしてフィンのもとに駆け寄ってくる。

「よくやった、フィン！」

「助かった！　泊はく人とさん、あんたたちのおかげだ！」

「最後にすごい風が吹いたな！　奇跡だぜ！」

　大勢の人たちが喜びと興奮を露あらわに駆け寄ってくる。

「わ、わ、わ、ちょ、ちょっと」

　アリアはその勢いに思わず悲鳴を上げて逃げようとしたが、すでに遅かった。

　腕をしっかり摑つかまれると、次の瞬間には身体が宙を舞っていた。

　隣を見れば、フィンも同じように宙を舞っている。

　下を見て、アリアはようやく状況を理解した。

　町の人たちが嬉うれしそうに胴上げをしているのだ。

　ああ、やっと終わったんだ──胴上げされている状況に困惑しながらも、アリアは心の底から安あん堵どした。全身から力が抜けていく。

　そう言えば泊はく人とさんは、と探してみると、彼だけは少し離れたところでタバコを吹かしながら──彼にしては珍しく楽しげに──お祭り騒ぎを眺めていた。

「ちょっと泊はく人とさん！　ずるくない!?」

　結局はそのあと、泊はく人とも捕まり、三人は島の人々にもみくちゃにされたのだった。




　　　　◇




「それじゃあ、元気でね」

「うん、フィンも元気で」

　飛ひ礫れき島とうを回避した翌朝、確かに時が進み『次の日』が訪れた。

　それはつまり、泊はく人ととアリアの旅立ちの時を意味していた。

　アリアは泊はく人とと並んで飛空船を背に立ち、フィンたち町の人々と対面している。

　フィンと町の人々の間に、もはや隔たりはない。

　昨夜は島をあげての宴会が開かれ、そこでフィンは町の人たちから多くの言葉をかけられていた。島を救ったことに感謝する者もいたし、繰り返しを乗り切ったことを労ねぎらう者や、これまでの仕打ちを涙ながらに謝罪する者もいた。だが、何よりもフィンが嬉うれしそうにしていたのは、うちに来いと言う布工場の親方の言葉だった。

　彼女は自分が必要とされる居場所を得たのだ。

「ちょっといいですか」

　アリアとフィンが別れを惜しんでいるとき、一人の男が声をかけてきた。

　あれ、とアリアは違和感を覚える。

　初めて見る顔だったのだ──繰り返しの中で、島の全員に会ったと思っていたというのに。

「どうも初めまして」その太った男は笑いながら近づいてきた。「私もこの島の発着場の係員をやっています。ああ、やっぱりお嬢さんだったか」

「え？　発着場の係員って……。それに、やっぱりって……」

　発着場の係員とは繰り返しのたびに顔を合わせていたが、目の前の男とは別人だ。

　アリアは訳が分からなくなって、救いを求めるように泊はく人とを見た。

「……夜間の担当者か？」と泊はく人とが問う。

「ええ、そうです。発着場は夜中も開けてますからね。私は昨夜の担当でした。何やらすごいことになっていたそうで。私が起きたときにはもう全部終わって宴会になっていましたが」

　仕事があって参加できなかったのは残念だと太った男は言った。

　アリアははっと瞠どう目もくして呟つぶやく。

「繰り返しは朝から夜の比較的早い時間までだったから、その間ずっと眠ってた担当者には会えなかった……？」

「どうやらそういうことだな」

　そんな見落としがあったなんて、とアリアは息を吞のんだ。だがすぐに事実関係なんかどうでもいいのだと気付く。

「さっき、やっぱりって言ってましたけど、ひょっとして、わたしを見たことがあるんですか!?　いつ!?」

「は、半年か、もう少し前かな……」と男はアリアの勢いに怯ひるみながら言う。

　一方、アリアは口をぱくぱく開けて、声にならない声を出すのがやっとだった。

　やはり、自分はこの島を訪れていた。そして島民にも会っていたのだ。

「ひょっとしてお父さんとお母さんも一緒でしたか!?」

「あ、ああ、一緒だったよ。夜中に着陸してきて、またすぐに出発していってね。珍しいお客さんだと思ったから覚えてるんだ。アリアさんも、お父さんとお母さんもいたよ」

　アリアは息をするのも忘れて男の話に聞き入った。

「君のご両親は、航路を尋ねにここへ来たんだよ」

「航路を……」

　呟つぶやいてから、アリアはその事実の意味するところに気付いた。

「ど、どこに向かったんですか!?」

「虹こう色しよく雲うん海かいだよ。この島の近くに発生してるんだ」

「虹こう色しよく……雲うん海かい……？」

　聞き慣れない単語に、アリアは泊はく人との方を仰ぎ見た。

「文字どおり、七色に輝く雲海だ。色々な空域に現れては消える。一年近く留まることもあれば、ほんの数時間で消えることもあるが……」

「少なくとも繰り返しとやらが始まる直前まではあったはずだよ。でもそうか。私の記憶ではつい最近だけど、二ヶ月近く経ってるのかもしれないね……」

　男は指を折り数えながら言った。

「はい……。でも、なんでそんなところに行ったんでしょう。虹こう色しよく雲うん海かいに何かあるんですか？」

「さあ、そこまでは分からないな」

　それからしばらく話をしたが、結局得られた情報はそのくらいだった。だが、それは初めて摑つかんだ両親の足跡であり、アリアの心は高揚した。

「よかったね、アリア」とフィンが嬉うれしそうに笑った。

「うん、ありがとう、フィン」

　しばらくしてアリアと泊はく人とは飛空船に乗り込んだ。

　アリアはゴンドラの上のデッキから、フィンは島の大地から、互いに別れを惜しんで声を掛け合っていた。フィンの周囲にはルフラン島の人々が立って、飛空船に向けて手を振っている。

　飛空船が少しずつ浮上していく。

「さよなら、アリア！　ありがとう！」

「さよなら、フィン！　また来るね！」

　アリアのその言葉は届かなかったかもしれない。

　幼いフィンは、どこか大人びた笑みを浮かべただけで「またね」とは応えなかったからだ。代わりにフィンは別のことを言った。

「アリア！　たくさん世界を見てきて！　頑張ってお父さんとお母さんを探して！　それから、泊はく人とさんと仲良くね！」

「分かった！」

　もうこちらからの声は届かないのかもしれないと思い、アリアは大きく手を振り、叫ぶように言った。

　それが二人が交わした最後の言葉となった。それでもなお、アリアはフィンと島の人たちに向けて手を振り続ける。やがて、彼らの顔も見えなくなるくらいに遠ざかったところで、背後から声がかかった。

「アリア、そろそろ中に入れ。風が強くなるから」

「待って、もう少しだけ」

　ハッチから顔を出した泊はく人とにそう答えて、アリアはもう一度ルフラン島を振り返る。

「アリア！　もう中に──」

　泊はく人とが少し強めに声を上げる。

　アリアは振り返るのを途中でやめて、泊はく人とを見た。

　どうしたというのだろう。

　今の自分は、訓練のおかげで以前より風を感じることができるようになっている。その感覚からすると、風が強くなるのはもう少し先のことだろう。

「大丈夫だよ、泊はく人とさん」

　そう言って、アリアはルフラン島に目を向けた。

　しかし──

「え──？」

　アリアは言葉を失った。驚いたというより、何が起きたか分からず呆ぼう然ぜんとした。

　つい先ほどまで島があったはずの場所。

　そこには、ただ青い空と雲海が広がるばかりだった。

「アリア」

　泊はく人との声が背後から聞こえる。アリアはルフラン島があったはずの場所を凝視しながら、震える声で訊きいた。

「どういうこと……？　フィンは？　島の人たちは……？」

　諦めたように、泊はく人とが息を吐いた。

「フィンも、ルフラン島の人たちも、もう死んでいたんだ」

「え──？」

　何を言っているのか、分からなかった。

「あの島は、すべて、フィンの意識が残した幻だったんだ」

「え？　でも、あんなふうに一緒に過ごして、何日も繰り返して……」

「繰り返していたのは時間じゃない。壊れた島の幻が、フィンの干渉力の残ざん滓しで何度も再生されていたんだ」

　その言葉を何度も反はん芻すうし、ようやく泊はく人との言わんとすることを理解して、アリアは目を見開いた。

「え……？　そんな……どうして……。泊はく人とさんは……いつから──？」

「最初の違和感は、クロート号が蔦つたで動けなくなっていたことだ。フィンの干渉力が『繰り返し』だとすると妙だと思った。町で聞いた昔の干渉力の話も、火を出したとか、玩おも具ちやを消したとか、とりとめがなかった。一日の始まりがオレたちに限って島に到着した時間だってのも妙だった。本当ならフィンの目覚める時間が始まりの時間になるはずなのにな」

　それに、と泊はく人とは続ける。

「トラムに乗ったときのリンゴを覚えているか？」

　アリアは力なく頷うなずいた。

　バスケットの中にあった、腐りかけのリンゴ。

「あれは、オレが島に来た日に持ち込んだリンゴだ。島の時間が繰り返していたとしたら、リンゴは腐ることはなかったはず。だが違った。それで気付いた。オレたちが記憶を失わなかったのは干渉者だからじゃない。リンゴと同じように、フィンが生み出した幻じゃないから。それだけだ。フィンは、幻を作り出す干渉者だったんだ」

　今となっては詳細は確かめようがないが、フィンが噓うそつきだという評判も、彼女自身が無自覚に作り出した幻を本物だと思い込んだことが原因だろう、と。

「そんな──」アリアは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「ルフラン島を風で動かせたのも、幻だったからだ。本当に島を風で動かそうと思ったら、あの程度の力じゃ足りない。動いたのは、フィンが信じてくれたから。そうなるよう、オレは噓うそをついたんだ」

　旧時代の機帆船の話をし、計算書は数字をいじって信しん憑ぴよう性せいを持たせた。

「で、でも、あれは島の角度を変えるだけだから、力が要らなかったんじゃ──」

「それはおまえの勘違いだ。島を回転させるにも、あの程度の力じゃ足りん」

　頭の奥がじんとしびれる。気付いたら泊はく人とに縋すがりついていた。

「どうして……？　どうして、もっと早く教えてくれなかったの!?」

　胸の奥が絞られるように辛つらく、苦しかった──大切な真実を隠されていたことも、信頼していた泊はく人とを非難することも。

「保険だ」

「保険……？」

「ああ。フィンがオレの言葉を信じ切れなかったときのための。実際、最後の最後でプロペラが壊れて島が動かなくなった。おまえの力がなかったら危なかった。あれが、フィンにルフラン島が風で動くと信じさせる、最後の一押しになったんだ」

「わたしを騙だまして、信じさせて、それで、干渉力を使わせたってこと……？」

　確かにあれが島を救うことになると信じていたから、アリアは力を出せた。もし真実を知っていたら、同じことができたかは分からない。

「でも、そんなの──」

　アリアはさらに追及しようとして、出かかった言葉を吞のみ込こんだ。泊はく人とが言い訳もせず、ただ静かにアリアの言葉を受け止めようとしていることに気付いたから。

　こんなふうに泊はく人とに怒りと悲しみをぶつけることが正しいのだろうか。泊はく人とは真実を隠して事態を解決しようとした。そこには保険という側面もあったかもしれない。けれど、アリアを悲しませまいという思慮もあったに違いない。

　泊はく人とは、独りで悲しい真実を背負おうとしていたのだ。

　そして、真実が露見した今、泊はく人とはアリアの非難を甘んじて受け止めようとしている。そうして少しでもアリアの悲しみを薄めようとしてくれている。

　でもそれではいけない。そんな一方的な関係ではいけない。だから──

「わたしのこと考えてくれて……ありがとう。かっとなって、ごめん……」

　泊はく人との服を握っていた手をゆるめ、絞り出すようにしてアリアは言った。泊はく人とは少し驚いたように目を開いたが、すぐに元の表情に戻って「いや」とだけ応じた。

「教えて、泊はく人とさん。フィンが島の人たちとだんだん仲良くなっていったのも、幻だったの？　魂の話も噓うそだったの？　フィンが、島の人たちを優しい人たちだと思い始めたから、あんなふうになっただけだったの？　わたしたちがしたことは──」

　無駄だったの？

　ただ、幻の中で虚むなしくもがいていただけなの？

　アリアがそんな言葉を吐き出そうとしたとき。

「オレは違うと思ってる」

　え、とアリアは顔を上げる。

「あんな数の人格を干渉力だけで作り上げるとは、どうしても思えない。島は幻でも、そこには町の人たちの魂があった。オレはそう思う」

　だから、と泊はく人とは穏やかな口調で呟つぶやくように言う。

「フィンの願いは叶かなったんだ」

　島の人たちと仲良くなりたいという、居場所が欲しいという──ささやかで、しかし彼女にとっては何を差し出してでも手に入れたいほどの、切望とも言える願いは。

「でも……」

　アリアは眉根を寄せて、泊はく人とを見る。

　それでも、それはやはり幻だったんじゃないか、と。

　フィンは生きることができなかったじゃないか、と。

　結局、わたしはフィンに対して何もしてやれなかったんじゃないか、と。

　けれど泊はく人とは首を振り、ゆっくりと言った。

「アリア、おまえは町の人たちの差別に怒って、フィンを守ろうとした。島が壊れるときも、決して見捨てず、フィンの手を引いて走った。友として、姉として、ずっと独りだったフィンの傍そばにいた」

「そんなの、やって当たり前のこと…だよ……」

「当たり前じゃない。オレにも、島の誰にもできなかったことだ。そうやっておまえに支えられていたからこそ、フィンは町の人たちを説得するときに、自分の想いを言葉にできた。受け入れてもらうことができた。フィンをいつまでも繰り返す日々から助け出すことができたのは、おまえの想いがあったからだ」

　思い出せ、と泊はく人とは言う。

「おまえといるとき、フィンは確かにこの世界に生きていた。

　その魂は、おまえと一緒にあった。

　そのことは、誰よりもおまえがよく知っているはずだ」

　泊はく人との言葉が終わる頃には、アリアは俯うつむいて肩を震わせ、嗚お咽えつを漏らしていた。

　そして、やっとのことで顔を上げ、一つの問いを口にした。

「フィンは、幸せに、なったのかな」

　泊はく人とはタバコに火を点つけ、煙を深く吸い込んでから天を仰ぐようにして吐いた。

「ああ、きっと、な」

　その優しい返答を嚙かみしめるように頷うなずくと、アリアは両の瞳からぽろぽろと涙をこぼした。そして、それを拭おうともせず、ただひたすら島のあった方角を見つめた。

　生まれて初めてできた友人の面影を胸に抱きながら、声を上げて泣いた。







幕まく間あい三　─Interlude 3─







　あれから一週間。ルフラン島を出て、わたしたちは虹こう色しよく雲うん海かいへと向かっていた。

　これまでと比べてずっと確かな手がかりを得て、普段のわたしだったら喜んでいたと思うし、向かった先で頑張って新しい情報を手に入れなくちゃいけないんだから、やる気に満みち溢あふれているべきだった。

　でも──わたしは立ち直ることができずにいた。

　居場所が欲しいと願って死んでいった友人のことを思うと、胸に刃物を突き立てられたような気持ちになる。心は鋭く痛んで、見えない血液が流れ出たみたいに気力がなくなる。

　そんなわたしに泊はく人とさんが声をかけてきたのは、ある夜のことだった。

「まだ寝てなかったのか」

　泊はく人とさんはわたしにマグカップに入れたコーヒーをくれた。

　かなり高価なはずだけど、それは泊はく人とさんの心遣いだったんだと思う。

　ちなみに、コーヒーはミルクと砂糖がたくさん入っていて──正直に言えば口の中がじゃりじゃりするほど甘かった。

　料理が下手なのは知っていたけど、まさかミルクと砂糖を入れるのまで下手だとは思ってなかったわたしは、ほんの少しだけ笑ってしまった。コーヒーの温かさのおかげか、数日ぶりに笑ったことによるものか、沈みきっていた心がちょっとだけ救われたような気がした。

　でもその夜、泊はく人とさんがくれたのはコーヒーだけじゃなかったんだ。

「確かに夜間の係員に会えなかったのは、繰り返しの時間が限られていたからだ。が、繰り返しが終わったとしても、必ずしもあの係員に出会えるとは限らなかった」

　二人で黙ってコーヒーを飲んでいるとき、泊はく人とさんは藪やぶから棒ぼうにそれだけ言った。

　でも、わたしにはそれで十分だった。

　そう、考えてみればあれは奇跡のような邂かい逅こうだったんだ。

　あのとき、わたしはもうルフラン島で手がかりを探すのを諦めて出発する直前だったのに、限られた時間の中で、たまたまあの係員はわたしに会いに来てくれた。

　それはつまり、フィンがわたしのために用意してくれた時間だったんじゃないか。

　そのことに気付いたとき、わたしは一週間も落ち込んでいたことを後悔した。

　わたしは前に進まなくちゃいけなかったんだ、って。

　こんなふうにうじうじしていたら、フィンに怒られちゃう。

　そうだよね、フィン？







第四話　願いと代償の島







　月光の中で、雲海は見渡す限り淡い七色に彩いろどられていた。

　虹こう色しよく雲うん海かいと呼ばれる、ごく珍しい自然現象だった。帯状に色づくありふれた彩雲とは違って、まるで雲海の中に七色に輝く無数のランプを沈めたかのように光輝いていた。薄曇りの夜空で星々が虹色に輝くなら、あるいはこんなふうに見えるのかもしれない。

　それが今、飛空船クロート号の操そう舵だ室しつから目と鼻の先に見えている。

　飛空船と雲海の垂直距離は二〇メートルほど。それはあり得ないほどの低空飛行だった。最低でも雲海から数百メートル以上の高度を取るのが普通なのだ。雲海はただの雲よりずっと濃密で、しかも内部は凄すさまじい乱気流になっている。もし飛空船が中に入れば、船体はいともたやすくバラバラになる。

　アリアはごくりと唾を吞のみ、隣で舵かじを握る泊はく人とを見た。

「ねえ、泊はく人とさん……」

「何だ」

「本当に、ここにお父さんとお母さんが来たのかな。だとしたら、何のために？　それにそのとき、わたしはいたのかな。どうしてわたしは無人島に独りでいたんだろう。お父さんとお母さんは、どうなっちゃったのかな……」

　この場所に来るまでに考えた色々なことが口から溢あふれてくる。

「分からん」

「だよね……。でも、これからどうしよう……」

　ルフラン島で得た情報をもとにこの場所を訪れたものの、虹こう色しよく雲うん海かいは珍しいとはいえそれ以上のものではなかった。両親の痕跡も、蘇よみがえる記憶もない。

「とりあえず入ってみるしかないだろうな」

「だよね……………………えっ？」

　聞き間違いだっただろうか。いや、けれど確かに今──

「聞こえなかったか。何が起きたか分からないんだから、入ってみるしかないだろう」

「は、入ってみるって、ど、どこに……？」

「そこだ。他にどこがある」と泊はく人とは虹こう色しよく雲うん海かいを示した。

「えっ……ええっ!?　ほ、本気っ!?　だって、雲海だよ？　飛空船壊れるよ!?」

　雲海の中が危険だということは、飛空船乗りでなくとも知っている常識だった。しかし泊はく人とは鼻を鳴らして事もなげに言う。

「少しなら大丈夫だ。雲海なら何度か潜ったことがある」

　アリアは啞あ然ぜんとした。あり得ない話に思えるが、泊はく人とならそんな無茶も普通にこなしてしまいそうな気もしてくる。泊はく人とに常識が通じないことは、この旅で思い知った。

「以前、古い文献で読んだことがある。虹こう色しよく雲うん海かいはただの雲海じゃない。その内に秘められたものがある。おまえの両親はそれを求めて、虹こう色しよく雲うん海かいに入ったんじゃないか」

「秘められたものって……？」

「いくつも説がある。雲うん海かい鯨くじらの棲すみ処か、死者の国、旧時代のエネルギー変へん換かん装置。何が正しいかは分からんし、どれもただの戯ざれ言ごとかもしれん」

「そんなに色々……。でもいくらなんでも、雲海の中まで泊はく人とさんに連れてってもらうことはできないよ。危ないし、何があるのかも分からないし」

「オレのことは気にしなくていい。いずれは行くつもりだったからな」

　え、と驚いたアリアだったが、一つのことに思い当たる。

「ひょっとして、始まりの島かもしれないから……？」

「そう都合よくはないだろうが、手がかりがあるかもしれん」

「わ、わたしのために適当なこと言ってない？」

「言ってない」泊はく人とは鼻を鳴らす。「自分が行きたいかどうか、それだけ考えろ。確かにかなり危険だし、何も得られないかもしれない。どうする？」

「行く」

　迷うことはない。半年以上も色々な島を巡ってようやく辿たどり着ついたのだから。

　泊はく人とはアリアの覚悟を確認するように見つめてから、小さく頷うなずいた。

　飛空船がゆっくり虹色の雲海へと潜り始める。

　ゴンドラの下半分が沈んだあたりで、雲海の孕はらむ不安定な気流が船体を不規則に揺らし始めた。その揺れはだんだん大きくなっていき、船体が沈みきって視界が薄く虹色に滲にじむ霧に包まれた頃には、何かに摑つかまっていなければ立っていられないほどだった。

「は、泊はく人とさん、大丈夫なの、これ!?」

「墜おちないように祈れ」

「い、祈れって、そんないい加減な！」

　アリアは抗議の声を上げたが、この状況でできることと言えばそのくらいだった。アリアは操そう舵だ室しつの柱にしがみつく。

　墜おちませんように、壊れませんように、風が少しでも静かになりますように──

　と、そのときアリアは不意に揺れが小さくなるのを感じた。

「あ、祈りが通じた……神様ありがとう……」

「何を言ってるんだ」泊はく人とが呆あきれたように言う。「おまえの干渉力だ」

「え……？　あ、ほんとだ……」

　言われてみれば、飛空船の周りの風の流れが意識の片隅にあった。アリアは知らないうちにそれを制御していたのだった。

「風の流れでも読めれば御おんの字じと思ってたが、この乱気流をコントロールしたか」

「最初からわたしの力を当てにしてたの!?　先に言ってよ！」

「おまえはぶっつけ本番の方が上う手まくやるみたいだからな。まあ、おまえの力がなくても何とかするつもりだったが」

　はあ、とアリアはため息を吐つきつつ、飛空船の周りの風に意識を向ける。乱流が弱まり、船の揺れがさらに小さくなった。

　泊はく人とと出会う以前だったらこうはいかなかっただろう。アリアにとって干渉力は自分をごまかして抑え込むものであり、感情とともに暴走してしまうものだった。それが今、少しずつではあるが自分で操ることができるようになっている。

　アリアがさらに風の流れに集中した、そのとき──

「あ、泊はく人とさん、あそこ」

　虹色の霧が渦巻く中で、雲海の深層へ向かって真まっ直すぐに下りる流線を見み出いだした。




　　　　◇




　ずいぶん成長した、と泊はく人とは横目で干渉力の制御に集中するアリアを見て思った。

　妙に懐なつかれてしまった、とも。

　いつだったかアリアに「いい人」だと評されたことを思い出す。

　あのとき、アリアから見た自分はそんなふうに美化されているのかと、意外さと居心地の悪さを味わわされた。今もまた苦い気分になる。

　確かに泊はく人とはアリアとともにいくつもの島を巡り、起きる問題に向き合い、場合によっては困っている人たちを助けてきた。だが、そこにあったのはあくまで打算と合理だと泊はく人とは思っていた。好き好んで面倒なことをする趣味はないのだ。

　例えばティエル島では島中の精霊を総動員し、見ている方が恥ずかしくなるような騒動を経て恋わずらう紫し苑おんの想いが成じよう就じゆする結果になった。だが、泊はく人ととしてはそこまでせずとも、こっそり紫し苑おんを説得して、精霊と店主というそれまでどおりの関係に戻すという無難な選択が十分にあり得たし、泊はく人と独りだったらそうしていただろう。そうしなかったのは、泊はく人との手間をお節介で世話焼きなアリアにいくらか押しつけられる算段がついたからだ。自分の手間がさほど変わらないならば、よりよい結果を得られる行動をした方がいい。

　監獄島の一件もそうだ。かつての義賊グスクを脱獄させたら、そのまま何も知らぬ振りをして旅立つこともできた。本来の目的である飛空船の修理は済んでいたのだから。だが、エリィの腕はこれまで出会った飛空船技師の中でも一、二を争うほどで、その才能が怨おん讐しゆうのために失われてしまうのは泊はく人とにとって損失だった。だからあそこまで深入りしたのだ。

　崩壊の日を繰り返していたルフラン島ではどうだったか。あれもやはり繰り返しを止め、島から抜け出すために少女フィンの魂を助けただけに他ならない。

　だが、と泊はく人とは思う。本当にそうだろうか？　島から抜け出すだけならば、もう少しやりようがあったようにも思う。だというのに、フィンの事情に深入りしてしまったのは──。

「どうもペースが乱されるな」

　泊はく人とは再びアリアを横目で見て小さく呟つぶやいた。

「へ？　何？　何か言った？」

「何でもない。集中しろ」

　そもそも、アリアに干渉力の制御の仕方を教えながら彼女の両親を探す旅をしている状況というのが、面倒事を避ける泊はく人とにとって異常事態だった。

　記憶を失い、干渉力を暴走させ、無人の浮遊島に孤立していた彼女を助けたのはどうしてだったか。

「借りを返した……ってとこか」

「え？　な、何？」

「何でもない。集中しろ」

　まだ空を旅する術を知らなかった、幼い日のことが脳裏に浮かんでくる。

　泊はく人とは星読島の貧民窟で育った。両親も兄弟もおらず、物心ついた頃にはゴミを漁あさり、盗みをし、ときに他者を傷つけることで日々の糧かてを得ていた。食料や金目のものを持っているところを貧民窟の別の住人に襲われたことは何度もあったが、それでも死ななかったのは泊はく人とが強い干渉力を持っていたからだ。思いどおりに力を操れたわけではなかったが、窮地に陥ったときには本能が目の前の危険を排除してくれた。ただ、他の住人が徒党を組む中で、泊はく人とが一いつ匹ぴき狼おおかみにならざるを得なかったのもその異質な力のせいだった。

　そこから抜け出すきっかけは、ある赤髪の女に出会ったことだった。彼女は何を思ったのか、十歳にもならない泊はく人とに対して、自分の仕事を手伝わないかと誘った。泊はく人とはその誘いを受け、貧民窟から抜け出した。

　女は泊はく人とに空を旅するための技を仕込み、世界に関する広く深い知識を詰め込み、干渉力の使い方を叩たたき込こんだ。実のところ、泊はく人とという名前すらも彼女が付けたものだ。結局、泊はく人とを泊はく人とたらしめているほとんど全てが、彼女から与えられたものだった。

　世界の片隅に捨てられたかのようなアリアに出会ったとき、そして彼女が強大な干渉力を持て余していることを知ったとき、そこにかつての自分の幻影を見たような気がした。そして、そんな幻影の前に立つのはあの女ではなく、大人になった自分なのだと。そのときは錯覚だと思ったが、アリアとの旅を経てその感覚は否定しがたいものになっていた。

　要するに、と泊はく人とは思う。自分は無意識のうちにかつて与えられたものを、十数年を経た今になって返そうとしたのかもしれない。それは合理的でも何でもない、直感に従った行動だ。あまり自覚したくはなかったが、かつて干渉者として己の心に向き合ってきた泊はく人とに目を逸そらすことはできなかった。

「ったく、面倒だな……」

　そのとき、不意に風の音がやんだ。

　数秒後、鈍く軋きしむ音が船内に響く。

　虹こう色しよく雲うん海かいを下りていった先で、ゴンドラの底が何かに衝突して飛空船が停止したのだ。

　慎重に降下していたので船体に損害が出ることはなかったが、雲海の中に硬い物体が存在することに泊はく人とは少なからず衝撃を覚えた。

　アリアも「な、なに!?　底に着いたの？」と驚いているがそんなはずはない。雲海の下に何かがあるとしたら旧時代に壊れてしまった大地のなれの果てだろうが、そこへ至るほどには降下していない。雲海の表面からせいぜい三〇〇メートルほどだ──とは言え、墜落を除いてこの高度まで下りた飛空船乗りなどほとんどいないだろうが。

「船を下りるぞ」

「お、下りる？　雲の上に？」

「飛空船が着陸できて人間が下りられないことはないだろ。嫌ならここで待ってろ」

「ちょ、ちょっと持ってよ！　付いてくよ！」

　泊はく人とが飛空船のドアを開けた瞬間、濃密な霧が船内にまで入ってきた。

　肌にねっとりとまとわりついてきて、息苦しさを覚えるほどの濃さだ。これまでに経験したどんな霧よりも深い。

　七色の光が淡く滲にじんでいるものの、明るさは薄はく暮ぼほどもなかった。手にしたランタンの明かりがなければ何も見えなかっただろう。それでも視程は足下がぎりぎり見えるくらいで、泊はく人とはタラップを慎重に下りた。

　最後の一段を下りたとき、コツンと固い音がした。

　泊はく人との靴裏が地面らしきものにぶつかったのだ。

　ふわりと霧が流れていって足下が露あらわになったが、すぐにまた霧が覆おおい被かぶさる。だがその一瞬で泊はく人とは自分が踏みしめている地面が何でできているのかを悟った。

「浮遊結晶の地面……だと……？」

「えっ？」背後でタラップから下りようとしていたアリアが、足を地面に下ろす直前で止めていた。「浮遊結晶って言った？　お、下りても大丈夫？」

「ああ、問題なさそうだ」

　泊はく人とは膝を折って屈かがみ込こみ、地面を検分した。

　つるりと滑らかな地面は仄ほのかに青い光を発している。それが浮遊結晶であることは間違いない。その透明度からして純度はかなり高い。浮遊結晶はその純度が高いほど容易に崩壊し、凄すさまじいエネルギーを放出するのだが、それが飛空船の着地の衝撃を受けてもそうならなかったのは驚きだ。

「待ってたよ」

　聞き覚えのない声がして、泊はく人とははっと顔を上げた。

　霧の中で、二人の子供が微ほほ笑えみを浮かべて佇たたずんでいた。

　一人は十歳くらいの男の子で、もう一人は同じ年頃の女の子。

「だ、誰……？」とアリアが不安げに問う。

　異様な状況だった。雲海の中に浮遊結晶でできた地面があり、そこに年とし端はもいかない子供たちが現れたのだ。

「僕たちは」「私たちは」

　二人の声が揃そろう。

「この島の管理人だよ」
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「し、島？　管理人？」

　アリアが戸惑いながら周囲を見たが、辺りは霧に包まれ、自分たちが立つ地面しか見えない。

「うん、そうだよ」と男の子が答える。

「見せてあげるね」と女の子が言う。

　立ちこめていた霧がさっと流れた。

　それまで霧の中に隠れていた島の景観が露あらわになる。

「うそ……。何……この島……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたのはアリアだ。

　現れたのは雄大な光景だった。緩やかな丘陵が広がり、地面には草木が生え、霧を孕はらんだ風がその葉を揺らす。

　だがそれはあまりに異質だった。丘陵をなす地面も、転がる岩石も、全てが淡く七色に光る浮遊結晶でできていた。そこに生える草木すらも例外ではなく、幹や枝葉はもちろん、花はな弁びらの一枚、樹皮の凹おう凸とつから果ては繊維に至るまで、職人の造るガラス細工よりも精巧だった。生き物の温ぬくもりとは無縁の、無む垢くの自然をそのまま凍いてつかせたかのように静せい謐ひつな世界だった。

　上空を見上げればそこには淡く七色に彩いろどられた分厚い雲が蠢うごめいている。この島は雲海の内部をくり抜いたかのような空洞に浮かんでいるのだ。

　泊はく人とは唾を吞のんだ。それはかえって渇いた喉をひりつかせた。

「管理人と言ったな。つまりこの島は管理しなくてはいけない何かがある。そういうことか」

「そうだよ」男の子が答える。「それが何か、お兄さんはもう察しがついてるのかな」

　ああ、と泊はく人とは頷うなずく。剝むき出だしの浮遊結晶でできたあまりに現実離れした浮遊島は、数多あまたある虹こう色しよく雲うん海かいの伝承のうちのあるものとよく合致していた。

「……黄金の果実を実らせ、蘇よみがえりの葉を茂らせる。その幹は金こん剛ごう石せきより固く、その樹液は老いすら癒いやし、その根は深く虹色の大地から如によ意いの力を吸い上げ、盛りの花か弁べんはあらゆる願いを叶かなえるだろう。それは神が植え、悪魔が育てしカルパタルの樹き」

　泊はく人とは謳うたうように、かつて読んだ文献の記述を口に出した。

「当たり」と女の子がにこりと笑う。「お兄さんよく知ってるのね」

「……昔、いろいろ調べたからな。眉唾物だと思っていたが、その記述と、この島の様子はよく符合する。全てが七色に輝く結晶で造られた世界、そこにいる管理者」

「泊はく人とさん、カルパタルの樹きって……？」

　アリアの問いに代わりに答えたのは子供たちだった。

「願いを叶かなえる存在だよ。だいたいのことはできるよ。お金持ちになることも、不治の病を治すこともね」

「願いの大きさに応じた代償は必要だけどね」

　ふふ、と男の子と女の子が意味ありげに笑う。

「願いと代償……」

　感嘆でもなければ疑いでもない。アリアはただ呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。幻想的な島の光景も相まって、理解が追いついていないのだ。

「知らずに来たんだね。じゃあ、君はどうしてここに来たのかな？」

　男の子の問いかけに、アリアははっと息を吞のんだ。

「ね、ねえ、もしかしたら、なんだけど……」

　そんなふうに自信なげに躊躇ためらったのは、自分が核心に近づいているという予感と、それでももし違っていたらどうしようという不安が綯ない交まぜになったからだろう。

　アリアは呼吸を整えて、それから口を開いた。

「ここにわたしのお父さんとお母さん来なかった？　四十歳くらいの──」

「来たよ」

　両親の特徴を説明しようとするアリアの言葉を遮って、男の子があっさり告げた。

　アリアは一瞬ぽかんとして、それから目を見開いた。

「ほ、ほんとに!?」

「私たち、噓うそはつかないよ。あなたのお父さんとお母さんは、確かにここに来たよ」

「そうそう。君を連れてね」

　男の子と女の子は楽しげに言うが、アリアはそれどころではない。

「わ、わたし、全然覚えてないの！　目が覚めたら全然知らない島にいて、何があったのかも忘れちゃって、お父さんもお母さんもいないし。わたしたちはどうしてここに来たの？　お父さんとお母さんは今どこにいるの!?」

「まあまあ、そう焦あせらないで。ここじゃなんだから、少し落ち着いて話せる場所に行こうよ。ついでに島の案内もしてあげるから」

「案内なんて……！　それより──」

「いいからいいから」

　男の子がにこにこ穏やかな笑みを顔に貼り付けたままアリアを見つめる。

「僕たちも寂しいんだよ」

「ここに人間が来るなんて滅多にないことなの。だからあなたたちの話を聞かせて？　そしたら私たちも、あなたたちの知りたいことを教えてあげるから」

　女の子はアリアにそう言ってから、泊はく人との方にも視線を向けてきた。

「お兄さんも聞きたいことがあるんでしょ？　私たちの相手をしてくれたら、知りたいこと教えてあげるよ。もし何か願いを叶かなえたいなら、必要な代償を少しおまけしてあげてもいいし」

　何しろ私たちは管理者だからね、と女の子は得意げに言ってみせる。

「泊はく人とさん……」

　どうしようという困惑の表情をアリアが浮かべていた。

　信用していいのか──？　泊はく人とは二人の管理者のにこにこした表情を見み遣やり、自問する。だが答えなど出るはずもない。

「行くしかない、か」

「よかった、そう言ってくれると思ったよ」




　丘陵全体に薄く霧がかかり、浮遊結晶の七色をぼんやりと拡散させていた。稜りよう線せんに沿って数人が並んで歩けるほどの道がある。道の両脇には膝の高さの草や低木が繁しげり、時折微そよ風かぜに揺れているが、それは浮遊結晶でできた紛まがいものだ。葉の擦れる音は、まるで鈴を鳴らしたかのような美しい音色だった。

　泊はく人ととアリアはこの島の管理者だという男の子と女の子──彼らはアルとカノと名乗った──に先導されながら、その道を歩いていた。

　アリアが縋すがるようにして泊はく人との袖を摘つまむ。

「なんか、不気味だよ……」

「だろうな。オレもこんな島があるとは思わなかった」

「それもだけど……」アリアが一段と声を落とす。「アルとカノ、何かちょっと怖い」

「おまえでもそう感じるのか」

「『でも』ってどういうこと!?」

　アリアは人見知りをする方ではないし、むしろ他人の機嫌を伺って生きてきたこともあって人付き合いは上う手まい。最近では変に気を遣いすぎなくなったからか、人と接する彼女からは積極的な印象を受けるくらいだ。そんなアリアが不安を感じるほど、アルとカノは得体が知れないのだ。何かを企たくらんでいるようにも見えるし、一方で何の邪気もないようにも思える。

　そのとき、くすくす笑う声が響いた。アルとカノが泊はく人とたちに歩調を合わせて横に並ぶ。

「二人は仲がいいんだね」

「大丈夫だよ。私たちはあなたたちに危害を加えたりしないから」

　慌てて口をつぐんだアリアとは対照的に、泊はく人とは二人を値踏みするように見つめた。

「聞こえるような声で話していたつもりはなかったが」

「僕たちは管理者だから、この島で起きたことは何でも分かるんだ。いくら声を小さくしても聞き取れるよ。盗み聞きしたみたいになってごめんね」

　すべて筒抜けということか──泊はく人とは鼻を鳴らした。

「謝る必要はない。聞かれて困るような話はしてないからな」

　アルとカノは驚いたように顔を見合わせてくすくすと笑った。

「泊はく人とは図太いんだね」

「アリアもこのくらい図太くなった方がいいんじゃない？」

　二人はまた笑い合い、アリアは困惑を顔に浮かべた。

「泊はく人とさんみたいになったらおしまいだよ……」

「おまえ、意外と余裕あるな……」泊はく人とは呆あきれた。「この旅で図太くなったんじゃないか」

「ええっ、噓うそっ!?」

　そんなアリアと泊はく人とのやり取りに、アルとカノはころころ楽しそうに笑った。屈託のない笑い声にアリアの不安も和らいだのか、それからはアルとカノの求めるまま、これまでの旅の話をしながら歩いた。

　精霊の恋を成じよう就じゆさせたこと、脱獄を手伝ったこと、泊はく人との料理が驚くくらい下手なこと──アリアは他にも途中で立ち寄った島や飛空船で経験した様々なことを話し、アルとカノは勝手に感想を言い合って盛り上がっていた。

　最後は崩壊の日を繰り返してしまったルフラン島について話をした。

「旅は楽しいだけじゃないんだね」

　アルが気落ちしたように言うと、カノが同意するように頷うなずいた。

「でも、泊はく人ととアリアが終わりのない幻からその子の魂を解放したんだよ。二人がその子の想いに寄り添ったから」

「そうだね。こうして聞いてみると、アリアは旅をしてすごく変わったんだね」

　アリアは自分の心と向き合い、出会ったときよりずっと素直に他人に接するようになった。その結果、アリアは干渉力もかなり制御できるようになった。幻影とはいえルフラン島を風で動かしたことも、先ほど雲海の中の乱気流を抑えたことも、泊はく人との想定を超えた成長だった。

　この分ならもうお守りも終わりか──泊はく人とはアルたちと話すアリアを見た。

　これが最後の一仕事になるだろう。だが、それはどんな結果を迎えるのだろうか。

「そろそろ、本題に入ってもいいんじゃないか」

　泊はく人とは和やかな空気に割って入った。

　周囲は歩き始めたときと比べて様変わりしている。

　低い草木の茂っていた緩やかな丘陵は、進むうちに深い森に変化していた。楢ならやブナを思わせる大きな木々が周囲に並び立ち、苔こけむした根と落ち葉が地面を埋め尽くしている。もちろん、それらはすべて浮遊結晶でできている。木々の間を縫うようにして、不自然なくらいに整った細い道が通っており、泊はく人とたちはそこを歩いていた。

　アルとカノの二人が立ち止まり、泊はく人ととアリアは振り返って彼らに向かい合った。

　楽しい時間が終わってしまったとでも言うように、アルとカノは冷めた表情を浮かべていた。

「確かにそうかもね」アルがため息交じりに言う。「それで、何を聞きたいんだっけ？」

　泊はく人とはアリアに視線を向けて促した。

「わたしのお父さんとお母さんのことを教えて欲しい。どうしてこの島に来たのか、今どこにいるのか……」

「この島に来る理由なんて、一つしかないよ」

「それって……」

「そう」アルは微笑を浮かべる。「願いを叶かなえるためさ」

「願い……」

　当然予期していたはずの答えに、アリアは困惑しているようだった。

「願いって何？　お父さんとお母さんは、何を願ったの？」

「まあまあ、落ち着いて。アリアはさっき、この島に来た理由と今の居場所を聞いたよね。理由は話したから、次は居場所だよ」

「今どこにいるか知ってるの!?」

　アルは目を細め、薄い笑みを浮かべる。

「二人ともこの島にいるよ」

　あっさり告げられた事実にアリアが息を吞のんだ。呼吸が浅くなるのが隣の泊はく人とにも伝わってくる。この数ヶ月、全く足取りの摑つかめなかった両親の行方が判明したばかりか、今この島にいるというのだから無理もない。

「ほ、ほんとに!?」

「僕たちは噓うそはつかないよ」

「お父さんとお母さんはどこにいるの!?　会わせて！」

「付いておいで」

　アルはにこりと笑った。直後、すぐ脇に生い茂っていた草木が粉々に砕け散って、それまで一本だった道が二手に分かれた。その道もまた曲がりくねり、森の奥深くへと続いているようだった。周囲には霧散した浮遊結晶が細さい氷ひようのように儚はかなく輝いている。

　アルは新たにできた道へと足を踏み入れ、アリアもその後を追う。

　泊はく人ともその後ろから続こうとして──

「泊はく人とは行っちゃ駄目だよ」

　カノが泊はく人との前に進み出て道を塞いだ。

「カノ？」アリアが戸惑いの声を上げる。「どういうこと？」

「ごめんね、アリア。でもこれは泊はく人とのためなの。この岐路は願いの分岐だから」

「願いの……分岐……？」

「この道は願いに応じて分岐するの。分岐の先に願いを叶かなえる場所がある。でも一度その分岐に踏み入ってしまうと、仮に後戻りしても二度と他の願いは叶かなえられない。アリアは前にこの島に来たとき、お父さんとお母さんと一緒にその道に入ってしまったからもう関係ないけど、泊はく人とは違う。泊はく人とにはまだ願いを叶かなえる権利があるの。せっかくここまで来たんだから、泊はく人とにもあるんだよね？　叶かなえたい願いが」

　泊はく人とは黙ってカノを見返した。十年間、目指してきたものが泊はく人とにはある。だが、この島は果たしてそれを叶かなえてくれるのだろうか。そしてその代償は、いったい何だろうか。

「じゃあ、泊はく人とさんに付いてくよ。この先に行くのはそれからでも──」

「それも駄目なの。他の願いに影響されてるアリアが入ったら、まだ形も成していない泊はく人との願いは壊れてしまう。分岐の先で大切なのは、願いの純度だから。同じ理由で、私たちがアリアの両親の願いの内容やそれに関係する話をできるのも分岐から先だけ」

「そんな……」とアリアはか細い声を漏らした。

　得体の知れないこの島で、泊はく人とと離れて行動することが不安なのだろう。

　泊はく人ともまた、どう行動すべきか即決できなかった。

　願いの叶かなう島──それが千載一遇の機会であることは間違いない。願いを叶かなえる権利を試すこともせず失ってしまうというのは避けたいことだった。

　だが、この尋常ではない島でアリアを一人にするのも躊躇ためらわれる。せめて両親に会うところまで見届けたいところだった。

　甘いな──と泊はく人とはふと我に返った。いや、甘くなったと言うべきか。

　以前の自分だったら、自分の願いを優先するのに迷うことはなかっただろう。

　泊はく人とはタバコに火を点つけて大きく吸い込み、それからすぐに消した。

「アリア、一人で行け。今のおまえなら何かあっても対処できる」

「泊はく人とさん……」

　アリアは不安そうな表情を浮かべたが、やがて覚悟を決めたように頷うなずいた。

「分かった。だけど、願いを叶かなえたらちゃんと待っててね」

「ああ、分かってる。帰りの足が必要だろうからな」

「あ、そっか……」

　アリアは言われて初めて気付いたというように目を丸くし、それから首を振った。

「じゃなくて、お父さんとお母さんと一緒にお礼に行くから」

「そんな気を回す余裕があったら、自分の心配をしろ」

「泊はく人とさんも気を付けて」

　アリアはアルに、そして泊はく人とはカノに先導され、それぞれの道を歩き始めた。




　　　　◇




「この分岐の先が泊はく人との願いの道だよ」

　泊はく人とがアリアと別れてしばらく歩いていくと、カノが立ち止まってそう言った。

「分岐……？」

　目の前に見えるのはこれまでと同じように森の奥へと続く道だけで、分岐など見当たらない。

　だが泊はく人とがカノの方へ歩み寄ると、道の脇の草木や落ち葉が甲高い音とともに砕け散り、煌きらめく浮遊結晶が周囲を漂った。それでも泊はく人とのいる場所から数歩程度の距離まで道が開けただけで、その先は木々に閉ざされている。

「進んでみて」

　カノの言葉に従って泊はく人とが一歩を踏み出すと、再び草木が消えて分岐した道が少し延びた。もう一歩進むと、さらに道が延びた。

「言ったでしょ。これは泊はく人との願いで造られる道なの」

　そういうことか、と泊はく人とがさらに一歩を踏み出した直後のことだった。

　突然、目め眩まいに襲われて、泊はく人とはよろめいた。

「……何だ、今のは」

　目め眩まいはすぐに収まった。だが、一瞬のうちに浮かび上がったいくつもの記憶が、泊はく人との脳裏に残像のように焼き付いていた。

「この島が泊はく人との記憶を読み取ったの」

　カノは空中を舞う浮遊結晶の粒子を指先で弄もてあそびながら言う。

「願いは単純な言葉で表せるようなものじゃなくて、実際にはたくさんの経験の積み重ねでできあがってるでしょ？　願いを抱くようになるまでの生い立ちやきっかけ、願いを抱いている間にした努力や挫折、そのときに何を思って何を感じたか──そういう願いにまつわる全てを知ることで、この島は本当にその人が望む形で願いを叶かなえようとするの」

「それで一歩進むたびに他人の記憶を引っ張り出すのか」泊はく人とは顔をしかめた。「ずいぶん悪趣味な島だ」

「否定はできないかも。辛つらい記憶を思い出すことに耐えられなくて、途中で進めなくなった人もいたらしいから。嫌なら戻れるけど……どうする？」

「いや、構わない」

　泊はく人とは無造作に一歩、足を踏み出した。




　少年は星読島の出身だった。

　周辺の空域で最大の浮遊島である星読島には、大きな都市が栄えていた。長い時間の中で無計画に大きくなったその街には様々な時代と様式の建築が入り交じっていた。

　雑多な街には貧富の階層が色濃く映し出されていて、少年は物心ついたときには最貧の地区にいた。親のことは知らない。捨てられたのか、それとも死んだのか、そんなことすら知らなかった。ただ、その日を飢えずに生きることだけが唯一の関心事だった。

　生きる糧かては、ゴミを漁あさり、他人から盗むことで得た。

　誰かから傷つけられそうになれば、徹底的にやり返すことで身を守った。制御もままならない干渉力が役に立った。

「あいつには近づくな。狂犬だ」

　そんな噂うわさが囁ささやかれる程度に、少年は貧民窟で恐れられ、孤立していた。

　転機は少年が通りすがりの女の荷物をひったくろうとしたことだった。

　小柄で華きや奢しやな女が一人で貧民窟の路地を歩いていた。ばかな奴やつだと思った。

　気配を消して、後ろから近寄り、その荷物に手をかけて走り出そうとした瞬間──

「あたしから盗とろうなんていい度胸だ」

　燃えるような赤髪の女は、少年を片腕で吊つり上あげて、面白そうに顔を覗のぞき込こんできた。

「離せ！」

　殺しても構わない──危険を感じた少年はそのくらいの気持ちで力を振り絞った。逆に言えば、そのくらいの意志がなければ少年は干渉力を使えなかったのだ。

　だが、何も起きなかった。

「強い力だ。だが、未熟だね。あたしを傷つけるには十年足りない」

　彼女はにやりと笑った。自分に向けられた強大な干渉力をいとも簡単に御しながら。

「おまえ、あたしの旅に付いてこないか？」

「……は？　何言ってんだ、離せ！」

　じたばた暴れたが、びくともしない。凄すさまじい怪力だった。

「行ってみたくないか？　空の果てに」

「空……？　あ、お、おい！　どこへ連れてく気だ！」

　女はまたにやりと笑うと、抗議の声を上げる少年の首根っこを摑つかんだまま、近くの廃屋の屋上へと移動した。

　現れた光景に、少年は一瞬、心を奪われた。

　島の外──見渡す限りどこまでも広がる眩まぶしいほどの青と白。

　それは生きるため地面と暗がりばかりを見てきた少年の目には、あまりに鮮やかだった。

　この空を、自分が、この得体の知れない女と？

「あたしは飛空船乗りのヘルメス。おまえ、名前は？」

　少年はしばし固まった。

「……ない」

「はあ!?」

「そんなもん、なくても生きていける」

　本当はないわけではなかった。もっと幼い頃に、似たような境遇の子供たちのグループを転々としていた時期があった。一所にいなかったのは干渉力を恐れられ、短い期間で居場所を追われたからだ。少年の呼び名はそのたびに変わった。

　そのうちのどれかを告げることはできた。だが、そのどれもが自分の名だとは思えなかった。それらはどれも、期待して裏切られた記憶の象徴だったから。

「いや、必要だろ。あたしが付けてやる」

「何でそうなるんだよ！」
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　これまで出会ってきたどんな人間とも違う相手に、少年は完全に戸惑っていた。こんなふうに腕っ節の強い女に会ったことはなかったし、荷物を盗まれそうになって怒らなかった奴やつもいない。旅に付いて来いなんて言う奴やつはもちろんいなかったし、何より──

「じゃあ、おまえは今日から泊はく人とだ。いいな」

「勝手に決めるな！　だから、名前なんていらないって言ってるだろ！」

「ああ？　名前がなかったら不便だろーが。旅の最中に何て呼べば良いんだ」

「誰もおまえに付いてくなんて言ってないだろ！」

　少年の力を目まの当あたりにして、しかもそれを受け止めて、その上で怯おびえもせず、敵意も見せず、こんなふうに素のまま接してくる相手は生まれて初めてだった。

　ヘルメスは少年の目を覗のぞき込こんだ。

「いや、来るね。おまえの目が言ってる」

　爛らん々らんと光る、飛空船乗りの瞳。

　それは眩まばゆい大空よりもさらに鮮烈で、少年は気付けば頷うなずいていた。

　ヘルメスは拾った犬みたいに少年を洗い、飯を与え、それから子供相手に自分の仕事と夢を語った。どちらが子供か分からないくらいに、楽しげに、目を輝かせて。

　何かに憧れたのは、あれが初めてだった。




「やっぱりここでやめておく？　顔色が悪いよ」

　泊はく人とははっとなって周囲を見た。そこは変わらず浮遊結晶の深い森の中で、いつの間にか歩みを止めていたことに気付かされる。

「……構わない。そう言っただろ」

　泊はく人とは再び足を踏み出した。

　膨大な記憶が流れていく。

　師と仰いだヘルメスとの探索の日々は、彼女の破天荒さに顔をしかめたくなる記憶ばかりだったが、一方で思わず目を細めてしまうほどに輝いていた。

　だが、それは突然暗転する。全てを変える事故が起きたのだ。

　始まりの島でこそなかったが、それに関わりのある島が見つかり、ヘルメスと泊はく人と、それから調査部の精鋭が探索に入った。しかし予期せぬ事態により、隊は半壊し、作戦の中止を余儀なくされた。そして脱出の間ま際ぎわ、ヘルメスは生存者を逃がすため島に残った。

「アレはあたしを追ってきている。分かるだろう。喰くわれたのは捜索班の連中だ。あたしたちはあそこで知ったんだ。いいか、」

　そこで一瞬、記憶が途切れる。

「船はくれてやる。どういう選択をするかはおまえの自由だ。好きに生きろ」

　死地に残った彼女は、決して自分の考えを押しつけなかった。だが彼女に拾われ、憧れ、ともに旅をした自分に、他にどんな選択肢があっただろうか。彼女の夢も目標も、もうずっと前に泊はく人との中に同化していたのだ。

　それからの記憶は、ヘルメスとの日々が温度と色彩に満ちた盛夏であったなら、冷たくうら寂しい真冬そのものだった。

　あるとも知れない始まりの島を求め、細糸のように頼りない手がかりを手た繰ぐり、島から島へと旅をする孤独な日々。そんな十年間が、足を下ろすたびに泊はく人との脳裏に蘇よみがえってくる。全身が凍えるように冷たい。粉々になった浮遊結晶が宙を舞う光景も相まって、細ささめ雪ゆきの中を歩くような感覚だった。

　それからどれほどの距離を進んだだろうか。

　足を下ろすたびに蘇よみがえり続つづけていた記憶が、ある瞬間に途切れた。

　それまで絶え間なく押し寄せる記憶に意識の大半を奪われていた泊はく人とは、そのとき初めて自分の前に大きな樹きがあることに気付いた。周囲はその大樹を中心として円形に開けた空間になっている。

「お疲れさま。ここが終点だよ」

　泊はく人とのすぐ隣からカノが声をかけてくる。

「この樹きは何だ」

　高さは五〇メートルほど、幹みき周まわりは一五メートルほどもあるだろう巨大な樹き。この島の他の植物と同様に浮遊結晶でできているらしく、その輪郭は淡く発光していた。幹の表面は歪いびつに隆起し、ところどころから太い枝が生え、しかし全体としては真まっ直すぐに上へと伸びている。長く鋭い葉が、他を寄せ付けない印象を与えた。

「分かってるくせに。泊はく人との記憶を読み取って、この島が育ててくれた大樹。あらゆる願いを叶かなえる、カルパタルの樹きだよ」

　カノはそう言って大樹へと近寄った。

　幹に手をつき額を当てて、目を閉じる。何かに耳を澄ますように息を潜めた。

　根元から梢こずえへと七色の淡い光が何度か伝でん播ぱしていく。

　やがてそれも収まり、カノが樹きから離れて泊はく人とに向き直った。

「泊はく人とはずっとこうやって進んできたのね。たった独りで、自分の魂を火にくべて」

「見たのか、オレの記憶を」

「ごめんね、管理者として必要なことだったから」

　そう答えるカノは淡々としていて、悪いと思っている様子は全く感じられなかった。泊はく人ととしてもただ確認をしただけで、謝ってもらうつもりはなかった。他人に記憶を覗のぞかれようが、その結果どう思われようが、知ったことではない。

「泊はく人との願いは、始まりの島への到達。それで合ってる？」

「できるのか」

「できるよ。でも、代償は大きいよ。何しろそこは世界の特異点だから」

「覚悟はしてる。代償は何だ」

　カノは感情の乏しい微笑を浮かべて泊はく人とを見た。




　　　　◇




　泊はく人とと別れてからどれくらい歩いただろうか。

　アリアが行き着いたのは、浮遊結晶でできた大きな樹きだった。

　その樹きは高さこそ二〇メートルに満たないくらいだったが、枝えだ張はりは傘のように大きく広がっている。

「この樹きは……」

「カルパタルの樹きだよ。この島は道を歩いてきた人の記憶を読み取って、樹きを育てるんだ。思い出したかな？」

　アリアはその大樹を凝視しながら、小さく頷うなずいた。

　間違いなかった。目の前の樹きは、精霊である紫し苑おんに呼び起こしてもらった記憶のものと合致する。だが、少しだけ違う点があった。

「綺き麗れい……」

　花が満開になっているのだ。霧に包まれた薄暗い空を背景に可か憐れんな花はな弁びらが淡く白みを帯びて輝き、樹きの周囲がほんのりと明るく照らされていた。アリアの記憶の大樹に花はなかった。

「この樹きに代償を捧ささげることで願いが叶かなうんだよ。今咲いている花は、代償を捧ささげて開花したものなのさ」

　綺き麗れいだよね、とアルは笑った。

「じゃあここでお父さんとお母さんは何かを願ったってこと？　何を──」

　何を願ったのか、そして何を代償にしたのか。

　そんなことを聞こうとしてアリアは口をつぐんだ。

　いや、今は何より先に聞くべきことがある。

「お父さんとお母さんはどこ？」

　願いの内容も、その代償も、さらにはアリアが一人で記憶を失って無人の浮遊島にいた理由も何もかも──摑つかみ所どころのない印象のアルに尋ねるよりも、両親に会って聞いた方が確かなことが分かるし、何より早く会いたかった。

「ここにアリアの両親はいないよ」

「えっ……？　ど、どういうこと？　さっき会わせてくれるって」

「言ってないよ。この島にいるとは言ったけど、会わせてあげるとは言わなかった」

　アルはそう言って薄い笑みを浮かべた。

「……騙だましたの？」

「騙だますなんて人聞きが悪いな。ただ、アリアの両親に思うところがあったみたいなんだよね」

「お父さんとお母さんが……？」

「不安になった？　やっぱり一度泊はく人とのところへ行って一緒に来てもらう？」

　アリアは短く息を吐いて首を振った。

「……しないよ。今は泊はく人とさんにとっても大切なときだし、それに泊はく人とさんは今のわたしなら何かあっても対処できるって言ってくれたから」

「泊はく人とは自分の願いを叶かなえに行きたいからそう言っただけなんじゃない？」

「そうかもね。でもそうじゃないとわたしは思ってる。それで十分だよ」

　アリアがきっぱりと言うと、アルは「へえ」と感心したように眉を上げた。

「やっぱり、アリアは最初にこの島に来たときとはちょっと変わったね。もっと他人の言うことに流されてる感じだったのに。少ししっかりした」

　しっかりした──などと子供の姿をしたアルに言われて、アリアは何とも言えない気分になった。見た目どおりの年齢でないだろうことは分かってはいたが。

　以前この島に来たとき、この管理者の少年に対して自分はどう接したのだろう──アリアは記憶を探ってみたが思い出すことができない。

「アリアは自分一人で真実に向き合う覚悟がある。そういうことでいいんだね？」

　不意にアルの表情と言葉が冷めたものになって、アリアは息を吞のんだ。

　だが、そんなことで躊躇ためらっていては何のためにここまで来たのか分からない。

「……教えて、お父さんとお母さんは何を願ったの？　どうしてわたしに会ってくれないの？」

「それはね──」

　そのとき遠くで何かがゆらゆらと輝いて、アルは言葉を止めた。視線をそちらにやって満足そうに呟つぶやいた。

「あれは泊はく人との樹きだね」

　それは森から突き出るように、真まっ直すぐ天に向かって伸びる大樹だった。目の前にあるカルパタルの樹きとはずいぶん違うが、どことなく泊はく人とらしい佇たたずまいに思える。

「よかった……」アリアは嘆息する。「泊はく人とさんの願い、叶かなったんだ」

「それはまだだね。道を歩き終わったところだよ。願いを叶かなえるためには樹きに花を咲かせないといけないから。でもあの大きさの樹きだと、代償の大きさも相当だね」

「大きな代償……？　そ、それって、どのくらいの代償なの？」

　アリアは咄とつ嗟さに訊きいていた。

「命か、それに準じるものだね」

　微笑を浮かべて答えるアルは不気味だったが、そんなことはどうでもいい。アリアは脊髄を直接打ち抜かれたかのような衝撃を覚えていた。

「い、命!?　どういうこと!?」

「どういうことも何も、言葉どおりだよ。カルパタルの樹きにそのくらいの代償を捧ささげれば泊はく人との願いは叶かなう」

「い、命なんて捧ささげたら……」

「死ぬよ」

「そ、そんなのおかしいよ！　願いを叶かなえるために死ぬなんて！」

「別におかしくないよ。それだけ大それた願いってだけだから。それに選ぶのは泊はく人とだよ。アリアが言うようにおかしいと思うなら、捧ささげなければいいだけだし」

「それは……そうだけど……」

　アリアは不安に駆られた。泊はく人とがずっと長い間、一つの目的があって旅をしてきたことは知っているし、何よりロイから聞いた言葉がアリアの脳裏に浮かんでいた。

『それってさ、あいつが自分の人生を軽んじてるってことなんだよ』

　泊はく人とがぽんと命を投げ出してしまうのではないか。

　そんなことを考えた瞬間、心がざわりと震えた。

「少し風が出てきたね」

　アルが何もかも見透かすような目で見てくる。

　アリアの不安が島に風を起こしていた。干渉力を制御できるようになってきた最近ではあまりなかったことだ。抑えなくてはとアリアが焦あせったとき、

「話を戻すけど、アリアのお父さんとお母さんの願い、何だと思う？」

「え……？」

　少しだけ待って欲しかった。泊はく人との代償を聞いた衝撃と、それに追い打ちをかける干渉力の不安定化。アリアには落ち着くための時間が必要だったし、アリア自身もそのことはよく分かっていた。だが、アルはお構いなしに言葉を続ける。

「ずっと言ってるけど、この島では願いと代償はセットなんだよ。つまりそれは、」

　アルは優しげに微ほほ笑えんだ。

「自分たちの幸せを願う代償に、邪魔な子供を捨ててしまう──とかね」




　泊はく人とは目の前に聳そびえるカルパタルの樹きを静かに眺めていた。

「動揺しないのね」とカノが首を傾かしげる。

「動揺？　何にだ」

「代償の大きさに。そんなの無理だとか、ふざけるなとか、やっぱりやめるとか、いろいろ言うことがあるんじゃない？」

　泊はく人とは鼻を鳴らした。

「安すぎるくらいだ。命でも奪われるかと思ってたんだがな」

「それはあり得ない」とカノはかぶりを振った。

「あり得ない？　どういうことだ」

　例えばね、とカノが答える。

「大切な恋人を亡くした人が、命と引き換えに生き返らせたいと願うとするでしょ？　でもそれはたいていの場合できないの。カルパタルの樹きが育たずに終わってしまう。なぜなら、その願いの根底にはまたその恋人と一緒に過ごしたいって想いがあるから」

　それはつまり、命を代償にするという行為が願いと撞どう着ちやくしているということ。

「心の底から自分の命と願いを切り離せる人なんて、そうそういないの。泊はく人との場合も、始まりの島に到達して、でも死んでしまったら意味がないでしょう？」

　言いながら、カノはカルパタルの樹きの幹を撫なでた。

「なるほどな」

「じゃあここに来て幹に触って」

　泊はく人とは言われるがままにカルパタルの樹きの根元まで歩いていって幹に触れた。手のひらにごつごつした樹皮の感触と、浮遊結晶のひやりとした冷感が伝わってくる。

　樹き全体から発せられていた光が強く光ったかと思うと、幹を伝って泊はく人との指先に幾色もの光の筋が伸びてきた。それはまるで植物の根のようで、指先から手の甲へと伝い、腕から肩を覆い、そして全身へと伸びていく。

「これは……」

「カルパタルの樹きもこの島も、ずっと昔に浮遊結晶で造られた装置のなれの果て。浮遊結晶は本来はただ浮くための物質じゃないの。世界の因果に干渉するための媒体」

　そこまで説明してからカノは言葉を切って泊はく人とを見つめた。

「さあ決めて、代償を差し出すか、差し出さないか」

　樹きから伸びた無数の光の根は、すでに泊はく人との全身を覆い尽くしていた。

　泊はく人とは先ほどのカノの言葉を思い出す。

『泊はく人との持つ、旅にまつわるあらゆる物、知識、意志──それが願いの代償』

　つまりそれは飛空船も、操そう舵だ技術も、旅をするための意志すらもなくなるということだった。

　もし精神をすり減らす孤独な旅を捨てて目的を達することができるなら、安いとは思う。

　だがそれは師のくれた全てを捨てるということだ。そして何より、泊はく人とはこの半年間で感じていたものを否いや応おうなしに自覚させられていた。

　煩わしくも温かい、アリアとの旅の心地よさを。

　そのとき、静かだった森が俄にわかにざわめいた。

　風が吹き始めたのだ。それは次第に、嵐とでも言うべきものへと変化していく。森の木々が強く揺さぶられ、軋きしみ、ガラスの割れるような音とともに浮遊結晶の欠かけ片らを散らす。

　泊はく人とは風を凌しのぐためにその場に膝を突いた。手が幹から離れ、泊はく人との全身に絡からみついていた光の根はたちまち霧散した。

「何が起きた」

「ちょっと確認してみるね」

　焦あせるどころか平然とした様子のカノは、暴風の中で身じろぎ一つせずにいた。しばし目を瞑つぶってから、口元に微笑を浮かべる。

「アリアの干渉力みたい。すごい力。このままだとこの島、壊れちゃうかも」

　カノの言葉を証明するかのように、轟ごう音おんとともに島が大きく揺れた。

「アリアの干渉力だと？　おまえら、あいつに何をした」

「どうして私たちが何かをしたと思うの？」

「しらばっくれるな！」

　泊はく人とが怒りを露あらわにして睨にらみ付つけると、カノは意外そうに目を見張った。

「驚いた。泊はく人とはもっと他人に無関心な人間だと思ってたけど。いいよ。別に隠すつもりはないし」

　泊はく人とは思わず怒鳴ってしまったことを苦々しく感じた。だがこの島を揺るがすほどの現象がアリアによるものだとしたら、カノの悠長な態度に付き合っている暇はない。

「自分たちの幸せを願う代償に、邪魔な子供を捨ててしまう──アリアの両親の願いを話すときに、アルがそう説明したみたい」

　泊はく人とはすっと目を細めてカノを見た。両親に捨てられたのではないか──アリアがそんな不安を抱いていることを泊はく人とは知っていた。実のところ、最初にアリアと出会った無人島で彼女の力を暴走させていたのは、まさにその不安だったのだから。しかし、

「それだけじゃないな？　あいつはこの旅でずっとその恐れに向かい合ってきた。仮にそう言われたとしても、ここまで干渉力を暴走させることにはならないはずだ」

「アリアのこと、よく分かってるのね。泊はく人との言うとおりだよ。アルはその説明をする前に、泊はく人とのことを話したの」

「オレのこと？」

　予期せぬ事実に泊はく人とは困惑した。

「泊はく人との願いを叶かなえるには命か、それに準ずる代償が必要。そう説明したの」

「……それでアリアを動揺させたのか」

　その結果、アリアは無防備な心をアルに晒さらしてしまったのだろう。アルとカノに不信感を持っていなかったわけではないが、それでもアリアを一人で行かせたのは彼女がどんな事実に向き合っても耐えられると踏んだからだ。だが、まさか自分の存在が彼女の足あし枷かせになろうとは思いもしなかった。

「どうする、泊はく人と？　このままさっきの続きをする？」

　風は吹きすさび、浮遊結晶の粒子が舞う。

　カルパタルの樹きは変わらず聳そびえ、嵐の中にあっても、幹はもちろん枝葉すら揺るがない。だが、そんな大樹の根本で何かが揺れていることに泊はく人とは気付いた。

　それは地表に張り出した根から生えた新芽だった。

　風の中で頼りなく揺れるそれは、黄色味を帯びた緑色に輝いている。

　それが冷静さを取り戻すきっかけとなった。

　呼吸を整え、焦あせりや苛いら立だちを心の制御下に置き、これからなすべきことに目を向ける。

　ゆっくり、カノを見据えた。

「おい」

　泊はく人との声は静かだった。しかし、その声が響いた瞬間、一帯の風がやんだ。

　カノは目を見張って周囲を見る。

　半径数メートルの範囲だけが静寂に包まれていた。

「……干渉力、無くしたって聞いてたけど？」

「こんなもん、残のこり滓かすだ」

　噓うそではない。精神状態と置かれた状況がぴたりと嵌はまって、意図せず干渉力の残ざん滓しが働いただけだ。そんなものは当然長続きせず、すでに風は戻ってきていた。

「これだけの力が残のこり滓かすって……全盛期はとんでもなかったのね」

　苦笑いを浮かべるカノを見て泊はく人とは鼻を鳴らした。残のこり滓かすだと泊はく人とが思っていたものでも、余よ裕ゆう綽しやく々しやくのカノを驚かせるくらいの効果はあったらしい。

「それより、さっきの『自分たちの幸せを願う代償に、邪魔な子供を捨ててしまう』ってやつは、両親の願いじゃないな？」

「……どうしてそう思うの？」

「言い方が回りくどい。『両親の願いを話すときに、アルがそう説明した』だ？　どうしてもっと単純に『両親の願いを説明した』じゃない？　それが本当は両親の願いじゃないからだ。おまえたちはギリギリのところで噓うそをつかないようにしている」

「……なるほど。でも、それだけじゃ根拠としては弱いんじゃない？」

「そもそもアルの話した願いは矛盾してる」

「矛盾？」カノは目を細めた。「どこが？」

「どうして『邪魔な子供』が『代償』になり得る。この島の求める代償はそういうものじゃないだろ」

　記憶を覗のぞいてまで願いを探る島が、願う者にとって無価値なものを代償として要求するとは到底思えない。

「正解。やっぱり泊はく人とは騙だませないか」

　カノは軽く息を吐いて微ほほ笑えんだ。

「でも、それが分かってどうするの？　アリアを助けに行く？　でもアリアのいる場所へ行ったら、泊はく人との願いは二度と叶かなえられないよ？」

　泊はく人とは屹きつ立りつする大樹を見上げ、一ひと息いき吐ついてから答えた。

「それで構わない。最低限の目的は達した」

　カノは泊はく人との言葉が理解できず、軽く首を傾かしげた。

　泊はく人とはカルパタルの樹きから視線を外し、アリアのいるであろう方角を見た。

　凄すさまじい竜巻が森の上空に立ち上っている。その烈風は浮遊結晶の木々と地面を抉えぐり取とり、粉々に砕いていく。

　アリアのところまで移動する時間はない。そもそも竜巻の中心にいるであろうアリアの元に生きて辿たどり着つくことはできないだろう。ならば──

「おい。この芽はどこまで、どんな願いを吸って育った」

　泊はく人とは樹きの根に芽吹いた新芽を示して訊きいた。

「気付いてたんだ、その芽のこと」

　樹きの他の部分とは雰囲気の違う新芽。それは恐らく、泊はく人との願いの不純物だ。

「その芽はまだ明確な願いを吸ってないよ。泊はく人とがさっき心に抱いた想いは、まだ願いってレベルのものじゃなかったから」

「願いを吸わせたらどうなる」

「もう一つの樹きに育つと思うよ。でも元のカルパタルの樹きの純度は落ちるから本来の願いは叶かなえられなくなるし、新しく育つ樹きも元の願いが混じってるから、大した願いは叶かなえられないと思うけど」

「新しい願いでアリアの力を抑えることはできるか」

「それはできないと思うよ。アリアの干渉力、すごく強いから」

　さあどうするの？　そんな表情をカノが浮かべる。

　食えない奴やつだと思いつつ、泊はく人とは「じゃあこれはどうだ」と一つの願いを口にした。

　カノがぴくりと眉を動かす。

「そのくらいなら簡単だし、代償も低純度の浮遊結晶でお釣りが来るくらいだと思うけど……本当にそれでいいの？　アリアを止められる確証はあるの？　悪化するかもしれないよ？」

「確証なんてものはない。悪化するなら仕方がない。干渉者にできることは、ただ己と現実に向き合うことだけだ」

　泊はく人とはきっぱりと告げると、緑色の輝く新芽に手を添えた。




　そこは激しく渦をなす竜巻の中心地だった。

　浮遊結晶でできた周囲の木々が文字どおり根こそぎ巻き上げられ、乱流によって粉々に砕かれていく。砂粒ほどの大きさになった浮遊結晶が乱舞し、それがさらに草木や岩石、果ては地面まで様々な物体を砕き、その破壊力は加速度的に増していく。

「全部……壊れてく……」

　それが干渉力の引き起こしている現象だと知りながら、アリアは暴走を抑えることを諦め、美しく破壊的な光景を呆ぼう然ぜんと見ていた。

　風は留まるところを知らず、ひたすら勢いを増していく。初めはただ衝突して砕けるだけだった浮遊結晶が、あるときからぶつかり合った瞬間に火花を散らして輝くようになった。

「すごい力だね。この島の浮遊結晶は安定化されてるはずなんだけど」

　後ろを振り返るとアルがいた。そしてカルパタルの樹きもまた竜巻の中で泰然として立っていた。浮遊結晶が弾はじける煌きらめきで、無数の色に照らされている。

「干渉力の暴走だよね。止めなくていいの？」とアルがアリアに訊きく。

「……何のために？」

「だってほら、干渉力をコントロールできるようになるために頑張ってきたんだよね」

「……そんなの、意味なかったよ。だって、お父さんとお母さんは……わたしを捨てたから」

「でも、アリアはその恐怖に向き合ってきたんじゃないの？」

　そうだね、とアリアは力なく頷うなずいた。心を凍り付かせるような不安や恐怖に向き合って干渉力を制御する努力をしてきた。けれど、それも今となってはあまりに虚むなしい。

「でも想像してたのと、ちょっと違った。お父さんとお母さんは迷いながら、でもわたしが何度も干渉力を暴走させちゃうから、どうしようもなくなってわたしを置いていったんだと思ってた。だけど、そうじゃなかった。二人はわたしを願いの代償にした。仕方なく捨てたんじゃない。もっと積極的で……残酷なことだよ」

　悲しいのかどうかもよく分からない。まるで心が麻ま痺ひしてしまったみたいだった。

「だからもうどうでもいいの？　せっかく泊はく人とが色々教えてくれたのに」

　胸が締め付けられるような気持ちになって、アリアは俯うつむいた。

「その泊はく人とさんだって……」

　願いのために命を捨てようとしている──とは怖くて口に出せなかった。

「ここでわたしが頑張って力を抑えても、何にもならない。お父さんにも、お母さんにも会えない。泊はく人とさんもいない」

　きっと両親のことだけだったら、干渉力を暴走させても何とか抑えることができただろう。だが、そうして耐えた先の未来に泊はく人とがいないことを想像して、アリアの心はすっかり折れてしまった。

　いつの間にか、アリアの心の中で泊はく人との存在が大きくなっていたのだ。

　両親以外で初めて、干渉者である自分に真正面から向き合ってくれた人。

　大切な心構えを教え、生き方を示してくれた。

「誰もいなくなっちゃう……。わたし、独りぼっちだよ」

　こんなことなら、この島に来なければよかった。

　それなら両親の願いを知ることはなかったし、泊はく人とが命を落とすこともなかった。

　ずっと旅を続けることができたのに。

「そんな世界なら、わたしはいらない」

『甘ったれるな』

　厳しい声が響いた。

　アリアは驚いて顔を上げた。

　それはアリアにとってよく聞き慣れた、ぶっきらぼうで不機嫌そうな口調だった。けれどその声音は知っているものとは違っている。

『この期に及んで暴走するなんざ、面倒な奴やつだな。この旅で何を学んできた』

　まるで泊はく人とのような口調で言っていたのはアルだ。

「え……えっ？　ど、どういうこと？」

　アリアが目を白黒させると、アルは詰まらなそうに肩をすくめた。

「泊はく人とからのメッセージだよ。今、カノから送られてきてるんだ」

「泊はく人とさんから……？　え？　で、でも泊はく人とさんは……」

　今、自分の願いを叶かなえようとしているのではないのか。

　こちらの心配をしている場合では──

『いらない気を遣うな。こっちのことはどうでもいい』

「な、なんで分かったの!?　わたしの言葉も伝わってるの!?」

　アルは首を振ってアリアの言葉を否定した。どうやら泊はく人とはこちらのことなど話を聞かなくてもお見通しということらしい。

『いいか。目の前の出来事から目を逸そらすな。自分の心に向き合え。それがどんなに辛つらいことでも、投げやりになるな』

「でも……」

　アルの口を通じて伝えられる泊はく人との言葉は、アリアも重々承知していることだった。問題はもうそれを遂行できるだけの気力がないことなのだ。

『おまえはもう一人で立ち向かえる。ああ、一つ言い忘れてたが、オレはこの島で──』

　アリアははっとなって咄とつ嗟さに耳を塞いだ。

「やだ……」

　泊はく人とは自分の願いと代償のことを話そうとしているのだ。けれどアリアはそんなことは聞きたくなかった。

　だがアルの声質はよく通るもので、耳を塞いだ程度では遮ることができない。

　決定的な言葉が、否いや応おうなしに突きつけられる。

『始まりの島への到達を叶かなえてもらうつもりはない』

「……へっ？」

『どうせおまえのことだ、オレが命を賭けて願いを叶かなえるとでも思ったんだろうが、そんなことするわけないだろ。だいたい、要求された代償も命じゃない。旅にまつわる物や知識。それだけだ。だが、それも支払うつもりはない』

　小馬鹿にするように鼻を鳴らすところまでアルが再現する。

　アリアは言葉を失ってそんなアルの様子を見つめた。

　が、それ以上、泊はく人とからの言葉はなかった。

「お、終わりっ!?　それだけ!?」

「終わり……みたいだね。便利に使われちゃったなあ」

　さしものアルも苦笑していた。得体の知れない島の管理者を通信手段に使うとは、泊はく人との図々しさここに極まれりといったところか。

　だけど、よかった──アリアは素直にそう思った。

　両親の願いの代償にされたのだという悲しみは消えないけれど、それでも目の前の出来事に立ち向かう勇気は出てきた。

　まずは、とアリアは周囲を見回した。

「止めなくちゃ」

　干渉力の暴走は止まらず、竜巻は浮遊結晶でできたあらゆる物体を粉砕していた。

　アリアは目を閉じて、心を落ち着かせるため深呼吸をした。

　暴走に至るまでの出来事を思い出していく。干渉力を止めるには、自分が何に動揺しているのかをしっかり認識しなくてはならないからだ。

　ゆっくり十回ほど呼吸を繰り返した。

　竜巻の轟ごう音おんが噓うそのように静まっていった。

「ありゃ、本当に止まったね。竜巻、迫力あったのになあ」

「こっちの方が綺き麗れいだよ」

　渦巻いていた気流は今やぴたりと静止していた。

　砕かれ、巻き上げられていた無数の浮遊結晶が空中に取り残されている。島の軛くびきから切り離されて自由になったそれは、様々な色に輝きながら、まるで水底の泡ほう沫まつが水みな面もへ向かうようにゆっくり昇っていく。

「それもそうだね。それで、暴走は止まったけどどうするの？　もう諦めて帰る？」

「帰らないよ。だってまだわたしは目的を果たしてないから」

「お父さんとお母さんに会うってこと？　でもそれは、ねえ」

　アルは口元を少しだけ歪ゆがめて、意味ありげに笑った。

「もう分かってるよ、アル」

　アリアはゆっくり首を振る。干渉力を抑えるために出来事を振り返ったから気付くことができた。

「噓うそは言ってないけど、本当のことも言ってない。そういうことだよね？」

　アルの薄ら笑いがすっと消えた。

　だが相変わらずその瞳からは何を考えているのか読み取れない。

「さっきアルが言ったのは、お父さんとお母さんの願いなんかじゃない」

「……正解。だけど分かってるのかな。僕が二人に会わせなかったのは──」

「それも分かってるよ。アルはこの島の管理者だもんね。だからアルがお父さんとお母さんに会わせてくれないのは、きっとそれが二人の願いに沿った行動なんだよね」

　一度言葉を切り、「でも」とアリアは続けた。

「その願いは、自分たちが幸せになるために、わたしを代償にするようなものじゃない。絶対に、違う」

　アルはしばしアリアのことを吟味するように見つめていた。

　上空へと昇る無数の浮遊結晶が、二人の間に輝きを落とす。

　やがてアルは諦めたようにため息を吐ついた。

「正解だよ。泊はく人ととは少しだけ気付く筋道が違うのが面白いね」

　やはり泊はく人とも気付いていたのかとアリアは思った。さっきついでに教えてくれればいいのに、敢あえて黙っていたのは泊はく人とらしい。自分で何とかしろということだろう。

「教えて、本当はお父さんとお母さんが何を願ったのか。どうして会えないのか」

「そうだね。最後の試練も乗り越えたし、いい頃合いかもしれない」

「試練……？」

「まあ、それもこれから分かるよ」

　アルはポケットから複雑にカットされた宝石を思わせる多面体の結晶を取り出した。一見すると浮遊結晶のようだったが、その雰囲気は少し異なっている。結晶の中で何かが流動しているように見えるのだ。

「預かってたアリアの記憶、返してあげる」

　直後、アルの掌てのひらの上にあった結晶から白い光が漏れ出した。

　その光は辺り一面を眩まばゆく照らした。




　　　　◇




　わたしはわたしの中にいた。

　自分の身体で感じ、自分の目で見ているのに、指先すらも自由には動かない。

　自分が過去を追体験しているだけで、そのときの自分の行動は変えられない──そう気付いたのは、目の前で起きていることが確かに自分の失った記憶の中の出来事だと感じたからだった。忘れていたことが噓うそのようにすんなり受け入れられる。

「アリア、ここで待っていてね」

　穏やかな笑みを浮かべたお母さんが言った。何ヶ月も探し求めた人がいて、わたしは胸を締め付けられるような気持ちになった。涙腺がこれっぽっちも動かないのは変な気分だ。

　そこは霧の深い場所だった。地面は淡く輝き、周囲の草木は七色に煌きらめいている。

　目の前には大きな樹きが立っている。だけどついさっきまで見ていたカルパタルの樹きとは違って、一輪の花も咲いていない。剝むき出だしの幹と枝だけの姿はどこか寒々しい。

「う、うん、分かった」

　わたしは不安げな声を出して頷うなずいた。今のわたしではなく、あのときのわたしの言葉。お母さんは少し寂しげに目を細め、わたしの頰に触れて樹きの方へと歩いていった。

「アリア」

「お父さん……」

　そこにはお父さんもいて優しい笑顔を向けてくれていた。わたしの頭にぽんと手を置いて、お母さんと同じように「少しここにいてくれ」と言って、樹きに向かって歩いていった。

「あ……」

　わたしは呟つぶやくだけで、引き留めもしなかったし、何をしようとしているのかも訊きこうとしなかった。立ちすくんで足は動かない。

　わたしは今までずっと、あのときのわたしは今よりずっと自信がなくて他人の顔色を伺っていたのだと思っていた。でも違った。こうして自分のことを見てようやく気付いた。

　他人どころか、お母さんやお父さんにまでそうやって接していたのだ。二人はどんな気持ちでわたしのことを見ていたのだろう。

　ごめんなさい──声に出ない言葉を心の中で呟つぶやく。

　お父さんとお母さんは並んでカルパタルの樹きの前に立ち、こちらを振り返った。

　二人ともどこかすまなさそうな顔で微ほほ笑えんでいる。

「お父さん……？　お母さん……？」

「アリア、そこで動かずに聞いて欲しい」

　お父さんが言う。そのときのわたしは不穏なものを感じたけれど、動くことができなかった。

「早く言わなくちゃって思ってたんだけどね」

　お母さんが無理に笑みを浮かべようとしているのが分かった。

　このとき、二人はわたしに何を言ったんだっけ──思い出そうとして、わたしの心は切り刻まれるように痛んだ。

　ああ、そうだ。

　思い出した、二人は、

「お母さんも、お父さんも、もう長くないの」

　もうすぐ死ぬのだと、わたしに告げたんだった。

　お父さんとお母さんは浮遊結晶を採掘する島の出身で、そこで暮らしていた人々は若くして亡くなる者が少なくなかったこと、そしてお父さんとお母さんも最近になって特有の症状が出始めたということを説明してくれた。けれど、わたしはあまりに突然のことにその説明の半分も理解できていなかったと思う。

「だから、お父さんたちはこの島に願いを託すことにしたんだ」

「あなたと親子として過ごせる残りわずかな時間を代償にして。あと半年もないくらいだから、どのくらいの力になるかは、分からないけど」

　元気でね、アリア──お父さんとお母さんはそう言って、わたしに背を向けた。

　手を繫つないで、空いている方の手でカルパタルの樹きに触れる。

「えっ、ま、待って！」

　そのときのわたしは、ようやく二人のところへ駆け出そうとしたけれど、もう遅かった──あまりに、遅かった。

　大樹から目も眩くらむような光が迸ほとばしった。うっすらと目を開けると、カルパタルの樹きの枝に無数の輝く花が咲いていくのが見えた。

　そんな光の中で、お父さんとお母さんの姿が溶けるように曖昧になっていく。

「待って、行かないで！」

　わたしは叫んだ。そのときのわたしも、今ここにいるわたしも。

　その声が届いたのかは分からない。

　ただ、二人が囁ささやくように願ったのだけは聞こえた。




『私たちの愛する娘が、自分らしく、幸せに、生きられますように』




　　　　◇




　頭上の雲海には竜巻の影響でぽっかり穴が開いて、蒼そう空くうが覗のぞいていた。

　鬱うつ蒼そうと茂っていた周囲の木々は暴風によって一掃されて、カルパタルの樹きだけが太陽の光に明るく照らされていた。浮遊結晶でできた大樹は、その内部で光を複雑に反射させ幻想的に輝いている。

　竜巻で砕かれてできた無数の浮遊結晶の欠かけ片らが、やはり陽の光で七色に輝きながら天空へと昇っていく。そうして雲海の穴を通り、外界に出たところで、わずかな音と光を発して壊れていく。まるで水みな面もに出た泡ほう沫まつが割れるように。

　アリアは記憶の奔流が終わってもなお、その余韻によって呆ぼう然ぜんとして、立ち尽くすことしかできなかった。

　背後から足音がして、アリアは無意識に顔を向けた。

「やるべきことは、できたか」

　振り返った先にいたのは泊はく人とだった。

「泊はく人とさん……」

　意識がはっきりしてきて、アリアは遅れて襲ってきた感情に唇を嚙かみしめた。

　けれど、あまりに優しく残酷な真実を突きつけられて、アリアはその感情の波に耐えることができなかった。

　唇に血が滲にじみ、嗚お咽えつが漏れ、視界は涙に歪ゆがんだ。

「無理に耐えるな。感情を吐き出すことも、向き合い方のひとつだ」

　淡々とした声音ではあったが、そこには不器用な優しさが込められていた。アリアは気付いたら駆け出していた。

　どん、泊はく人との胸に額と鼻をぶつけて止まる。つんとした痛みが走った。

　アリアはそのまま泊はく人とにしがみついて、身体を震わせ、大きな声を出して泣いた。その慟どう哭こくはカルパタルの花を揺らし、空へと昇る浮遊結晶に共鳴する。

　喉が嗄かれ、涙が涸かれて、それでもアリアは泣き続けた。

　だがそれほどの大きな感情を発露させても、アリアの干渉力が風を起こすことはなかった。

「それでいい」と泊はく人とが呟つぶやいた。

　それからどのくらいそうしていただろうか。

　アリアの慟どう哭こくはやがてすすり泣きに変わり、いつしか荒い呼吸へと変化していった。

「落ち着いたなら離れろ。暑苦しい」

「ひ、ひどくない!?」

　あまりと言えばあまりな、しかしひどく泊はく人とらしい言葉にアリアは埋めていた顔を上げて叫んだ。いつもと変わらない泊はく人との様子が、アリアは嬉うれしかった。

「それで、やるべきことはできたのか」

　うん、とアリアは頷うなずいて泊はく人とからそっと離れた。

「泊はく人とさん、わたしは捨てられてなんかなかったよ」

　その言葉に泊はく人とは「そうか」とだけ頷うなずいた。

「お父さんとお母さんは、この島でわたしの幸せを願ってくれた」

　それからアリアは取り戻した記憶を語った。

　両親はこの島に来た時点でもう長くなかったこと。

　残りの時間を代償に、アリアのために願いを叶かなえたこと。

　一通り話を終えると、泊はく人とは納得したように頷うなずいた。

「おまえが記憶をなくして無人の浮遊島にいたのは、その願いの一環ってことか。恐らくは、オレと会うことを織り込んで」

「えっ……？」

　一瞬、アリアは泊はく人との言葉の意味が理解できなくて目を丸くした。しかし、何度か瞬まばたきをして泊はく人との言わんとしていることが分かってくる。

「え、ええっ!?　じゃ、じゃあ、泊はく人とさんがあの島に来たのは……？」

「ああ。この島の力がオレをあの空域に誘導して、おまえに会わせたんだろうな」

「わたしが泊はく人とさん出会って、旅をして、干渉力を制御できるようにするために……？」

「ああ」

「で、でも記憶まで消さなくても……」

「あのときのおまえが、今取り戻した記憶に耐えられたか？」

「そ、それは……」

　無理だ、とアリアは思った。両親が自分の前からいなくなることに耐えられず、力を暴走させたに違いない。

「それにおまえは記憶をなくすことで複雑に思い悩んだ。それがなければ、おまえは自分の力に向き合うことはできなかっただろうな」

　泊はく人との視線がアリアを通り越し、カルパタルの樹きの方へと向かう。

　いつの間にかアルとカノが並んで樹きの下に立ち、こちらを見ていた。

「正解。さすが泊はく人と」

「よかったね、アリア」

　そう言って笑う二人の表情にアリアははっとした。二人から感じていた不気味さはもうなかった。

「アル、カノ……二人とも、ありがとう。おかげで、大切なことを思い出せたよ」

　アリアは動揺した心を落ち着けるために二度三度と深呼吸をした。

　それからもう一度泊はく人とを見る。

「泊はく人とさんも、ありがとう」

「オレは何もしてない。おまえが自分でやったことだ」

「そんなことないよ。泊はく人とさんがいなかったら、わたしはここまで来ることはできなかったし、干渉力も制御できてなかった。それにさっきも──」

　アリアはそこであることに気付いて目を見張った。

「泊はく人とさん、まさか……さっきわたしに声を届けたのって……」

　だが泊はく人とはその問いに答えなかった。

　アリアが視線を送ると、カノが頷うなずいた。

「そうだよ。泊はく人とはアリアに自分の声を届けるように願ったの」

「そんな……」

　さあっと血の気が引いた。

「じゃあ泊はく人とさんは、そのために自分の願いを諦めたの……？」

「いらん気を遣うな」

　泊はく人とは苦々しげに言うと、タバコに火を点つけて煙を深く吸い込んだ。

「な、なんでっ!?」

「おまえにはここしかなかった。オレはまた探せばいい。それだけだ」

「それだけ……？」

　アリアは何と言っていいのか分からなくなって言葉に詰まった。

「それだけじゃないよっ！　十年も探してきたんでしょ!?」

　アリアにとって、それは気の遠くなるくらい長い時間だ。独りぼっちになった自分の未来を想像しただけであれほど絶望的な気持ちになったというのに、泊はく人とはその中に十年もいたのだ。

「泊はく人とさんは、わたしに広い世界を見せてくれて、自分との向き合い方を教えてくれて、おかげでわたしは前を向いて生きられるようになって。それなのに、泊はく人とさんの願いが犠牲になったなんて、そんなのって、ないよ」

　そんなの、あまりに報われない。

「だから、気にするな。得られるものと代償が見合わなかったからやめただけだ。そんなことは忘れてどこかの島で幸せに暮らせ。それがおまえの両親の願いだろ」

　泊はく人とはそう言ってからアルたちの方に目を遣った。

「おい、おまえらならこいつを適当な島に送ってやれるんだろ」

「まあ、できなくはないね。それがアリアの両親の願いを叶かなえる方向なら、カルパタルの樹きの力が使えるから」

　アルの答えに泊はく人とは満足したように頷うなずいて、

「そういうことだ。達者でな」

　と、くるりと背を向け、片手を挙げておざなりな別れの挨拶をして歩き出した。

　あまりに素っ気ない行動に、アリアは呆ぼう然ぜんとした。少しずつ遠ざかり、小さくなっていく背中を見つめることしかできなかった。

　泊はく人とは振り返る素振りすら見せなかった。

　胸の奥が苦しくなる。

　旅の中で出会った人たちと別れるたびに感じてきたものを、何十倍にも色濃くしたような感情に襲われる。

　ここで泊はく人とと別れたら、きっとこれからの人生で会うことは二度とないだろう。

　だけど、苦しいのはそれだけが理由ではない。

　たった独り誰にも頼らずに歩いていく泊はく人との姿は、彼のこれからの当あて所どない旅を象徴しているようで、正視していられないほど胸が締め付けられた。

「そんなのって、ないよ」

　自分だけたくさん貰もらって、泊はく人とには何も返せていない。

　自分だけ幸せになって、泊はく人とは孤独な旅に戻っていく。

　不公平だ。

「いいの？」

　背後からカノの声が聞こえた。ちらりと振り返ると、彼女とアルは微笑を浮かべていた。

　背中を押されたような気がした。

　気付けば走り出していた。

　数メートルの距離がひどく遠く感じられた。

　全力で走った。少しでも気を抜いたらその背中がどこかへ消えてしまいそうで怖くて。だから目の前に近づいても足を緩めることはできなくて──

「痛っ！」

　泊はく人との背中に鼻っ柱をぶつけたアリアは悲鳴を上げた。

「……何やってんだ？」

　ぶつかられた泊はく人との方はびくともしなかったらしく、自分の背中に取りすがるアリアを肩越しに怪け訝げんそうに見た。

「わ、わたし泊はく人とさんの旅に付いてくよ！」

　本日二度目の衝突に鼻を押さえながら、アリアは必死で訴えた。

「は……？」

「ほら、洗濯とか、掃除とか、料理とかできるよ！　そのうち操縦もできるようになるかも！」

「おまえな……冗談は休み休み言え」

「冗談じゃないよ！　本気だよ！」

　さらに泊はく人とがアリアを諫いさめようとしたとき、アルが口を挟んだ。

「泊はく人と、僕からも頼むよ。それ、もう運命みたいなものなんだよ」

「……運命？」

　泊はく人とは珍しく意表を突かれたように目を見張った。くわえていたタバコをぽろりと落とし「そういうことか」と低く呻うめいた。

「え……？　どういうこと？」

「いや、おまえはいい。忘れろ」

「で、でも、それじゃわたし泊はく人とさんに……」

　アリアの言葉を遮るようにして、泊はく人とはたっぷり数秒間、深いため息を吐ついた。

　それから不安な表情のアリアに向き直ると、

「付いてくるなりなんなり好きにしろ。ちゃんと働けよ」

　と言ったのだった。諦めたような、それでいてどこか状況を楽しんでいるような口調で。

　アリアは目を丸くした。いったいどういう気の変わりようだろうか。だが、それを詮索してまた気が変わっては困る。

「う、うん、分かった！」
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　アリアがアルとカノを見て「ありがとう」と口の形だけで伝えると、二人は嬉うれしそうに破顔した。




　それから数日後。

　泊はく人ととアリアは島を後にしようとしていた。

　飛空船がゆっくりと雲海の中を浮上していく。

　すぐに出発しなかったのは、短い時間とはいえ雲海の強風の中を航行した飛空船の点検と調整をするためだ。ちなみに今はアルとカノが島から雲海の上へと至る道中の風を調整してくれているため、ほとんど無風だった。

「楽しかったね」

　アリアは楽しそうに笑って、首から提げたコンパスを見つめた。それはロイから譲り受けたものだが、元々銀色だった外枠の幾何学模様が今は虹色を帯びて輝いていた。

　滞在した数日で、アリアはアルとカノとの交流を存分に楽しんでいた。浮遊結晶でできた大渓谷を巡り、その中を流れる川で遊び、それから両親の願いが込められたカルパタルの樹きの下でバーベキューをして、夜遅くまでお茶を飲みながらこれまで巡った島の話をした。

　アルとカノもまた、その時間を楽しんでいたようだった。

　アリアが見ているコンパスは、島を出るときに二人が加工してくれたものだ。元はアリアの記憶を封じていた浮遊結晶を銀に取り込ませたとのことだった。

　あと数分か──周囲は徐々に明るくなっていく。雲海の表面が近いのだ。

　泊はく人とはアリアの様子を見ながら、島に滞在した日の夜、アルとカノと三人だけでした会話を思い出した。




　　　　◇




「泊はく人とには面倒をかけるね」

　アルの言葉に泊はく人とはふんと鼻を鳴らした。

「まだしばらくオレとあいつで旅を続ける──それが、両親の願いってことだな？」

「そうだよ」カノが言う。「アリアはまだ未熟で、この先も泊はく人とが必要だから」

　それこそがアルが「運命」と言った理由だった。

「オレに願いを使わせたのも、その一環か」

　アルが少しだけ申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「やっぱり、泊はく人となら気付くよね。そうだよ、泊はく人とが本来の願いを叶かなえて旅を終えてしまうと、都合が悪かったんだ。もちろん、アリアを暴走させたのが試練だっていうのは噓うそじゃないけど。悪いことをしたね」

「まあ、別に構わないが。オレも最低限の目的は果たせた」

「……それ、カノからも聞いたけど、どういう意味なんだい？　泊はく人との目的は始まりの島へ到達することだった。でもアリアに声を届けるために願いを使ったから、この島でその目的を果たすことはできなかったはずだけど」

「始まりの島への到達──それが代償さえ払えば叶かなえられる願いだった。それだけ分かれば十分だ」

　アルはその謎かけのような言葉に少し考え込んでから「あーっ！」と頭を抱えた。

「あるかどうかも分からなかった始まりの島の存在を証明できた。そういうこと？　えーっ、噓うそだろ？　やられた！　そういうことかあ。ただじゃ転ばないねえ……」

　探す島の存在に確証が持てるのと持てないのとでは大きな違いだ。そして十年間の旅の果てにようやく泊はく人とはその確証に至ることができた。しかもその収穫を得るのに、アリアに声を届けるために必要だった数個の浮遊結晶──船の燃料だ──しか島に代償を払っていないのだ。ほとんどぼろ儲もうけと言ってもいい。

「ところで、オレたちの行動はどこまでこの島の力にコントロールされてたんだ？」

　泊はく人とはふと気になって訊きいた。ここまでの話を聞いていると全ての行動が彼らの掌てのひらの上だったような気がしてきて愉快な気分ではなかった。

「きっかけだけだよ」とアルは笑う。「泊はく人とをアリアのいる島で出会わせたこと、それだけ。たまーに、お遣いを出して様子を見てきてもらったけど」

「お遣い……？」

　泊はく人とは眉を顰ひそめたが、アルは答えずに先を続ける。

「それ以外は、何も。二人がこれまで巡ってきた島も、そこで経験したことも、二人がした行動も、僕らは何も手を入れてない。それじゃあ、意味がないから」

　自分で悩み選び取るからこそ、意味があるのだとアルは言った。

「で、いいのか？」

　泊はく人とは唐突に訊きいた。アルはカノと視線を合わせて二人揃そろって首を傾かしげた。

「何のこと？」

「名乗らなくていいのか。あいつに」

　アルとカノは絶句して泊はく人とを見た。顔を強こわばらせたアルは、やっとといった様子で口を開く。

「……いや、驚いたなあ。どうして？」

「アリアの両親がこの島にいると、あんたは言った。アリアは二人がもう生きていないと思ってるようだし、確かにそういう解釈も成り立つ。生きてこの島にいる、とは言ってないからな。墓で眠っていてもいいわけだ。だが、オレはそうは思わなかった」

「どうしてそう思ったか、訊きいてもいいかな？」

「願いの代償は『親子として過ごせる残りわずかな時間』だったな。アリアの両親は、娘に幸せに生きて欲しいって願いと自分たちの命を完全に切り離せたのか。オレにはそうは思えなかった。せめてアリアの未来を見届けたいんじゃないか。そこでさっきの代償の話に戻る。この代償には命を捨てる以外の抜け道があるな」

　泊はく人とはそう言ってアルとカノを見つめた。

「続けて」とカノが肯定も否定もせずに言う。

「親子として傍そばにいられなくなればどうだ？　例えば、この島の管理者として魂を囚とらわれ、遠くから見守るとかな」

　アルとカノは穏やかな笑みを浮かべ、しかし泊はく人との言葉に頷うなずくことはしなかった。

「仮にそうだとして、僕たちはうんとは言わないよね。それを肯定した瞬間に、願いは効力を失ってしまうから」

「あいつはもうこの島の力の助けを借りなくても、やっていけると思うがな」

　泊はく人とはそう言ったが、アルとカノの意見は変わらないようだった。代わりにカノがにこりと笑ってこう言った。

「泊はく人と、島の管理者としてお願いするね。どうかあの子をよろしく」

　泊はく人とは鼻を鳴らした。

「面倒事を押しつけやがって」

「ごめんね。でも、泊はく人とにも必要だと思うの」

「必要？　何がだ」

「一緒に旅をする仲間が。喜びを共有して、悲しみを分かち合う、そういう相手が」

　あなたの記憶はあまりに心細くて寂しかったから、とカノは言った。

「世話焼きが誰に似たのか分かった気がするな」泊はく人とは深くため息を吐ついた。「まあいい。もうあいつには好きにしろと言ったからな。だが、期待はするなよ」

　その言葉にアルとカノは満足そうに頷うなずいたのだった。




　　　　◇




　飛空船は雲海の中を昇っていき、ついにその外へ出た。

　昼の陽光が飛空船の中に差し込んでくる。

　数日間も雲海の中にいたせいか、ことさら眩まぶしく感じた。

　泊はく人とがちらりと背後に目を遣やると、アリアが涙をこぼしていた。

　自分より色素が薄い彼女は陽の光に弱いのだろうと泊はく人とは考えた。

「目が慣れるまで居室に──」

「泊はく人とさん……！」

　アリアが急に背中に飛び込んできて、泊はく人とは何事かと身体を強こわばらせた。

「わたし、変じゃなかった？」

　アリアは泊はく人との背中に顔を埋めたまま、悲痛な声を出した。

「あの二人の前でちゃんと振る舞えてた？　ただの旅人として、あの二人に接することができたかなあ……？」

　アリアの震える声を聞きながら、泊はく人とは嘆息した。

「いつから気付いてた」

「……記憶が戻ってあの二人の顔を見たときから。あのとき全部、繫つながった」

　その上で二人の想いを酌くみ取とって、気付かないふりをしてこうして旅立つことを決めたのだ。

　雲海の外という、二人の知覚が及ばないところまで──きっと彼らが本気になればどこまでも見えるのだろうが──来たことで、アリアの張りつめていたものが切れたのだろう。

「……ああ。少なくともオレは、おまえが気付いてることが分からなかった」

「そっか……泊はく人とさんに分からなかったなら、安心だね」

　アリアは安あん堵どしたように言ったが、泊はく人との背中にしがみついたまま離れなかった。

「そんなに泣く必要はないんじゃないか」

「必要あるよ……。なんでそんなこと言うの……」

　恨みがましい声が聞こえてきて、泊はく人とはため息を吐ついた。

「また会いに来ればいいだろ」

「……えっ？　で、でも、それじゃ、二人の願いが……」

「島を訪れた旅人が、そこにいた暇で仕方ない管理者の子供二人の相手をする。旅の土産話をして、一緒に食事をして、少し過ごしたらまた旅に出る。それのどこに問題がある？」

「あ……」

　もう家族としてではないかもしれない。だが、同じ時と場所で一緒に過ごすことはできるのだ。触れ合うことだってできる。

　アリアが泊はく人との背中から離れていく。驚いたような表情をしていたが、それは次第に恥ずかしそうな笑顔に変わっていった。

「泊はく人とさんと話してると自分が悩んでるのがバカみたいに思えてくる」

「…………」

「ひ、否定してよっ！」

　と、そのときアリアの首に掛かっていたコンパスがふわりと浮いた。

「あ、あれ？　さっきまで浮かなかったのに……」

「見せてみろ」

　浮遊結晶を銀に取り込ませたと言うから、浮力は無くなったのだと泊はく人とも思っていた。泊はく人とはしばらく検分してから、自分のコンパスと見比べる。針が全く違う方角を指していた。

「なるほどな。こいつはあの島の位置を指すみたいだな」

「えっ……そ、それって……」

「またいつでも来いってことだろ」

　泊はく人とが言葉を言い終えるかどうかという瞬間、蒸気の噴き上がるような凄すさまじい音が響いて飛空船が揺れた。

　驚いて窓の外に目を遣やると、流線型の透明な巨きよ軀くが宙で翻ひるがえっていた。

「雲うん海かい鯨くじら……」

　アリアが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいているうちに、雲うん海かい鯨くじらは虹こう色しよく雲うん海かいへと潜っていった。最後にその尾びれが二、三度左右に揺れた。まるで手でも振るように。

　泊はく人とはアルの言葉を思い出して嘆息する。

「虹こう色しよく雲うん海かいは雲うん海かい鯨くじらの巣だって説もあったが、まさかあいつらの『お遣い』だったとはな……」

「は、泊はく人とさん、わたしデッキに出てくる！」

「落ちるなよ」

「分かってる！」

　アリアがぱたぱたと駆けていき、しばらくすると微かすかな歌声が聞こえてきた。

　それは泊はく人ともどこかで聞いたことのある歌だった。

　飛空船の中ではエンジンや回転翼テイルトロータの音がうるさくて正確に聞き取れないが、記憶が正しければ、出発を喜び、別れを惜しみ、再会を誓う──そんな歌だったように思う。

　風を操るアリアの歌声ならば、雲海の底にも届くかもしれない。

　飛空船に、穏やかな追い風が吹き始めた。







エピローグ　─Postlude─







　雲海が太古に壊れた大地の全てを覆い尽くし、空は青く澄み渡っていた。

　操そう舵だ室しつから臨む先には、浮遊島が点々と浮かんでいる。

　それは心当てのない旅を続けてきた泊はく人とが十年という長い時間の中で、ほとんど毎日のように見てきた光景だった。

　目的を果たすための手がかりは乏しく、志をともにする者もいない。

　晴れ渡った蒼そう穹きゆうの旅は、しかし暗く冷たい水底を行くようだった。

　そして泊はく人とはその凍いてつくような孤独と不安に慣れきっていた。

　息ができず緩慢に壊え死ししていく心に気付きながら、それを受け入れていた。

　だというのに──

　背後の居室から、がさごそと人の動く音が聞こえてくる。

　間ま仕じ切きりのカーテンを開ける気配。

　ややあって、野菜を包丁で切るリズミカルな音が響き始める。

　食材を炒いためるバターの匂いが漂ってきて。

　孤独と不安とはほど遠い温かさが、そこにはあった。

「泊はく人とさん、朝ごはんできたよ！」

　操そう舵だ室しつのドアがやかましく開かれて、泊はく人とはため息を吐ついて自オー動トパ操イロ縦ツトに切り替えて立ち上がった。独りで旅をしていた頃は朝食を抜くことが多かったのだが、アリアはそれを許さなかった。今ではいらないと言うことすら面倒になって、おとなしく食べるようになっている。ついでに言えば、最近は時間になると腹が減るようになってしまった。

　アリアの両親探しは、迷子を家に送り届けるくらいのちょっとした寄り道のつもりだった。だが他人の顔色を伺ってばかりいて自分の心を見失っていた彼女は、いつの間にか前を向いて力強く歩き出し、気付けば泊はく人との隣を歩いていた。そして彼女自身のやるべきことは果たしたというのに、まだしばらくともに旅をするという。いったい何を考えているやら。

「おまえ、オレの旅に付いてくるって言ってたな」

「言ったけど、それがどうしたの？」

　その日の朝食はオムレツとスープにサラダ、それからバゲットだった。オムレツにはいつだか泊はく人とが適当に放り込んで以来、定番となったキノコが入っている。泊はく人ととアリアはテーブルを挟んで向かい合い、食事を口にした。

「いつまで付いてくるつもりだ？　まさかオレが自分の目的を果たすまでなんて言うんじゃないだろうな」

　泊はく人との言葉にアリアはうっと言葉に詰まった。どうやら図星だったか──泊はく人とは呆あきれて息を吐いた。

「な、なに、その反応!?」

「よく考えろ。オレの探してる島はいつ見つかるかも分からないんだ。そんなもんにいつまでも付き合うバカがいるか」

「な……」

「しばらくは旅に付いてくるのもいいがな、適当なところで船を下りろ。せっかく干渉力も暴走しなくなったんだ。どこか気に入った島に腰を落ち着けて、やりたい仕事をするなり、好きな男と結婚するなり、自分の人生を生きろ」

　泊はく人となりにアリアの将来を考えての言葉だった。

　だがそれは逆にアリアを怒らせたようだった。

「なんでそんなこと言うの？　わたしはそんな甘い気持ちで泊はく人とさんの旅に付いていくって言ったわけじゃないよ。ずっと同じ場所に住めなくてもいい。一生、島から島への旅の生活でもいい。自分の食べる分は自分で稼げるくらい飛空船や行った島での仕事を頑張るし、け、結婚だって……」

「何だ」

「や、やっぱりいい！　とにかく覚悟はしてるの。泊はく人とさんはわたしのお父さんとお母さんを探してくれた。だから今度はわたしが泊はく人とさんの探している島を見つけてあげる。そう決めたの。それにね」

　それからアリアは決意を固めるように何度か深く息を吸って吐いてを繰り返し、皿にフォークを置いた。

「わたし、目標ができたの」

「目標？」

　アリアは少し躊躇ためらってから、それでも泊はく人との目を正面から見て口を開いた。

「この世界の困ってる人たちを助けたい。泊はく人とさんと旅をして、そう思ったの。この世界には色々な場所があって、困っている人たちがたくさんいて、もしわたしの力が少しでも役に立てられるなら、って」

　言いながらアリアは徐々に顔を赤くしていき、やがて手元の皿に視線が落ちる。

「お、おかしいかな……って、な、なんで笑うの!?」

「いや、いいんじゃないか。おまえらしい」

「そ、そう？」

　出会ったときは自分のことで精一杯だった彼女の成長を、泊はく人とはむずがゆいような気分で眺めた。

「て言うかさ、わたしのことはいいよ。泊はく人とさんはどう思ってるの？」

「オレが？　どういうことだ」

「だ、だから、わ、わたしがいた方がいい？　それとも……邪魔？」

　予想外の質問に泊はく人とはフォークを動かす手を止めた。

　考えてもみなかった。アリアにいて欲しいか、そうではないか。

　誰かと一緒に旅をするのは面倒だ。だが初めのうち感じていた据わりの悪さは、いつの間にか薄れていた。

　ふっと泊はく人とは失笑した。

「ま、また笑った!?」

「いや、悪い」

「そ、そうじゃなくて、最後の質問の答えは？」

「……おまえと旅をするのは色々と面倒だな」

　アリアがショックを受けたように口を開く。

「が、こうして飯を食うのは悪くない」

　食事をうまいと感じるようになったのは、実のところアリアと出会ってからのように思う。そう言えばこの半年の旅では訪れた島でも色々とうまいものを食べた。十年近く、ほとんど生きるためだけにしか食事をしなかったのだが。

「そ、そっち先に言ってよ！　それで……結局、どうなの……？」

「ああ、そうだな──」

　泊はく人とはふと窓の外を流れる空に視線を遣やった。

　空はこれほど蒼あおかっただろうか。

　陽の光はこんなにも暖かかっただろうか。

　これまで見つけられなかった場所にも、今なら辿たどり着つけるような予感すら覚えた。

　あんたもこんな気持ちだったのか、と今は亡き師に問う。

　泊はく人とは視線を戻して答えを告げる。

　雲海の果てまで歌を響かせ、飛空船を誘う風すら操る相棒が、輝くような笑みを浮かべた。
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　初めましての方もそうでない方も、こんにちは、作者の森もり日ひ向なたです。

　突然ですが、皆さんは、空、好きですか？

　私は空を見るのがとても好きな子供でした。

　夏休みにはよく、緑の芝生の上に寝転んで、青い空を眺ながめて、そこに浮かぶ色々な形の雲から物や動物を想像する遊びをしていたものです。

　日が落ちるのに合わせて青からオレンジと紫し紺こんの黄たそ昏がれ色いろに変化していく光景は、蚊か取とり線せん香こうの匂いやヒグラシの鳴き声と一緒になって、今も鮮せん明めいな記憶として残っています。

　大空に無数の島々が浮かぶ世界で、風を操る力を持つ少女アリアが飛ひ空くう船せん乗のりの泊はく人ととともに旅をする──この本の物語は、そんな空への憧しよう憬けいが作り上げたものです。

　……という製作秘話は、あとがきに何を書こうか悩んでいたときに思いついたものです。幼い頃の憧れが昇しよ華うかして物語になるって、小説家みたいで格かつ好こうよくないですか。あ、空を見るのが好きだったのは本当ですよ！　美しい黄たそ昏がれの記憶も。ただ、企画を作ったときも執筆していたときも、これっぽっちもそんなこと思い出さなかっただけで……。

　それはさておき、この物語は作り上げるのに約三年（！）かかりました。製作の苦労話はまた別の機会にさせていただくとして、ともかく、その間に世の中は大きく変化してしまいました。新型コロナウィルスが蔓まん延えんして、海外渡航はもちろん、国内の旅行や、ときに近所への外出すら制限を受けるような状況に。このあとがきを書いている今も、まだまだ予よ断だんを許しません。

　そんな息苦しく鬱うつ々うつとした状況だからこそ、この本が皆さんの心をほんの一時でも、無限に広がる蒼そう穹きゆうの旅へ連れ出してくれればと願ってやみません。アリアと泊人が少しでも皆さんを楽しませてくれたなら、彼らの生みの親としてこれ以上、嬉うれしいことはありません。

　最後に謝辞です。

　なかなか終わらない改稿に辛しん抱ぼう強づよくお付き合いいただき、いつも的確なアドバイスをくださった編集者の森もり様、小こ原ばら様、佐さ藤とう様には感謝の念に堪たえません。

　にもし様、素す敵てきなイラストを描かいていただき、ありがとうございます。アリア、とっても可か愛わいいです。泊はく人とはずぼらそうで、でもとても格かつ好こういいです！

　この本の出版に尽力くださった関係者の皆様、ありがとうございます。

　そして、この本を手に取ってくださった読者の皆様、ありがとうございます。

　それでは、また次の巻でお目にかかれることを祈っております。


二〇二一年　梅の咲き誇る頃




森もり　日ひ向なた
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　夜の操そう舵だ室しつにランタンの灯あかりが陰影を落としていた。

　泊はく人とはアリアを拾って以来、居室では吸わなくなったタバコを深く吸い込むと、短くなったそれを灰皿に放り捨てた。

　そろそろ日付が変わろうという時刻。アリアは眠っているらしく居室からは物音一つ聞こえない。

　泊はく人とは立ち上がると小さな鍵を取り出して、部屋の隅にある机の引き出しを開けた。

　中には真っ黒な装丁の分厚い本が背表紙を上にして何冊も並べられていた。それぞれには始まりと終わりを示す日付の書かれた紙が貼られている。

　それらは航空日誌であり、泊はく人との師であるヘルメスの時代のものから、つい最近のものまである。あまりまめではない泊はく人とだったが、日誌は欠かさず付けている。

　そのうちの一冊を取り出して、泊はく人とは灯あかりの下で開いた。

　およそ十年前のその日誌には、二つの筆跡があった。まだ泊はく人とがヘルメスとともに旅をしていた頃の記録だからだ。

『一〇月二八日、星読島を出航。晴天。南向きの風。風力１。特筆すべき事象なし。』

『一〇月二九日、星読島から南方一〇〇〇キロメートルに到達。遠方に南方へ渡る結晶鳥の群れを発見。非常に美しかった。泊はく人との作った夕飯がゲロマズだった。どう教えてもこれだけは上う手まくならない。あと、もうちょっと面白いこと書けよ！』

　失笑ともため息ともつかない声を漏らし、古ぼけて脆もろくなっている紙をゆっくりと捲めくっていく。しばらくして目的のページに辿たどり着つく。それまで二つの筆跡によって綴つづられていた日誌が、泊はく人とのものだけになっていた。

『一一月二五日、目的の島に到達し、調査行動を実施。エド、カリン（中略）以上四名が死亡。ヘルメスは行方不明だが、生存は絶望的と推測される。記録者を含む生存者五名も心身に重傷を負い（中略）以下、島で発生した状況について記述する。』

　それはヘルメスが死に、泊はく人とが干渉力を失った日の記録だった。

　自身で書き記したその記録を読み込んでいく。それは事故の直後に書いたものであり、文字は乱れ、血の跡すらあった。カルパタルの樹きによって強制的に意識の表層に呼び起こされたからだろう、そのときの記憶はつい最近の出来事のようにまざまざと脳裏に浮かんだ。

『午前五時〇〇分、日出とともに着陸。』

『午前八時一三分、旧時代のものと推察される巨大構造物（一辺約五〇メートルの立方体、大理石に似た黒く光沢のある材質で構成）を発見。何らかの建物と思われるが用途不明。』

『午前九時二一分、扉と思おぼしき構造を発見。隊の半数五名を外に残し、ヘルメス、エド、カリン（中略）以上五名で内部を捜索。』

『午前一一時〇五分、巨大構造物を中心に、立っているのが困難なほどの震動が発生。一分ほどで終息。』

『午前一一時一〇分、捜索班が構造物内部から帰還。エド、カリンの二名は他の隊員により搬送されてきたものの、それぞれ左下肢、右上半身の欠損により間もなく死亡。』

『午前一一時一一分、撤退を決定。』

『時刻不明、飛空船へ向かう途中で、無数の不定形の黒い物体が出現し始める。捜索班の証言によれば、構造物内でエドとカリンを負傷させたものと同様の現象とのこと。数秒で消失するが、さながら空間を切り取ったかのように、そこに元々あったはずの物は何も残らない。以降、これを消滅場と記載する。

　ヘルメスの指示により、干渉者は各々の力場を維持。干渉力場は消滅場と拮きつ抗こうするようだった。消滅場の発生確率が加速度的に上昇しているため、エド、カリン両名の遺体の搬送を断念。船への移動を急ぐ。』

『時刻不明、干渉者の力場が減衰。消滅場によりルアン、シドの二名が死亡。消滅場は干渉力を著しく消耗させることが判明。』

『時刻不明、飛空船クロート号に到達。他の船は消滅場により航行不能となっていたため、当該船にこの時点での生存者六名全員が搭乗。』

『時刻不明、離陸直後にヘルメスが浮遊島へ戻る。当時のヘルメスの言葉は次のとおり。

「アレはあたしを追ってきている。分かるだろう。喰くわれたのは捜索班の連中だ。あたしたちはあそこで知ったんだ。いいか、」

「□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□」

「船はくれてやる。どういう選択をするかはおまえの自由だ。好きに生きろ」』

　泊はく人とは自分の呼吸が浅くなっていることに気づき、深く息をした。

　日誌の中で空白になっているヘルメスの言葉。

　悲しみに暮れた泊はく人とが記載できなかったなどというわけではない。

　泊はく人とはペンを手に取り、その空白に文字を埋めていく。あのときのヘルメスの言葉は一言一句忘れてなどいない。

『「この世界は消滅しようとしている。そしてそれを止める鍵は始まりの島にある」』

　泊はく人とが書いたその文章は、しかし次の瞬間に跡形もなく消えてしまった。

　これまでに幾度も書き記そうとしたが、結果は同じだった。

　実のところ、カルパタルの樹きですら同じだった。あの樹きが泊はく人との表層意識に呼び起こした記憶からは、世界の消滅に関するヘルメスの言葉が完全に抜け落ちていた。さらに言えば、あの樹きは泊はく人との願いを「始まりの島への到達」だと誤認し、代償に泊はく人との旅にまつわる全てを要求した。だが、泊はく人とはただ知的好奇心のために始まりの島を探しているのではない。真の目的は世界の消滅に対処することなのだ。

　あのとき、代償を払って目的を達することができるなら安いと思いはしたが、そもそもカルパタルの樹きには泊はく人との本当の願いを叶かなえる力はなかったのだ。始まりの島に到達して、しかしそこで技術や経験を失っていては何もできない。あまり迷わずにアリアの救援に頭を切り替えられたのは、そのことを悟ったからでもあった。

　だが、もしあの樹きに真の願いを叶かなえる力があったらどうしていただろうか──泊はく人とはそんな自問をしたが、すぐに考えるのをやめた。あり得ない仮定をしても意味がない。いずれにしろ、

「結局、自分で辿たどり着つくしかないってことか」

　十年前、事故のあった場所へ戻ったが、その空域にはすでに浮遊島自体が存在していなかった。泊はく人とはヘルメスが何を見たのか、その詳細を知る術をなくしていた。

「あんただったら──」

　記憶の中の師に問おうとしたが、答えは決まり切っていた。

　いいじゃないか、謎は多い方が面白い──ヘルメスなら、そんなふうに笑うはずだ。世界が消えるという、とんでもない事態を前にしても楽しむのだ。あの変態は。

「まあ、そうでも考えなければやってられないな」

　泊はく人とは航空日誌を閉じ、引き出しにしまった。

　それからこの事実を新しくできた相棒に伝えるべきか思案した。

　問題は二つあった。

　一つはアリアに伝えたとして、彼女がそれを覚えていられるかということだった。

　これまで他の者にヘルメスの言葉を伝えようとしたことはあった。しかし、消えてしまった文字と同じように、彼らの記憶にその事実が残ることはなかった。なぜ泊はく人とだけが覚えていられるのか、その理由は分からない。

　もう一つは、そもそも伝えるべきか否いなかという問題だった。伝えるということは、巻き込むということだ。アリアの性格からすると、恐らく最後の最後まで付いてこようとするだろう。どれほど大きな危険が待ち受けているか分からないというのに。

「まだ、か……」

　しばし考えてから、泊はく人とは息を吐いて結論を先延ばしにした。

　今のところ泊はく人とにできることと言えば、これまでどおり世界の島々を巡り、地道に手がかりを探すことだ。そのくらいなら大きな危険はない。何か進展があるまではアリアがいても問題はないだろう。

　だが、その先はどうか。

　いずれ──と泊はく人とは思う。

　アリアに別れを告げるべきときが、来るのかもしれない、と。





To be continued ... ?
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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